
 

 

名古屋市立大学都市政策研究センター 

「CUPRE」（ワーキングペーパー） 

vol.2 

 (2025 年 3 月刊行) 

 

 



目次 

・オーラルヒストリープロジェクト No.1・・・・・・・・・・・1 

「子ども青少年局の発展期を支えて」石井久士さん（第２代 名古

屋市子ども青少年局長） 

・オーラルヒストリープロジェクト No.２・・・・・・・・・・ 36 

「子どもたちをめぐる顕在化した課題に立ち向かって」下田一幸 

さん（第３代 名古屋市子ども青少年局長）  

・オーラルヒストリープロジェクト No.3・・・・・・・・・・・61 

「名古屋にプレーパークを立ち上げて」竹村万知子さん （特定非営

利活動法人 てんぱくプレーパークの会元代表） 

・オーラルヒストリープロジェクト No.4・・・・・・・・・・ 91 

「地域の親子の子育てに寄り添って」丸山政子さん （特定非営利活

動法人 子育て支援の NPO まめっこ 前理事長）  

・オーラルヒストリープロジェクト No.5・・・・・・・・・・106 

「児童養護施設の子どもに寄り添って」篭橋芳孝さん （元名古屋市

児童養護連絡協議会会長、元名古屋市民間児童入所施設連絡協議

会会長） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども青少年局の発展期を支えて 
 

石井久士さん 

（２代目 名古屋市子ども青少年局長） 
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 ＜プロフィール＞ 

石井久士さん 

1950 年、名古屋市北区生まれ。1973 年に

愛知教育大学教育学部卒業後、名古屋市

立清水小学校、名古屋市立小碓小学校、

名古屋市立あずま中学校の教員として教

壇に立つ。その後、名古屋市教育センタ

ー、教育委員会教職員課を経て、名古屋

市立丸の内中学校教頭、市立南天白中学

校校長を歴任。さらに、教育委員会事務

局の学校保健課指導主事、指導室主任指

導主事首席指導主事、指導室長、学校教

育部長、事務局教育次長を経て、2008 年

子ども青少年局局長（2 代目）就任。保育

園、養護施設、トワイライトスクール、

教育委員会との調整等に尽力した。2011

年 3 月に名古屋市役所を退職。 

 

 

 

インタビュー日時：2024 年 11 月 20 日 

聞き手：松村智史（人間文化研究科/都市    

政策研究センター） 

 

 

松村 では、石井先生、どうぞよろしく

お願いします。 

 

石井 よろしくお願いします。 

 

松村 まず先生の生い立ち、歩みといい

ますか、差し支えない範囲で結構ですの

で、教えていただけますでしょうか。 

 

石井 私は、名古屋から出たことのない

人間で、北区で生まれ、区内の中学校を

卒業して、県立明和高校へ進学し、愛知

教育大学へ進みました。 

 教員になりたいという特に強い意志は

なかったのですけど、一期校への入学が

かなわず、自宅から通学できる公立の大

学として愛知教育大学を選択しました。

当時は、この地域の公立の文系学部は名

市大の経済学部と愛知県立大の文学部と

教育大学ぐらいしかありませんでした。

法学関係を勉強したかったので、多少な

り学べそうな、愛教大の小学校教員養成

課程へ進学し、社会科の教室に所属しま

した。進学後も特に教員への志望が強く

なったわけではないのですが、周りの学

生は教員志望も多く、自動的とは言いま

せんが、教員になるレールが敷かれてい

ましたので、教員への道に進みました。

特に強い志望があったわけではないです

が、教育実習などでも強い拒否感もなか

ったので、たまたま愛知教育大学に進学

したのがきっかけで、教員になったとい

うのが率直なところです。 

 昭和 48 年４月、初任は、北区の清水小

学校で６年間お世話になりました。小学

３年生から始まり、4、5、6、1、2 年と学
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年を一巡しました。１年生では、今も、

印象に残る多くの経験をいたしました。 

次に港区の小碓小学校へ転任しまし

た。転任し、3年経たところで、中学校へ

転任する気持ちはないかと教頭から告げ

られました。当時は、全国的に校内暴力

等で荒れる中学校と呼ばれていた時代で

す。そんな時に、敢えて中学校へ赴任し

たいとは思いませんでしたが、教頭に説

得され、教職１０年目に東区のあずま中

学校へ転任しました。全市的に見れば比

較的落ち着いているほうの学校でした

が、今から思えば、それなりには荒れて

いました、初めての中学校で、7年間頑張

りました。その頃は今と違って学校間暴

力。生徒が公園に集まって、バットや角

材などを持って、けんかをするのです。

大学紛争とかで適用されていた凶器準備

集合罪が、あの頃には中学生の学校間抗

争事件に適用されたとも耳にしました。 

 

松村 驚きですね。 

 

石井 当時、授業中によその学校から生

徒がやって来ました。1リットルのガラス

製のコカ・コーラ瓶を振り回しながら来

るのです。ガラス瓶で殴られでもしたら

怪我をします。殴られないような距離を

とるか、逆にクリンチで逃げるかでし

た。幸い生徒に殴られるという経験はな

かったですが、取っ組み合いぐらいした

ことを覚えています。比較的おとなしい

学校ではありましたが、それなりに生徒

とのイザコザはありました。所謂、管理

教育が華やかなりし頃でしたから。頭髪

問題では、ずいぶんやり合いました。高

校への進路指導の経験がなかったのと、

統一模試の実施内容に変更があり、進路

指導の見直しを余儀なくされたことなど

から暗中模索のなかで頑張った記憶があ

ります。何とか中学校で 7年を終えたと

き、今度は名古屋市教育センターへの転

任が告げられました。 

 初任者研修が始まる時で、その手伝い

を含め、様々な教員研修のお手伝いをさ

せていただきました。ちなみに、教員の

初任者研修ってご存じですか。 

 

松村 知っています。 

 

石井 初任者研修が始まった年度で、文

部省が行う洋上研修のお手伝いとして派

遣され、10 泊 11 日の日本一周の船旅を経

験させてもらいました。出張なのです

が、豪華な船旅で、豊かな気分にさせて

もらう良い経験となりました。私は、付

き添い・お手伝いということで、割と優

遇され、研修の内容を含め、船上生活は

今も強く印象に残っています。 

 教育センターでの教員の研修もさまざ

ま自らの勉強になることが多かったので

すが、学校事務職員の研修を担当したこ

とで、とても多くのことを学ばせてもら

いました。 

 教育センターで 3年を経過したところ

で、教員人事を担当する教職員課への転

任が命ぜられました。市立高校に籍を置

いて、勤務は教職員課というやや変則的

な形で、教員採用を中心に、教員の人事

異動のお手伝いをしていました。教員採

用の募集から採用内定、それに続く年度

末の人事異動に向けての事務作業で年中

結構忙しい思いをしました。 
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 3 年を経たところで、中区の丸の内中学

校へ教頭として赴任しました。それま

で、PTA との関わりが少なく過ごしてきま

したが、教頭は学校と PTA をつなぐ窓口

ということで慣れない仕事に初めはとま

どいました。阪神大震災の様子を学校で

見ていて、大変なことになったと思い、

その後を心配していたことを思い出しま

す。 

教頭を 2 年経験し、天白区の南天白中

学校へ校長として赴任いたしました。荒

れる中学校の時代には、かなり大変だっ

たと聞いていた学校でしたが、職員の頑

張りで、かなり落ち着きを見せてきてい

ました。稲武の野外学習や修学旅行など

では得難い経験をいろいろさせてもらい

ました。 

校長を１年終えたところで、教育委員

会、学校保健課の給食担当の指導主事へ

転任することとなりました。スクールラ

ンチが始まったころで喫食率が問題とし

て取り上げられることが多く、学校へお

願い行脚の日々でした。小学校のパンに

異物の混入が心配されるとのことで、金

属探知器で検査したこともめったにない

経験で思い出されます。 

給食担当指導主事を 1 年務めたところ

で、次に指導室の主任指導主事へ異動と

なりました。主任を２年、首席指導主事

を 1 年、指導室長を２年務めました。指

導室で５年過ごしたのは、勤務場所とし

ては長かったと今感じるところです。そ

の後、学校教育部長を 2 年、教育次長を

２年務めました。その後に、子ども青少

年局へ異動となりました。教育委員会で

の在任中で、最も印象に残るのは、やは

り 5000 万円事件です。 

 

 

 

松村 緑区ですよね。 

 

石井 全国的規模のすごい反響でした。

私が、指導室の主任を務めているときで

したので、結構、大変でした。あれだけ

の規模のものを体験したことで、その後

の事件に対する耐性が付いたのではない

かと思います。5000 万円事件以上に大変

な事件は、それ以降、経験はなかったと

思います。 

 もう一つ印象に残るのは虐待死事件で

す。小学 1 年生の児童が、母親が学校へ

出さずにいて、結果的に衰弱して死亡し

た事件と記憶しています。名古屋で初め

てとなる虐待死事件でした。児童相談所

の関わり、学校における家庭での虐待へ

の対応などが随分議論されたと思いま

す。 

自殺も心に残る出来事です。東区の中

学校でも在校生や卒業生が自殺で亡くな

り心を痛めたことがありました。指導室

では、北区の中学校で自殺がありまし

た。その原因や経緯など生徒への聞き取

りなどで周辺事実を調べるのですが、大

変でした。いじめがあったか否かの認定

は、そうそう簡単にはできないと強く感

じました。裁判となり、結審までにはか

なり時間を要したと聞いています。 
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各学校では概ね 1年に 1回や 2回程度

は、これは大変な事件・事柄というのが

起こるものです。それらが課業日に起こ

るとすると、200 日程度の課業日で、名古

屋の学校は 360 校ぐらいであるから、360

から 720 件が 200 日で発生するとすれ

ば、1日に 3件から多いときは 5、6件あ

るわけです。そうした、学校では大変と

いう事件が指導室に報告されるわけで

す。すべて大変な事件ではあるけれど、

命に関わる事件をまずは取り組んで、解

決に奮闘していました。その頃にいじめ

問題が大きな課題となってきたかなと思

います。昭和 50 年代は校内暴力の時代。

それが終わった頃に、今度はいじめ問題

が大きく取り上げられるようになり、ま

た一方で、不登校も徐々に増えだし、問

題となってきた頃かと思います。1995 年

が社会の一つの転換点だと言われること

がありますが、ちょうど私が指導室に在

籍したころに被るのかなと思います。 

 

松村 そうでしたか。 

 

石井 私が大学受験するときに東大の安

田講堂事件が起きました。東京教育大学

が前年に続き 2年連続で入試がなく、急

に東大の入試がなくなることになりまし

た。東大へ行く能力もなかったので直接

の影響はないにしても、東大入試がなく

なった余波として、東大以外の学校のい

わゆる偏差値が急に上がりました。その

意味で迷惑をこうむったとは思っていま

す。人には、東大へ行きたかったけど、

なかったので仕方がないと負け惜しみを

言っています。それが一番、挫折ではな

いですが、人生の大きな選択の幅に揺れ

たときかと今は思います。結果、名古屋

市の教員になり、いろいろ大変な思いも

したのですが、多くの経験が得られたこ

とは良かったのかと思えます。 

最後の 3年、教育委員会から子ども青少

年局への異動となりました。教育の経験

しかない私が、なぜ、市長部局への異動

となったかの理由は分かりません。それ

が、人事なのではないかと今は思ってい

ます。 

 

松村 行政職ではなかった先生が選ばれ

たっていうのは、先生以後の子ども青少

年局長の方でも、あまりないケースなの

かなというふうに思うのですけど。 

 

石井 ないですね。 

 

松村 多分、先生が唯一というか。 

 

石井 現在のところはそうなりますね。 

 

松村 そうですよね。さっき先生がおっ

しゃったように、例えば、虐待だとかい

じめ、不登校などは，子どもや青少年の

今日的な問題と密接に関連していると考

えますが、そういった指導室でご自身が

体験なさったことが、子ども青少年局長

になってから生かされたとか、有意義で

あったとかということに関しては，どう

ですか。 

 

石井 教育委員会って割と蛸壺みたいな

ところで、他局との関わりが少ないとこ

ろのように思います。だから、他局から

見ても、教育委員会は付き合いにくく、

交流が少ないのではないかと感じていま
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す。教員が行政職に異動するのは、極め

て珍しいかなと思います。行政同士なら

もちろんあるにしても。その時期、教員

出身の松原市長であったことが、大きく

作用したのではないかと思います。 

 

松村 そうですか。 

 

石井 教育長を務め、市長に選ばれたの

が松原さんで、その次に義務教育出身者

で言うと、もう一人、教育長を経験した

人がいます。それまで義務教育出身者が

教育委員会には多くいたのですが、義務

教育出身者で教育長を務めるというのは

なかったのです。局長級の人事の全市的

な兼ね合いがあったりするので、難しい

のだと思います。私も、教育次長を務め

ていたので、めぐり合わせがあれば教育

長への異動、なきにしもあらずだったの

でしょうけど、全市的な異動の中で、教

育次長を務めた局長級の私の持って行き

場に困ったのでしょうね。 

 

松村 もうあとは、局長級っていうと、

どっかの局長とか教育長。 

 

石井 教育長とか、局長か、あとは区長

などに限られていました。私の後、教育

次長を務めた人の中には、区長になった

のが 2人ぐらいいます。学校へ校長とし

て復帰したのは 1人いると思います。私

が教育次長のころは、学校へ復帰する

と、県費負担職員になり、市の行政職の

給与との調整ができなかったのです。校

長だから、校長の給与表が適用されるこ

とで、局長級の給与で務めていたのに校

長の給与が適用されると、格下げで減給

のようになるので身分保障の問題が生ず

るので、難しいことだったのだと思いま

す。 

 今は市費になったから、そのあたりの

調整はできるようになったかと思いま

す。使い捨てみたいな感じの処遇になら

ないように、面倒を見る必要があったの

だと思います。 

 

松村 いろいろあるんですね。 

 

石井 適正な処遇を考えると、局長か区

長になるのでしょうが、その頃はまだ区

長っていう選択肢はなくて、私が初めて

教員出身からの教育長ではない局長にな

ったのではないでしょうか。義務教育の

教員から、行政の局長になったのは初め

てだったと思います。 

 

松村 松原さんとは、松原さんが市長に

なる前からお付き合いとかはあったんで

すか。 

 

石井 私が教職員課の手伝いをしていた

時、松原元市長は、教職員課長を経て学

校教育部長でした。資料整理などの雑用

をよく仰せつかっていました。 

その後、丸の内中学校の教頭に異動した

のですが、松原元市長も丸の内中で教頭

を務めていたとの縁もありました。 

 

松村 その後、松原さん、立候補されて

市長になられて。そのとき。子ども青少

年局ができたときの市長、松原さんでし

たっけ。 
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石井 私は平成 20 年度に子ども青少年局

の局長に異動したので、松原元市長の下

では 1年務めていたことになります。確

か 21 年度に市長選挙が行われ、河村前市

長に替わりました、だから、21 年度、22

年度は、河村前市長に仕えていました。 

 

松村 市長が交代すると、子ども青少年

局長って大変だったんじゃないかなって

素朴に思うんですが。 

 

石井 私は教員出身なので、基本的には

子どもに関わる仕事をしてきたわけで

す。だから、子ども青少年局への異動が

決まった時、子どもつながりで何とかな

るのではないかと、あまり深く考えるこ

ともなく異動しました。当時、幼保一元

化の問題が盛んに論議されていたと記憶

しています、「子ども局」を新たにつく

るということなので、保育園と幼稚園を

担当する行政の部局を一本化してはどう

かと具申しました。しかし、幼稚園関係

の皆さんから、絶対に受け入れられない

と言われました。幼稚園は学校教育法第

１条に基づく学校だけど、保育園は学校

ではないと。 

 

松村 ご難儀したんですね。 

 

石井 認定子ども園ができましたが、教

育と保育の連携、必ずしも順調には進み

ませんでした。子ども局設立のときに担

当部局の一本化を具申したけど、結局、

一本化はできず、幼保の担当部局は分か

れたまま継続にいたっています。よく似

たものとして、青少年問題もあったので

すが、青少年に関しては子ども局へ事務

を移すことになりました。市長が交替す

ると、各局がそれぞれの担当する課題や

事務内容を市長にレクチャーする機会が

あります。子ども局の経験が浅く、十分

に理解できてないにもかかわらず、自身

がレクチャーを受け、臨みました。 

 

松村 分かりました。では、ちょっとま

たその話に戻るかもですけど、ちょっと

少し何点か確認させていただきたいんで

すが、子ども青少年局ができたときは。 

 

石井 教育次長でした。 

 

松村 そうだったですよね。そのとき、

そもそもなんで子ども青少年局ができた

とか、自分が局長に選ばれたかはよく分

からないみたいな感じでおっしゃってい

たんですけど、教育次長でいらした石井

先生から見て、まず子ども青少年局って

名古屋の人から見ると、子ども応援委員

会もそうですけども、中の人から見ると

当たり前っていう感じですけど、私なん

か外から来た人間だと、どういう経緯で

子ども応援委員会なり、子ども青少年局

ができたんだろうっていうのはすごい関

心があるところなので、ちょっとその辺

りを教えていただけますか。 

 

石井 子ども青少年局ができた経緯はよ

く分かりませんが、あの頃、最初に幼保

一元化とかのことがあったりして、待機

児童が多かったことが問題になっていた

気がします。 

 

松村 待機児童の問題が？ 
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石井 男女共同参画の進展で、幼稚園よ

り、保育園の需要が多くなってきていま

した。幼児教育の大切さも注目されるよ

うになり、保育の質を高める声が上がっ

ていたと思います。子どもの成長を総合

的に促す仕組み・体制が必要との声もあ

ったのだと思います。 

 それを最初に取り組んだのが、横浜市

だと思います。横浜市が子どもの冠をつ

けた部局を創設しました。松原元市長は

それを参考にしながら、トワイライトス

クールに次ぐ名古屋の子ども関連の目玉

施策として作り上げたのではないかと思

います。 

 先ほど話した虐待死もきっかけの一つ

になったのでしょう。虐待死を無くすた

めには、虐待の早期発見が大切です。当

時、虐待は児童相談所が扱っていたので

すが、虐待死事件の検証をやって、虐待

の早期発見の窓口は学校ではないかとな

り、学校と児童相談所が連携を深めるこ

との必要性が言われたと思います。子ど

も局を作ることで、連携なり、虐待対応

の一元化ができたりしないかとの議論が

あったように思います。不登校の問題

も、不登校対策に終わり、ひきこもりま

での視野が十分でなかった頃です。子ど

も局を作ることで、不登校、ひきこもり

の一連の取り組みができるのではとの期

待もあったかもしれません。トワイライ

トに次ぐ、子どもを大切にする教育の松

原を印象づける施策の一つとして、子ど

も局の設立も位置づけられていたのでは

ないかと私は思っています。 

 

松村 松原さんがってことですね。 

 

石井 横浜が作ったから子どものことを

重点的に大事にします。自分は、教員出

身だから子どもを大切にする町をつくり

たいという思いは強かったのではないか

と思います。 

 

 
函館の児童関係施設を視察した時の様子 

（写真提供：本人） 

 

松村 子ども青少年局は、教職員も行政

職員も所属する集合体ですよね。 

 

石井 合体して。 

 

松村 なかなか最初はいろんな価値観だ

とか、考え方の違いとかもあったように

もちょっとお話ししていたんですが、そ

の辺りは、先生の目から見てどんな印象

をお持ちですかね。立ち上げるっていう

ことにはなったけど、さっき先生がおっ

しゃったように、いろんな価値観だと

か。 

 

石井 具体的な事例で言えば、確かその

頃に子ども条例ができたのです。子ども

条例はいいことですが、理想論的な面も

あると思っていました。学校はまだそん

な理想論的なところまで至っていないわ

けで、子どもの言うことをそのままには
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聞いてばかりおられない時代でした。子

どもの人権が大切と条例には記されてい

るのだけど、そんなのは聞けないことが

多いっていうのが、学校の姿勢だったよ

うに思います。愛知の管理教育って言わ

れていたけど、名古屋もその一面が無い

わけではなく、先生がそれなりの力を持

って指導を進めている頃だから、人権を

大切にしましょうという点での食い違い

があり、調整の必要がありました。子ど

も局から教育委員会に説明に来たのです

が、中学校なんかでは思うように指導が

できなくなると怒った記憶があります。

そのときは行政の人は、良いか悪いかじ

ゃなくて、上司に言われたことをきちっ

とこなすっていう考え方をするのだと感

じました。私が子ども局へ異動したと

き、私は外様な人間で、局の職務内容が

分かっていなかったのですが、行政の人

は、上司である私の命で動くわけです。

仕事に対する考え方、姿勢が、教員とは

違うのだなと実感しました。 

 子ども局に、教員出身者は少なかった

です。教務主任になった教員で、子ども

局に行った数も少ない。とにかく絶対数

が少ない。教育委員会から子ども局へ異

動した人は、教育、行政のことを分かっ

ていても所詮行政マンです。上司の命で

動く人間だから、その辺のうまい擦り合

わせが必要でした。事業のジャンル、実

施場所も違っていたわけで、それを擦り

合わせさえすれば仕事はできると感じて

いました。しかし、行政マンとしての姿

勢・行動が必要で、それに倣って仕事に

励んでいたように思う。私が異動したと

き、職員に常にいちばんお願いしていた

ことは、教育も福祉も、子どもつながり

だし、主役は子どもだから、子どもにと

って何が良いかで、お互いが歩み寄らな

いといけないということかな。 

 子ども局の設立の時、放課後児童クラ

ブ、トワイライトは子ども局の所管とな

りました。学童保育とトワイライトの一

元化が視野にあってのことだったと思い

ます。トワイライトスクールは、名古屋

の女性会が大きな役割を担い、社会教育

として出発しました。女性会との関わり

が変化する中、トワイライトスクールも

放課後児童クラブ、学童保育的な面が強

くなってきました。トワイライトスクー

ルや学童保育という観点から、様々な議

論が展開され、各政党間の意見も異なっ

ていました。紆余曲折のもと、今は学童

保育も多くの政党との関係を深めること

で、役割分担をしながら併存している状

況になっているのではないかと思いま

す。議員の皆さんの関心が高かった事案

だったと思います。 

 

松村 そうでしたか。 

 

石井 私が。仕事を進める上では、教員

出身だから細かいことよく分からないと

職員に助けを求めていました。しかし、

教員として行ってきたことや、教育次長

だったりしたから、教育委員会の行政に

は言えることもあると話していました。 

 子ども青少年局の所管に児童養護施設

があり。その中一つに、玉野川学園とい

う教護施設がありました。そこで生活す

る児童・生徒は当時入所前の小中学校に

学籍を置いたままで、学園で勉強をして

いました。その勉強を教えていたのは教

員免許のある教員ではなく、行政職の福
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祉士で、学園に勤務となった人が教えて

いました。一定の学力は身についたので

しょうが、十分な教育がされていたとは

言えません。 

 法改正もあり、教護施設が自立支援施

設に名称と機能の変更がありました。学

校教育を保障しなければならなくなりま

した。玉野川学園を志段味中学の分校と

して位置づけ、教員の配置をすすめて本

校と同様の教育がされるようにしまし

た。中央児童相談所の一部を川名中の分

校として同様に学校教育が受けられるよ

うにしました。教育委員会は、当初、抵

抗感もあったのですが、結果として引き

受けてくれました。教育委員会のどの部

署に声を掛ければよいかが、教育委員会

にいたからこそ分かり、学校現場の実情

も理解しながら進めることができたかな

と多少の自負はあります。 

 

松村 先生が教職出身であったことが，

活きたということですか。 

 

石井 多少はね。かつての上司で、一

応、教育次長を務めていたからこそ、聞

いてくれていたんだと思います。 

 

松村 反対に行政側からすると、これも

ちょっと変な質問かもしれないですけ

ど、行政ではない先生出身の石井局長っ

ていうところで言うと、お互いにちょっ

と気を遣ったりだとか、意思疎通とかな

んか困ったりしたことも別に。 

 

石井 分からないことが多かったので、

教えてもらうことが多かったです。特に

福祉の細かな制度などは分からなかっ

す。保育園のことも園児のことは、幼稚

園とも通じるところが多少あるのです

が、制度が複雑で当初は困りました。保

育園は民間も公立も、いわゆる国の補助

金というか予算で行われていて、経営の

根本の基準は同じです。ところが、民間

は補助金の交付を受けている中で、かな

り裁量を効かして運営していました。公

立も民間も、保育指針に基づいて、運営

がされているはずなのですが、保育の内

容的な管理は十分になされていませんで

した。予算の使い方の管理・指導はかな

り行われていたのですが、教育内容・保

育内容、保育の質をどうするかっていう

ことに関してはあまり問題にされていな

いように感じました。 

 学校は、学習指導要領があって、それ

に基づいて教育活動か進められていま

す。幼稚園にも教育要項があって。特に

名古屋市立幼稚園は、それを順守して、

いわゆる遊び中心の環境構成を中心にし

た活動を行っていました。それが当たり

前のように感じていたので、保育園だっ

て園の年間計画みたいなものや、園の保

育方針を明らかにして、どのように保育

を進めるかの経営案を作るべきと提案

し、作成を促しました。それを担当課が

集約し、内容に応じて指導することが始

められたかなと思います。 

 当初、それは難しいとの声もあったか

のように記憶しますが、行政の人の上司

の命は絶対との心性から集約することに

なりました。それで保育の質を上げるこ

とができたかと言えば、未だ途上にある

ような気がします。今は、名古屋も保育

園が 400 以上に増えたかと思います。そ

の中で、待機児童は減ってきたけど、保
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育の質が確保されているのでしょうか。

増え過ぎて、指導が行き届かないような

感じがしています。 

 名古屋には、市立保育短大が、郊外の

尾張旭市にありました。名市大の幼児教

育に統合されたと思います。かつては、

保育短大出身者が名古屋の保育園を担っ

ていたようですが、現在は、名古屋市立

大学幼児教育出身者が、市立の幼稚園や

保育園に就職していないように思いま

す。 

 

松村 そうなんですね。 

 

石井 市立大学出身の幼稚園や保育園の

先生にあまり出会うことはなかったで

す。かつては、保育短大出身者が保育士

の中心を占めていて、そこには学閥らし

きものもあったように思います。愛教大

にも幼児教育科があり、県や名古屋の公

立幼稚園に就職しますので、名市大と競

合してるのでしょうね。名古屋という

か、幼稚園は私立が多く公立は極めてす

くなくなっています。幼児教育科があっ

て、幼稚園免許を取得しても、それを十

分に生かせる場が少なくなっていると思

います。本当は、名市大の幼児教育科が

名古屋の幼児教育を中心となって推進し

てほしいと思うのですが。 

 

松村 分かりました。さっき、教職員と

行政の職員との間のスタンスの違いに言

及されてました。「子どもの権利条約」

を踏まえて、学校の先生たちの子どもた

ちに対する姿勢について、お話していた

だけますか。 

 

 
子育て応援団 すこやかフェスタの開会挨拶の

時の様子（写真提供：本人） 

 

石井 子どもの意見ばかり聞いていたの

では、指導ができないという声はありま

した。確かに、体罰に対する社会の目が

大変厳しくなってきていましたから、体

罰はなくなってきていました。子どもの

権利条約で言えば、一番は、体罰の絶滅

なのでしょう。だけど、20 年前、絶滅し

たとはまだ言い切れなかったと思いま

す。 

 しかし、やっとその頃には「愛のムチ

論」がだんだんなくなっていたと思いま

す。しかし、その感覚、心性は教員にま

だ残ってはいたと思います。一つ、手綱

を緩めたら、全部が崩れる的な発想は根

強かったと思います。部活で水を飲ませ

ずに活動していた時代だから、子どもの

人権に十分目が届く状況ではなかった。

当時は、部活の中には、年中、正月以外

は毎日活動するのが当たり前に許されて

いました。子どもの私生活がなくなるこ

とは、視野に入らない。確かに、子ども

に勝利を味合わせたい、力をつけてやり

たいと願う気持ちはありますが、その裏

には、指導者が部活の世界で功名心をあ

げたいという思いもあっての、休みなし
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の活動ではなかったかと思います。それ

が本当に子どものためになるかと言えば

分からないところはあります。しかし、

休みなし活動・練習によって、非行・問

題行動に走りがちな子どもを引き留めて

いた部分もあります。野球部だとか、サ

ッカーとかでね。大人になって立ち直

り、懐かしむ声は多く聞きます。 

 

松村 確かに。空いた時間に、望ましく

ない方向に走る懸念も指摘されています

ね。 

 

石井 そうした部活動で子どもを引き留

めていたのが、教員の働き方改革、今は

部活動を学校から切りを離すことにやっ

きになっています。今は、過渡期です

が、いずれ新しい形が生まれるものと思

います。当時は、子どものために休みな

く部活動をするのが当たり前、そうした

感覚が残っているときに、片一方で子ど

もの権利条約で子どもの意見を聞きまし

ょうと言われても、学校現場に行けば、

何を言ってるのだと、無視されるに決ま

っていたようなわけです。感覚が違うの

だから。 

 

松村 そうですよね。 

 

石井 似たような事象として、不登校の

問題がかつてと大きくかわってきていま

す。私たちが教員になったころには、不

登校の子には声掛けをして学校へ来させ

ようとしました。だけど、だんだん声掛

けをやめましょうという時代になり、今

は不登校の子どものための教室を学校の

中に作りましょうという時代です。私に

はその経緯が分からないので、理解がつ

いていかないのが、正直なところです。

しかし、今、教員になる若い人たちは、

初めから不登校も一つの生き方だし、個

性だというふうに教えられてきていると

思います。不登校も個性だというふうに

して考えたのは、子ども局ではないでし

ょうか。 

 

松村 別の言い方をすると、確かに最初

は若干、空虚っていうか、空疎な理想論

を掲げていた行政のほうに、学校の先生

たちも時代の変遷だとか、あと、さっき

おっしゃった働き方改革だとか、部活の

地域移行だとか、そういったことで結果

としては近づいていったような、そうい

うイメージですか。 

 

石井 そうですね、子ども応援委員会が

理想論として学校に入ったと感じていま

す。私は、子ども応援委員会は機能して

いないと外から見ています。 

 

松村 子ども応援委員会のお話も子ども

青少年局に続いてお聞きしたかったの

で、じゃあ、ちょっと応援委員会ができ

た辺りのちょっとその前夜ぐらいからの

お話をちょっと教えていただけますか。 

 

石井 子ども応援委員会ができたときに

は、私は退職していました。経緯は分か

らないです。ただ、私が指導室に在籍し

ていた時にスクールカウンセラーが配置

され始めました。 

 

松村 心の問題とか言われていた頃です

ね。いじめとか。 
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石井 子どもの健全な成長がゆがめられ

るのは、ご承知のように戦後間もなくは

社会が悪かった。社会が悪く、次は学校

が悪くて、自己責任が言われるようにな

って、悪いのは個人にされてきました。

一人一人の心の問題になったわけです。

社会環境の問題じゃなくて、同じ環境で

もこの子は貧乏でもいい子になったの

に、この子は貧乏だったから悪い子にな

ったと個人の問題となりました。貧乏が

悪いのではない、個人の心の問題なのだ

というようになってきてしまった。それ

がいいか悪いかは私には分かりません。

今は。闇バイトが貧困との関連で論説さ

れようになってきました。やっと子ども

の貧困でそういう子どもたちを取り巻く

社会に再度目が向けられつつあります。

個人の心の問題への対処、自分探しの時

代でのアドバイスにスクールカウンセラ

ーが出始めて、文科省が予算をつけ、試

行的に始められた事業でした。地方に予

算をつけると、一度では終われなくなり

ます。 

 

松村 そうですね。 

 

石井 スクールカウンセラーの臨床心理

士って公的な資格ではありません。今

は、病院で働こうすると、国家資格の公

認心理士資格が必要となっていますよ

ね。 

 

松村 おっしゃるとおりですね。 

 

石井 当初、臨床心理士は、河合隼雄先

生が考えて、学校を作り資格を授与した

のでしょうが、卒業生の働き場がなかっ

たように聞いたことがあります。社会心

理士の資格保持者は、病院などに働き口

があったようです。だから、スクールカ

ウンセラーは、臨床心理士の働き場とな

ったのではないかと思います。あの頃

は、資格はもっていますが、臨床経験が

十分でない、若い人が多かったように感

じています。学校に 1人在籍しても、経

験がある程度あって、優秀な方は、集団

の指導もできたりして、学校の助けとな

ったとは思います。6年の学生経験で資格

を得た新任者は、一対一のカウンセリン

グしかできない感じで、時間が掛るばか

りで、何人にカウンセリングで影響が及

ぼせるかとの思いは強かったです。教員

の非常勤講師は、1時間の単価が 2800 円

ぐらいでした。スクールカウンセラー

は、1時間、5000 円程度だったと思いま

す。 

 

松村 高いですね。 

 

石井 スクールカウセラーよりも、非常

勤講師のほうが教室に 2人配置されたほ

うが、中学校の荒れた子どもに適切に対

応できると思っていました。カウンセラ

ーの人たちが教室に入ることはありませ

ん。相談室にこもって、来室する子ども

だけを相手にしているわけで、広がりが

ない感じ。保護者を相手にしていること

も多いと感じました。確かに間接的に

は、子どものためになるのだろうけど、

広く子どものカウセリングをすべきと思

っていました。今、名古屋市は、カウン

セラーが全校配置されて、応援委員会が

あると思います。不登校の数が減ってき
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ているのでしょうか？増えているような

感じがしています。不登校にはあまり効

果的でないように感じられます。いじめ

は減っているのでしょうか？いじめや不

登校が、配置後も解決・解消されること

はなく、減ってもいない。だから、応援

委員会には、違和感が残るのです。私が

指導室に在職していた時には、どうやっ

てスクールカウンセラーの見直し、始末

を図るかを考えるように、常に担当には

言っていました。 

 

松村 カウンセラーが増えているのに、

いじめや不登校が減っていない実状に。 

 

石井 増えていきましたね。 

 

松村 応援委員会について、ちょっと先

生の考えを教えてもらえますか。 

 

石井 応援委員会は、河村前市長がロス

アンゼルスをモデルに、外部から人材を

招いて、いじめゼロを施策として推進す

るために設置したと思っています。スク

ールカウンセラーを所属させることは理

解できますが、指導主事を新たに配置し

たのは理解できません。指導主事にどん

な人が任命されたかというと、斜めの関

係が大事ということで、ごく普通の女性

が多く任命されていたと思います。斜め

の関係の人も子どもには必要な場面もあ

るので、それを一概に否定するものでは

ありません。しかし、学校の教員の指導

と斜めの指導とは当然、違ってくるわけ

です。そのギャップをどのようにして埋

めているのでしょうか。私は、うまくい

っていないとみています。いじめ、不登

校、問題行動が必ずしも少なくなってい

ないのは、その証左なのかなと考えま

す。今、試行錯誤で各校配置から拠点校

配置みたいな形にして、指導主事、カウ

ンセラーの数を減らしているとも聞いて

います。臨床心理士は医師ではないの

で、医学的な診断はできません。そのあ

たりの限界があるのかもしれないと思い

ます。 

 

松村 そうですか。 

 

石井 精神科医の診断を受けないと、薬

は服用できません。カウンセラーはじっ

くり話を、聞くことはできるけど、心的

な問題の解決には必ずしもいきつけな

い。何のために学校に配置しているかと

問われているのではないでしょうか。そ

のために使っている予算が多過ぎます。

その予算があるのだったら学校の非常勤

講師を増やした方が、学校にとっては有

効な対策になるのではないかと考えてい

ます。しかし、今はできないです。非常

勤講師のなり手がいません。予算をいく

ら回しても人がいなくてはできません。

だから、費用対効果からいったときに、

使われているお金に対して上がっている

成果が見えないのが残念です。 

 

松村 そうかもしれないですね。 

 

石井 逆に今は SW。スクールソーシャル

ワーカー。これが必要だと思います。

今、子どもの、7人に 1人は貧困にあえい

でいます。貧困の救済としての生活保護

の紹介などについてかつては、教頭がや

ったり、担任がやったりしていました。

14



 

ところが、難しくて分からないことか多

くて、必ずしも十分な手当てができてい

なかったのではないかと思います。だか

ら、スクールソーシャルワーカーの需要

は高まっていると思います。しかし、大

学卒業したての新任者がスクールソーシ

ャルワーカーの資格を取得したからとし

ても、実務は簡単ではないと思います。

生活保護事務などの実務をある程度経験

した人たちが学校のスクールソーシャル

ワーカーとして入ってくることが望まれ

ると思います。そのためには、子ども青

少年局にはそういう子どもの福祉を担当

する部署もあり、事務の経験を積んだ人

もいるのでから、そういう人たちを学校

に配置して、資格を付与すると、より機

能すると思います。だから今、必要なの

は気持ちばかり聞いて、心の問題の堂々

巡りをしているだけよりは、スクールソ

ーシャルワーカーのほうが、子どもの援

助を具体的にすることができるのではな

いかと思います。 

 

松村 なるほど。 

 

石井 だから、よく言われるように、児

童相談所とか養護施設で生活する子ども

たちが社会に出たときに、生活保護の援

助を受ける手続きの仕方が分からない。

どこへ相談したら、自分が助けてもらえ

るか分からないと、闇バイトに頼ってし

まうことになるのではないでしょうか。

生活が苦しい、お金がほしいで。 

 

松村 分かります。さっき先生がおっし

ゃっていたように、社会問題として荒れ

る学校、校内暴力とかいじめとかひきこ

もり、虐待とかって、それは、全国的な

趨勢でもあると思うんですけど。名古屋

とか東海地方、もしくは愛知県でもいい

ですけど、なんか特徴とかってあったり

するんですかね。時代や地域を反映する

ような特有の問題もあるように思われま

すが、この辺りならではの何か事情だと

か、特徴だとか、要因だとか、対策だと

か、そういうものってあったりするんで

すかね。 

 ちょっと一つ思うのが、外国人がこの

辺り、すごく多いじゃないですか、労働

者の方が。そういうところで、イコール

全てひきこもりとかに、もちろん直結す

るわけではないのですけど、多様な子ど

もたちがいるっていう点でいうと、もし

かしたら、この辺、名古屋とかは課題先

進的なところもあったりするのかなと思

ったりもするのですけど。そういう多国

籍とか、外国人ルーツを持っている子ど

もたちが今すごく増えている。特に愛知

県はそれが顕著で、かつ、日本全体の人

口が減っていく中で、どうしても労働力

としてそういう移民的な人の賛否はある

と思うんですけど、実態として増え続け

ざるを得ないようなそういう状況とかを

鑑みると、この辺では結構そういういろ

んな子どもたちとか、世帯とか、いろん

な問題とも結構、付き合ってきた歴史が

あるようにも思うのですが、なんか先生

の考え方とか印象おありですか。 

 

石井 愛知県はそうだし、名古屋もそう

だけど、一つは障害者に対して非常に優

しくない。障害児に対してと同様に外国

の子に対しても優しくない。異文化教育

をしようとか、やろうというのは、必要
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に応じてやるし、必要に応じて今、名古

屋市教育館の中にそういうちょっとした

ものはあります。しかし、そこでやるだ

けであって学校の中でそういうことを担

当する人がいないと思います。 

 異文化教育担当を一つの役割として担

う教員は各学校にいます。今は、外国籍

の子が一定数以上在籍する学校には教員

を増員して配置するとかはされていると

思います。よく似た例として、不登校の

子どもが一定数在籍すると不登校対応教

員を配置することがありました。以前

は、外国人の在籍で教員が配置されるこ

とはなかったと記憶しています。外国の

子どものことを思った施策は少なかった

と思います。 

 ブラジルの子どもたちはブラジルに帰

ることを前提に日本に来ています。だか

らブラジル語などの母国についての勉強

も必要とされていました。そこまではで

きなかったのが実情です。ペルーの子ど

もたちは、どちらなんでしょうか。帰国

しないのだったら、日本語をきちんと教

える必要があると思うのですが、その辺

の振り分けに関しての基本的な方針とか

が今あるのかは、私には分かりません。

そうしたことも含め、外国の子どもに対

して冷たいと思われます。 

 

松村 障害児や外国の子どもに対して優

しくないとお考えになるんですね。 

 

石井 障害児のための学校が少ないで

す。通常の学校にも、自閉症などの情緒

障害の学級と知的障害の学級がありま

す。東京など他の地域では、普通学級と

障害児学級の担任を区別せず、年度ごと

にどちらも担任することになっていま

す。名古屋は障害児学級を担任する人

は、障害児学級だけを担任することにな

っています。だから、障害児学級と養護

学校の中で異動をすることになっていま

す。専門化して障害児教育の専門家とな

ればよいのですが、必ずしも専門化する

ことのない場合も少なからずあるので、

そのあたりのところで本当の障害児教育

になっているかどうかは分からないで

す。障害児は多様であるので、個別の指

導計画が求められているのですが、なか

なか個別化していないと思います。質の

高まりは、十分ではないと思います。名

古屋市立には肢体不自由の養護学校はあ

りません。 

 養護学校は、県に設置義務がありま

す。名古屋市には、市立の知的障害対象

の養護学校が 4校あります。県を助けて

いると言えますが、肢体不自由でいうと

県立で名古屋養護学校と港養護学校があ

ります。港養護は肢体不自由対象の学校

なので、本来は肢体不自由ではあるが知

的には優れた子どもも在籍します。教育

課程が知的障害を伴う子どもたちとは異

ならなくてはならないのですが、そこま

でカリキュラムが確立できていたとは思

えなかったです。肢体不自由のある子ど

もたちで知的には障害のない子どもたち

は、地域の普通学級への就学希望が多く

なり、引き受けざるを得なくなりまし

た。地域の学校には。肢体不自由の子ど

もの就学に対応する施設は整えられてい

ないので、就学が決まるとエレベーター

などを整備することになり、大変でし

た。 
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障害の多様性を踏まえたトータルの施

策が県全体としては十分ではなかったと

思います。障害児学校の定員、特に高等

部の定員が少なくて進路指導が難しかっ

たです。名古屋は、教員が頑張ってはい

たのですが、知的障害の進路先が限られ

てきていて、就職先を見つけるのが大変

でした。授産施設も、なかなか空きがで

きないのですぐには入所できない状況で

した。それが、高等部へ進学者が増えた

一因かと思います。大変よいことなんで

しょうが、知的障害に限らず、障害のあ

る子どもたちも医療の進歩などで長命に

なってきました。しかし、高等部などの

受け入れ先が新設されたり、定員が増や

されたりするのが後手に回っていると思

います。 

 

松村 そうですか。 

 

石井 青い鳥学園という重度心身障害児

の県の施設がありますが、子どものため

の施設なのですが、結構な年齢の身障者

が在籍するようになってきていました。

だから、新しい入所者の受け入れが制限

を受けるような状況が生まれてきていま

した。 

 

松村 高齢化っていうか、何というか。 

 

石井 児童養護施設なのです。管轄は県

なのですが、名古屋も対象となる施設で

名古屋の入所がなかなかかなわないの

で、年齢超過者のために名古屋の入所が

受け入れられないのは、違うのではない

かと申し入れていました。そうしたこと

も含めて愛知は全体としては施設の数が

少なかったと思っています。障害者の数

が多かったら、実態を適正に把握して、

新施設の建設とか定員増をするなどして

責任ある対応をすべきだと思っていまし

た。今、かなり改善か進んでいるのでは

ないかと感じていますが、私が障害児に

関わっていた頃はそんな感じでした。 

 最近、名古屋市立若宮高等支援学校が

開校し、職業教育を行い就労の促進を図

っています。嬉しいことです。 

 

松村 今の障害児のこともそうですけれ

ども、逆に言うと行政が障害児とか子育

ての面倒を見る必要っていうよりかは、

子育ての社会化とかって最近、言われて

いますよね。子どもを社会全体で支えよ

うみたいなそういうスローガンがある一

方で、愛知県とかこの辺は結構、都会に

しては地縁、血縁がいまだ強いっていっ

たらちょっと変な言い方かもしれないで

すけど、結構 3世代同居が強かったりだ

とか、家庭が子どもの面倒を見るってい

うそういう文化が、もしかすると東京と

か大阪とかに比べると強かったりするっ

ていうことが、いい面も悪い面もあっ

て。それゆえに行政の子育て支援とか

が、もしかすると、少し遅れていたりと

かっていうところもあったりするのかな

と思うんですが。そういう愛知・東海の

家族観というか、子育て観っていうんで

すかね。なんかそういうところってお考

えとか、すみません。抽象的な質問で。 

 

石井 いえ、おっしゃるとおりだと思い

ますよ、私も３世代同居ではなかったの

ですが、スープの冷めない距離で、子育

てをとても助けてもらいました。 
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子育てで感じたのは、名古屋には、子育

て NPO の数が少ないのではないかという

ことです。 

 

松村 人口に比して少ないですね。 

 

石井 それはみんなで助け合うという発

想が育っていないことを示しているので

しょうね。松原元市長は NPO を育てるこ

とに取り組んだこともありましたが、結

局、長続きしなかったという印象をもっ

ています。私の関心が低いせいもあると

思いますが、全国的な名だたる NPO がな

いでしょう。今、有名なのは栗田さんが

やっておられる NPО法人レスキュースト

ックヤード。よく新聞などでも取り上げ

られていました。その他に、全国区のも

のも、あるとは思いますが、私はよく知

りません 

子育て支援やなんかでも、あるとは思う

のですが、特にかかわりをもったことは

ありませんでした。 

 名古屋で特徴的なことは、町内会組織

が強いことではないでしょうか。町内会

と一体的な女性会も強いという印象があ

ります。地縁が強いということでしょう

か。それは、今も継続していると思って

います。最近になって、そうした地縁的

なものに見直しが多少、入ってきたのか

なと思います。 

市の PTA 組織の見直しも始まるのでし

ょうし、女性会も高齢化が進み、続く若

い人が入ってこない。町内会も見直しが

進むと思います。名市大のある昭和区は

比較的、古くからの地縁が強い地域だか

ら入会しているけど、転入の新住民が多

くなってきている緑区なんかでは町内会

に入らない家庭が結構増えてきていると

思います。 

 

松村 外国人に限らず、日本人でもこの

辺に来た人たちは、あまり入ったりしな

いってことですか、若い人とかあんま

り。 

 

石井 若い人は入会勧誘がない場合があ

ってそのままになっていて入会してない

こともあるのでしょうけど、マンション

は、そこだけで管理組合があるので、特

に町内会を必要としないので全体が入ら

ないのではないかと思います。 

 

松村 そうですか。 

 

石井 私の場合がそうです。マンション

に入居したとき、地域の町内会からの勧

誘はありませんでした。回覧板が回るこ

ともなく、便利です。『広報なごや』さ

え配布されれば、ごみ出しを含め概ねの

ことは分かります。管理組合でごみ出し

の管理もしているし、必要なことは掲示

板で告知しています。 

 

松村 マンション単位ですか。 

 

石井 マンション単位です。名古屋市の

町内会に入る必要性が、マンション自体

には、ないと思えます。これまでは、町

内会へ入会しなければならないとの圧力

が強かったと思います。子ども会も同じ

です。そうしたものが、今はちょうど壊

れていく時期で、その現象が、東京より

も早いのか、遅いのかは分かりません。 
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松村 子ども会は、この辺でも減ってい

るって言っていますね。 

 

石井 特に、子ども会の役員になる順番

近くになると、退会する傾向があると聞

いています。役員にならないといけない

から初めから入会しない家庭も少なくな

いとも聞いています。 

 

松村 そうかもしれません。 

 

石井 人の世話をしたくないっていう人

が増えているのが世の趨勢になってきて

いるのでしょう。お互いさまだからって

いう考え方が若い子に減ってきているの

ではないかと思います。学校では、自分

勝手はいけない、迷惑をかけないと道徳

の時間や生活の中で取り上げているので

すが、社会の変化でなかなか身に付けて

いくのが厳しくなっていると思います。 

 

松村 じゃあ、地縁が強かったこの辺り

ですら核家族化だとか、そういう単身世

帯の増加とか、いろんな個人化みたいな

ことが進んでいく中で、これまでの地域

の絆とかそういうことが弱まってきてい

る中で、今、また新しく孤独死だとか、

孤立した子育て世帯の虐待とか、そうい

う問題が顕在化しているっていうことで

すかね。 

 

石井 過渡期だと思います。時代は常に

変化しているので、いつも過渡期と言え

なくもないですが、令和の今、少し顕著

な過渡期に入っているのかもしれないと

思います。 

 

松村 確かにそうですね。 

 

石井 いわゆる地域の安全で言うと、隣

の人の名前と仕事が分からないといけな

いと聞きます。隣の人がどういう人か分

からないとなると心配です。そういう意

味で言うと、教員とか警察官は、信頼を

受けやすいと思いますが、中には例外も

あり、犯罪に関わる人もいます。全体と

しては信頼を受けやすい。それと一緒で

ある程度、評判というか、社会的評価は

大切なのだと感じています。 

 

松村 この後お聞きしたいことは、役人

人生を振り返られてみて一番苦労したこ

と。言える範囲で結構ですけど、苦労し

たエピソードとかもあればというのと、

あとは、学校の先生の話もちょっと今日

は、ぜひ先生なのでお伺いしたくてです

ね。さっき地域移行とか働き方改革って

いうのはありつつも、子どもと先生の、

もしくは家庭、保護者との距離感とかも

結構、今、変わってきているような気が

するので、ちょっとそこで先生のお考え

っていうの二つ目で。 

 あと、最後は後輩たちというか、この

刊行物の読者は、子ども関係の NPO な

り、職員だったりするので、そういう名

古屋の子ども関係に携わっている方への

メッセージみたいなのを、いただければ

と思うんですが。 

 

石井 学校給食は、教育か福祉かが近年

話題になることがあると思います。 
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松村 微妙なところですね。福祉なのか

な。でも教育。福祉と教育どっちだろ

う。どっちでも関係しそうな気も。 

 

石井 最近は、格差が問われるようにな

り、給食は福祉との考え方が注目されて

いるように感じています。教育福祉とい

うジャンルが出てきました。学校給食が

それに該当するかは、私にはよく分かり

ませんが。朝食を食べることなく登校

し、昼の給食だけが今日一日の食事。給

食が命綱になっていると聞きます。そん

な子どもが少なからずいるようです。と

ころが夏休みなど、学校が休みになる

と、一日、何も食べないことになるわけ

です。給食が福祉と呼ばれる所以だと思

います。 

 

松村 ありますね。そういう家庭も。 

 

石井 命綱になっている給食をしっかり

充実させること、それが福祉の充実とな

ると思います。給食がしっかりしていな

ければならないと思うのです。名古屋の

給食はどうでしょう。次代を担う子ども

の健康づくりに益々力を入れて欲しいで

す。 

 無償化するって言っても、今の安かろ

う、悪かろうの給食の無償化でよいので

しょうか。無償化さえすれ保護者は喜

ぶ。それはあまりにも保護者をばかにし

ているし、それをさせてはいけないと考

えています。そこを誰も言わないので

す。 

 私は、今、学校給食を食育の観点から

アプローチし、関心をもっているのです

が、福祉の観点からも。実態調査などを

すすめ、給食の役割の見直しがされるべ

きと思っています。学校給食を所管する

学校保健課といろいろと情報交換をして

います。 

 

松村 管理栄養士は、配置されています

よね。 

 

石井 担当課には配置されています。学

校に在籍する栄養教諭と一緒になって、

給食の献立を作成しています。給食の安

全、安心を確保するためにも、摂取基準

を守ることが大事です。給食は毎日のこ

となので、もっと目が向けられるべきと

思います。 

 

松村 重要な点ですよね。 

 

石井 子どもは給食を楽しみにしている

のです。それに周りの大人が甘えている

のではと思います。関心がないから、な

かなか美味しさを含め，改善が進んでい

ないと感じています。 

 

松村 分かりました。続いて、一番、苦

労したことと、あとは、その反対のやり

がいがあったことだとか、素晴らしいと

思ったこととか、ちょっと教えていただ

けます？ まず苦労した、大変だった思

い出とか、エピソードとかがもしもあれ

ばお願いします。 

 

石井 苦労であり、大変であったけど、

やりがいと素晴らしさ、すべてを体験さ

せてくれたのは、名古屋開府 400 年の

2010 年に実施した「なごや子どもＣｉｔ

ｙ2010」です。平成 22 年の 8月、夏休み
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中に 15 日間、吹上ホールで行いました。

「自分の名前が言えて、一人でトイレに

行ける、一人で買い物ができる高校生ま

での子ども」を対象として、子どもたち

だけの手で遊びと体験のまちづくりをす

る取り組みでした。大人は入場禁止。市

長選挙やハローワーク、さまざまなゲー

ム、お店を子どもたちが計画し、運営し

ました。2 万人余の入場者を集め、盛会の

うちに終えることができました。期間中

は、子ども局の職員が総出で支えた、子

ども局の総力戦でした。関心のある方は

記録を見ていただきたいと思います。継

続していきたかったのですが、予算の確

保、人的な手当て、会場の確保など課題

もありそのままの形で継続できなかった

のは、残念に思っています。 

 

 

なごや子どもＣｉｔｙ2010 のパンフレット 

（提供：本人） 

 

 幸い、子ども青少年局のときには、

5000 万円事件に類するような大きな事

件・事故はありませんでした。 

一番の苦労は、予算の編成だと思いま

す。税収などで予算の削減が厳しい時代

でした。局への配当予算が毎年 10％削減

で示されてきました。だから、局内でそ

の 10％分をカットしなくてはならないの

です。事業内容の見直し・縮小・廃止を

何で行うのかで苦労しました。担当課の

それぞれは苦労して事業を実施してきた

ので、それが出来なくなるのは身を削る

思いだったと思うのです。優劣をつけ

て、最終決断するには、つらい思いが付

きまとっていました。 

経費削減の一環として、保育園の民営化

の計画づくりをしました。苦労しまし

た。待機児童解消のために保育園の新設

が必要でしたが、民営の方が国の補助金

が多いなどもあって、民営化して数を増

やすというのかな。職員の反対も多くあ

り苦労しました。 

 当時、中津川に子ども会のための野外

施設がありました。子ども会がキャンプ

する専用施設でした、子ども会で使うわ

けだから。夏場が中心です。問題はそこ

に個室がなくて、水道が簡易水道でお風

呂が十分に使えなかった。雨天でもキャ

ンプができるなど施設は立派でした。し

かし、個室が無く、シャワーなどが思う

ように使えない施設は時代にそぐわない

と思いました。子ども会が利用するにし

ても、施設を維持するよりも子ども会に

補助金を出して、自分たちで好きなとこ

ろを選んで、山のキャンプに行くように

した方が経費節減につながると考えまし

た。施設があることによって、不自由な

21



 

施設でも使わざるを得ない、子ども会の

役員がお世話をするのは大変との声もあ

りました。民間のキャンプカウンセラー

に現地はまかせ、往復の引率だけにした

いとの提案もあったかと思います。施設

の廃止を決断しました。しかし、施設を

作るにあたっては、裏事情があったよう

で、廃止するとなると、利害関係者もい

るわけで、担当者は調整。説得に随分苦

労したようです。 

 

松村 最近は子ども予算を増やしていく

傾向ですが、減らしていこうっていう時

期があったんですね。 

 

石井 税収が減って予算の削減に迫られ

たころ、局に予算が配当されるように仕

組みが変わりました。局で新しい事業を

始めたり、一つの事業の予算を増額させ

たりすると、局内でやりくりする必要が

あったわけです。古いものの予算を削

り、新しいことに予算をつける必要があ

りました。 

 

松村 そういうことですか。 

 

石井 何を削るかという決断は厳しいで

す。市長は思い付きとは言いませんが何

かをしたいとかやりなさいとか言えば、

財政が予算をつけるわけです。子ども応

援委員会などは、市長の一言で予算が付

けられたと思います。少子化対策の一環

として保育事業、保育園関連には予算が

つけられていたと思います。全体として

予算は毎年、削減されて、当初の配当は

されていました。今回の市長選でのある

議員の訴え、減税分で 100 億円あるか

ら、減税を止めれば給食費ならすぐに無

償化できる、はよく分かります。 

予算が毎年 10 パーセント削減され、内容

は局で工夫しなさいということです。 

 

松村 結構、大きいですね。 

 

石井 その分を何かで、削減しないとい

けない。局内で。局の中の事業担当課の

間での取り合いになります。どれを削る

かは、大変です。 

 

松村 それは、なかなかみんなが納得す

る結論は難しいじゃないですか。なかな

か折り合いをつけるのは。 

 

石井 最後は上司の命、決断になるのか

な。落としどころを見つけて。納得して

もらう。そうした予算調整が大変だった

ですね。私は 1度、河村市長のときに保

育の予算がどうして削減しきれない。そ

れで、配当予算の増額を財政に要求する

のですが、なかなか認めてもらえない。

「分かりました。それでは、保育料を上

げます」、それで局に予算を増やします

と言ったのです。「値上げは、やめても

らえないか。石井さん」と言われ、財政

に配当を増やしてもらいました。  

保育料の値上げができないので、その

分の新たな予算が配当されたわけです。

そうした削減の中で一つ失敗かなと思う

のは、松原元市長の新たな施策で、専業

主婦の家庭に一定額の給付を行っていま

した。保育園には保護者も保育料を負担

するけど、公費の援助も多くされている

わけです。 
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松村 保育園に対して行政からですね。 

 

石井 専業主婦は確かに先々、厚生年金

の３号被保険者になり、保険料負担をす

ることなく、年金が給付されます。同じ

ように、子育てをしているのに、保育園

を利用する人は、保育料の負担はあるも

のの、それ以上の支援がされています。

ところが、専業主婦には子育て支援を受

けることはできても、子育ての多くは家

庭内で行われています。しかし、その子

育てに対して、保育士のような対価がな

いわけです。専業主婦による子育てと保

育園等による子育ての間に、親の負担に

格差があるのではないか、専業主婦に対

して、子育ての対価的な給付を支給しよ

うとする制度でした。そうした制度があ

ったのですが、予算を削減しないといけ

ない。民主党政権になり児童手当の増額

など改正がありました。国からの給付が

されたことで、名古屋市独自の専業主婦

の子育てに対する対価的部分が代替でき

るなら、市の予算は削減することになり

ました。しかし、今から思うと専業主婦

の子育て政策への寄与を評価するなら

ば、廃止したことは、急ぎ過ぎたかなと

思います。専業主婦の受ける子育て支援

の総体は、職に就く母親の受ける子育て

支援の総体に比べ、勝っているとは感じ

られない状況ではないかと思います。103

万円の壁問題が大きく浮上しています

が、男女共同参画や、３号被保険者の課

題を考えると悩ましい問題です。学生や

専業主婦の労働力化でその不足を解決し

ようとすることになります。しかし、そ

れが、子どもの成長にとっては理想なの

かは、分かりません。 

 私は、子育て期間中は仕事休んで、成

長したら、再就職できるっていうのが、

子どもにとってはいいのかなと思いま

す。ただ、女性のキャリア支援というこ

とからいけば問題はあるかもしれませ

ん。子どもが学校から家に「ただいま」

と帰ったときに、誰かが「おかえりなさ

い」と言うのが、お父さんでもお母さん

でもいい。おばあちゃんでもおじいちゃ

んでもいいのだけど、お母さんがそれを

担う手助けとなる制度を無くしてしまっ

たと思います。全体の予算編成のためと

は言え、失敗だったかなと、今なお悩む

ところです。 

他の苦労としては、市会議員さんとの係

わりがあります。さまざまな要望を受

け、いろいろありましたが、それは苦労

というより、仕事のうちと考えていまし

た。 

 

松村 そこで工夫されたこととか、大事

にしたこととかが、おありでしたか。 

 

石井 子ども青少年局は確かに学齢期の

子どもも所管事業に関わりはあるのです

が、それを担う職員と学校の教員が直接

かかわることは少なく、具体的に調整し

なくてはいけないと思ったことは記憶に

ないです。 

 

松村 そうですか。 

 

石井 小学校のトワイライトスクール

は、子ども局へ移管されたわけですか、

教育委員会で作りあげられたものを基本

的にはそのまま移管してきました。学校

もトワイライトスクールに対しての抵抗
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感が無くなってきていたと思います。学

校の中にあることが当たり前に感じるま

でに定着したと感じていました。ただ、

その後、トワイライトルームとかは 19 時

まで行われるようになりました。 

 一方で、今はトワイライトルームで勉

強を教えるのはいけないと言われている

みたいです。かつては、宿題などをさせ

ていたと思うのですが、私は勉強を教え

ていいとは思うのですが、できなくなっ

た経緯については分かりません。遊びを

中心に、子どもの自主性に任せて放課後

の安全な居場所としての位置づけに終始

しているのではないかと考えます。 

 

松村 宿題とかも駄目なわけですか。 

 

石井 最近、確認したところいけないと

言われました。 

 

松村 トワイライトスクールは松原さん

の肝いりだったんでしたっけ。 

 

石井 そう。 

 

松村 その思い、背景としてはどんなこ

とがあったんでしょう。既に学童がある

中でも、そことは違うものを学校の中に

作ろうと。 

 

石井 男女共同参画の進展で、放課後の

過ごし方が課題になってきていたと思い

ます。名古屋には公的な学童保育は各区

に 1館の児童館にあったのですが、住ま

いが、そこから離れていると行けないこ

とも課題ではあったと思います。そこ

で、地域に子どもの放課後の居場所とな

る施設が必要となったのでしょう。学校

とは異なる学びができる場所としてはど

うかとされたのでないかと思っていま

す。 

 

松村 社会教育に力を入れていらした経

緯からですか。 

 

石井 学童保育という子育て支援の必要

もあったのですが、放課後に安全な遊び

場が少なくなってきているときに学校内

に施設を作り、そこで社会教育団体とし

て実績を積み上げてきていた女性会の

方々や地域のボランティアの方々により

お茶を点てるとか、花をいけるとか、将

棋や囲碁などを学ぶ場、社会教育の場で

あり、異学年交流の場として始まったと

理解しています。 

 

松村 それがトワイライトスクールなん

ですね。 

 

石井 午後５時までの子育て支援として

の預かり機能もありました。5時までで

も、パート勤務の保護者には対応できて

いました。しかし、正社員などの勤務時

間が長い保護者の需要には応えられなく

なって、トワイライトルームのような午

後 7時までの預かりが生まれてきたと理

解しています。名古屋には公設の学童保

育所が少なかった。区に一つの児童館に

あるだけで、東京のように学区に 1カ所

の設置にはなっていませんでした。 

 

松村 あんまり学童も盛んな地域じゃな

かったのですか？ 
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石井 そうです。 

 

松村 それはさっきおっしゃったように

地縁、血縁とかも強かったし、専業主婦

が主流だったからですか。 

 

石井 専業主婦が主流である時代が長か

ったと思います。一面では学童保育は、

ダブルインカムの収入の多い家庭が行く

ところという印象がありました。今は、

さらに多様化していますが。 

 

松村 そうですね。 

 

石井 今はさまざまな職業、考え方の家

庭が学童保育にいかれてます。しかし、

昔は党派的なものと結び付いている印象

が強く、学区などをまたいで支援者で私

設・民間の学童保育が増えてきたと思い

ます。東京は、学区に一つある児童館に

学童を公設で設けました。名古屋の学童

の出発は区に一つある児童館でしたか

ら、地理的に遠いと利用しづらいことが

多かったと推察されます。 

 

松村 はい。 

 

石井 公設は足りない。当時、共働きし

ている人たち、教員や看護師などが仲間

うちで民営の学童保育を設立するなどし

て、増えていったと思います。 

 

松村 素朴な疑問として、トワイライト

は、学校に先生ではないいろんな大人が

入ってくるじゃないですか。それって学

校の先生のこれまでの自分が知っている

マインドからすると、結構、警戒すると

ころも正直あったりしないのかなと思っ

て。 

 

石井 トワイライトのまとめをする人は

当初、校長の OB の方に担っていてもらい

ました。今も原則は校長経験者です。 

 

松村 それは、いいですね。 

 

石井 校長 OB と地域の方々、地域の女性

会の方々や PТA の役員経験者の方々にア

シスタントパートナーを務めていただく

ようにしていました。パートナーに教員

はつかなかったという、つけさせなかっ

た、学校の延長になってはいけないとい

うことだと思います。 

 

松村 じゃあ、顔が利くっていうか、気

心の知れた人たちが。 

 

石井 先輩の退職校長者が運営指導者だ

から、学校は多少の融通を効かせていた

面もあると思います。それに、トワイラ

イトスクールに在籍する子どもはその学

校の児童なのです。当初は多少の行き違

いもありましたが。 
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 退職校長経験者は概ね立場をわきまえ

て、学校のことには関わらずにトワイラ

イトスクール業務に専念するわけです

が、一応、先輩なので、現職の校長から

すれば。目の上のタンコブ的な存在では

あると感じている面もあると思います。 

 

松村 そうだと思います。 

 

石井 限られたトワイライトスクール施

設内には、保健室はありません。事務室

に消毒液など簡単な救急薬品は備えてあ

っても、養護教員はいません。アシスタ

ントで分からないときは、学校の養護教

員にお願いすることも出てきます。本来

的には職務外になるので難しい問題もあ

るのでしょうが、学校に在籍する子ども

なのだから、「何とかお願いします」と

いう場面も少なからずあったとは思って

います。私は、運営指導者の経験はない

のですが、在籍する子どもなのだから、

学校も協力しないといけないのではと思

っていました。 

 

松村 そうですね。 

 

石井 放課後子どもクラブ・トワイライ

トスクールが子ども局に移管されたと

き、私は教育次長でしたので、校長に

は、多少の権限が及ぶこともあったの

で、そういう点では良かったですね。そ

れと同時に校長の退職後の就職先がトワ

イライトスクールでしたから。 

 

松村 再就職先ですか。 

 

石井 再就職、当初は再々就職先でし

た。再就職先を後進に任せて、いわゆる

第二の人生を終えた人たちでもまだまだ

元気です。以前は概ね６1から 65 歳まで

で終わります。元気なのです。65 歳から

70 歳まで、トワイライトスクールで活躍

できるのではないかと、もともと子ども

が好きな人たちですから。 

 

松村 そうですね。 

 

石井 当初は。校長経験者とトワイライ

トスクールの事業運営者はお互いにウィ

ンウィンの関係だったわけです。 

 

松村 確かにその中で校長経験者だと、

地元のママともつながりがあるでしょう

から。 

 

石井 勤務した学区は原則はずすことに

なってはいたと思いますが、経験は生き

ると思います。 

 

松村 そうですか。 

 

石井 保護者とのコミュニケーションの

取り方は経験豊かなのですから。 

 

松村 今もトワイライトは基本的に、じ

ゃあ、元先生が？ 

 

石井 まとめ役は、原則 校長経験者。 

 

松村 知らなかった。 

 

石井 今は人材が少なくなってきて、教

頭経験者や、本来的には小学校経験者が
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望ましいのですが、中学校の校長経験し

かない方も担っていると聞いています。 

 

松村 トワイライトは、でも本当は、名

古屋市の子育て政策の中ではかなり成功

した事例として語られることが多いです

よね。 

 

石井 今、結果としてはいわゆる 1年生

の待機がありません。他都市では学童保

育の待機が問題になっていることがあり

ます。学童保育かトワイライトスクール

へ行けば、そこである一定時間、放課後

の生活を過ごすことができます。その振

り分けが今は自然とできているのでしょ

うね。午後 8時までとか 9時まで生活で

きるところや、その他にさまざまな民間

の学童保育ができて。5時までならトワイ

ライトスクール、長時間ならそうした施

設へ。ただ、ちょっと最近はトワイライ

トスクールに外国籍の子も増えてきてい

るし、経済的に恵まれない家庭の子が行

くところみたいになってきています。 

 

松村 お金は高いけどリッチな家庭とか

は、いろんな経験とかをさせてくれる民

間学童を選ぶ。 

 

石井 習い事的な体験や勉強をさせたい

なら、民間の学童保育が選ばれるのでし

ょうね。 

 

松村 勉強も教えてくれる。 

 

石井 勉強、教えてくれると思います。

そこから塾へも行くでしょう。 

 

松村 そういうお受験みたいな。 

 

石井 お受験みたいなところへ行く。そ

ういう面倒を見てくれるところもあるの

ではないでしょうか。下校して学童保育

へ行き、そこから学習塾へ行って、また

学童保育へ戻るということもできている

のではないかと思います。 

 

松村 中にはありそうでしょうね。 

 

石井 逆に言うと、外国籍の子たちとか

経済的に恵まれなくて行き場がなくて、

問題を抱えがちな子どもたちが少なから

ずいると思います。 

 

松村 ちょっとそこは本来、意図ではな

いけど、そういう社会階層とか、年収と

かに応じてそういうなんか。 

 

石井 悪循環的になっていったのかも知

れません。 

 

松村 結果としてなってきたって。 

 

石井 地域差があると思います。トワイ

ライトスクールは原則 3年生までなので

すが、昭和区の小学校では、それ以外の

子どももいて、いろんな学年の子どもと

交わって、様々な体験ができているので

はないでしょうか。 

 

松村 いろんな子どもたちと。 

 

石井 友だちができます。すると、私の

孫はトワイライトスクール好きでずっと

行っていました。一方で、乱暴な子とか
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手に負えん子がいて困っていると聞くこ

ともありました。トワイライトスクール

で当初、困っていたのは障害児への対応

です。基本的に、障害児を受け入れてい

なかった。障害児の放課後デイも少なく

て放課後の行き場がないと、状況に応じ

て受け入れざるを得ません。 

 

松村 そこでちょっとまたさっきの話じ

ゃないですけど、ちょっと優しくないか

もしれない部分があるっていうことです

かね。 

 

石井 トワイライトスクールと放課後デ

イをともに子ども局が所管をしていまし

たが、担当課が異なっていて、障害児施

策は、健康福祉局の所管の流れがあった

りして、トワイライトスクールとは十分

な連携ができてなかった気がしていま

す。 

 

松村 課題はまずそこですか。 

 

石井 障害児も二局に関係していたと思

います。障害児は個別指導計画を作り、

健全な成長を支援していかないといけな

いのですが、学校は在学期間中しか視野

になく、子どもが生まれたときから障害

があったら、学齢期を含めて、その発達

をフォローしていくのは健康福祉局の仕

事ではないかと、教育委員会のころに、

やり合った記憶があります。なかなか連

携が進まなかったです。結局、今はでき

ているのでしょうか、子どもの個別指導

計画。学校は在学時を含めて、個別指導

計画を作るには専門性が十分ではない。

障害のある子どもの、卒業後までも含め

て、見通した計画までは、なかなか立て

られないです。 

 

松村 じゃあ、そこを本当に空白地帯と

いうか、責任を持ってする行政の部署が

あまりかちっと決まっていない？ 

 

石井 学校は校内の指導は責任もって行

います。しかし、障害児が、放課後デイ

のどこへ行くかは、保護者が選びます。

費用負担もあるので、学校があまり関わ

ることができない。在校時間は責任をも

って面倒をみます。障害児に関連して、

教育委員会時代に行った、学校生活介助

アシスタント事業は、保護者にも学校に

もすぐに受け入れられました。制度上

は、障害児は障害の種類、程度に応じ

て、障害児学級なり養護学校に入ること

になっていました。普通学級で学ばせた

いとする親の願いやさまざまな事情で地

域の普通学校に入る子どもが増えてきて

いました。 

 

松村 ありますね。 

 

石井 想定外のことなので教員の手当て

はされていません。担任すると教員は大

変になるわけです。本人の学習を助けた

り、安全を確保したりするために、学校

は親の付き添いを条件に入学を認めるこ

とが多かったのです。保護者は家事等を

犠牲にして付き添うことになります。そ

うしたお母さんなどの付き添い者の負担

を軽くするためにアシスタントを派遣す

る予算を確保したのです。当初は、年間

で、保護者の付き添い時間の概ね 3分の 1

の時間が目安でした。今は、それ以上に
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アシスタントの派遣がされていると聞い

ています。 

 

松村 それは、じゃあ、障害児の家庭が

払うのではなくて、学校がお金をつけ

た。 

 

石井 名古屋市の予算です。多動傾向の

子どもは、本人はもちろん周りの子ども

の安全を確保するためには、常時、アシ

スタントが一緒にいる必要があります。 

 

松村 大変ですからね。 

 

石井 時間だけでなく、内容的にもさま

ざまな要求が増えて、形を変えながら充

実してきていると思います。 

 

松村 ちょっと調べてみます、後で。 

 

石井 お願いします。 

 

松村 でもそれは、そのお母さんのウェ

ルビーイングとか、働きとか、再就職と

いう点からもすごく望ましい気はしま

す。 

 

石井 男女共同参画が当たり前になって

きて、両親、働いている家庭が当たり前

になってきました。障害のある子どもの

家庭には、なぜか単身家庭が少なくない

です。 

 

松村 そうかもしれません。 

 

石井 母親も働くのが前提。養護学校へ

の進学をもちかけても、インクルージョ

ンの考えも当たり前になり、なかなか入

学に至るまでが難しくなっていました。

加えて、養護学校の定員の問題もありま

した。 

 

松村 地理的な問題もありますね。 

 

石井 地域の学校で面倒を見るケースが

多くなってきていました。アシスタント

は、保護者、学校の双方の要望に叶う事

業だったと思います。 

 

松村 それは石井先生が局長になられた

頃ですか？ 

 

石井 教育委員会指導室で、障害児教育

を所管しているときでした。 

私が指導室に在籍していたときを含

め、教員やアシスタントなど人の手を学

校に増やすのが、念願でした。いろいろ

な理由・理屈を考えました。例えば、不

登校が多い学校には不登校対応の非常勤

講師を派遣しました。その中の一つが、

学校生活介助アシスタントでした。さま

ざまな種別の非常勤講師を予算要求し

て、各学校に内容は異なっても、一人は

非常勤講師が配置できるようにと思って

いました。 

 その当時、正規の定員は、県費負担職

員なので、愛知県が職員定数を決めてき

ます。しかし、それでは手一杯になって

きて、市立学校の定数を増やすのは基本

的には教職員課の担当なのですが、指導

室は非常勤講師などの派遣できる人数を

割と持っていました。例えば。不登校児

童生徒が一定数在籍する学校には県費で

の教員加配がありました。しかし、数的
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には、それに及ばない学校でも苦労して

いる学校には指導室が非常勤講師で派遣

するようなシステムを作っていました。 

 

松村 それ、松原市長さんの時代ですか

ね。 

 

石井 そうです。確かに、松原元市長は

教員出身でしたので、教育には理解を示

して予算を配当してくれていました。だ

から、そういうことで言うと、子ども局

に行ったときには、最初にお話しした、

児童養護施設やら、細かいことは記憶に

ないですが、予算がないので、規模の縮

小をしたことがあります。予算削減の中

で、大きなことはできない時代でした。 

 

松村 分かりました。じゃあ、また後で

何か思い出されたら伺うことにして、最

後から二つ目の質問ですけれども。石井

先生、先生出身ということで、ぜひ今日

お伺いしたかったんですが、先生のまず

アイデンティティーとして行政官という

か、ずっと先生っていう感じですかね。

変な質問ではあるんですけど。 

 

石井 行政組織に 19 年、教員として 19

年で。19 年のうち中学校の校長、教頭の

経験が 3年です。残り、16 年の新任から

の 9年間を小学校で過ごしました。その

後の 7年間を中学校で教えていました。

その経験は私にとって大きいです。原点

と言えるかも知れません。教員出身です

ので、教育委員会が長くて、最後の３年

だけ子ども青年少年局です。いずれにし

ても、全部、子どもに関わっていたこと

になりますが、教育委員会の指導室で、5

年間過ごしたことで、教員のアイデンテ

ィティーがしっかり培われたのでないか

と思います。 

 

松村 分かりました。じゃあ、ちょっと

その上で今、先生たちを取り巻いている

状況がすごく変わってきて、さっき先生

がおっしゃったように、校内暴力から虐

待、いじめ、不登校などがある中で、学

校の先生が働ける限界とか、もしかした

ら昔と違って距離感とかも変わってきて

いるかと思うんですけど。結構、石井先

生が局長でいらしたときにも、そういう

新しいというか、子どもに関係する今日

的な問題がどんどん発生していく中で、

学校の先生の役割なども考えることがあ

ったりしたのかなと思ったりもするんで

すけど。 

 

石井 難しいおたずねですね。今、考え

ているのは、子どもは心身一体の個体だ

と思うのです。ところが、その個体を教

員は一つのまとまりというか全体とし

て、受け止めないといけないと思うので

す。 

 

松村 全体として。 

 

石井 一人一人の子どもの個体を一つの

まとまった全体としてです。 

 

松村 先生は受け止めているわけです

ね。 

 

石井 その中には家庭の背景とか、能力

とか、性格とか、習い事とかなど、いろ

いろあるわけです。それを全部、受け止
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めてなくては、子どもと本当に付き合え

ないというのが私の考え方です。ところ

が、それを今、分断しつつあるのではな

いかと思います。部活は外部の指導者、

心の問題はカウンセラーなど。中学校は

教科担任制で担当教科以外のことは分か

らない、小学校でも教科担任制がいくつ

かの教科での導入が始められています。

確かに利点も多くあるとは思いますが、

それで子どもの生活や思いの全体像がつ

かめるか、心配に思うわけです。 

 

松村 かつてだったら、担任が全部を見

られていたかもしれませんが、現在は細

分化され過ぎて、却って全体を見られる

人がいないと。 

 

石井 確かに子どもの生活全体に関わろ

うとして、忙しかった面もあります。全

体をつかまざるを得ないというか、そう

いう環境だから努力してきたと言えま

す。どちらが望ましいのかは、今は分か

りません。働き方改革で教員の時間外労

働が軽減され、リフレッシュできるよう

になるのはいいことだと思います。部活

の問題でも切り離していいけど、これま

で教員が部活を担当することで培われて

いた、子どもとのコミュニケーションを

今後どのように構築するのかが、今は模

索段階です。 

 

松村 確かに、部活の地域移行とかで民

間とかに預けると、部活でポロッと見せ

た本当の気持ちだとか表情とかを、先生

は逆に言うとつかめないですもんね。 

 

石井 部活の中で救われてきていた子ど

もの気持ちも少なからずあったとは思い

ます。忙しくはあったけど、教員が授業

で教えるだけでなく、部活を指導してい

ることで、「先生、忙しいから大変だ

ね」との保護者の目があったと思いま

す。 

 

松村 確かにね。 

 

石井 保護者はこれまで、忙しくて、大

変だねといった目で見てくれていたと私

は思います。部活を外部に任せて、必然

的に心の問題も学校内の生活だけに限ら

れることで、「先生は、何やるの、学習

指導だけ」という保護者の声が大きくな

ると思います。学校の教員が学習指導、

教え方で学習塾以上の成果か求められる

ようになることが予想されます。 

 

松村 そうかもしれないですね。 

 

石井 テスト対策、受験対策では、ノウ

ハウがないので、学習塾の後追いになる

でしょう。かといって、現在の受験シス

テムが良いかどうかは分かりません。学

校の勉強をしっかりしていれば、受験対

策をしなくても進学できるようにならな

ければと私は考えています。愛知は、高

校入試がそうでした。 

 

松村 内申が高かったということです

か。 

 

石井 そう。公立高校が優位で、内申点

重視の受験システムです。有名校と呼ば
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れる私学が少なく、私立高校間の競争も

少なかったと思います。 

 

松村 そうだったですね。 

 

石井 小学生の中学校受験もあまり多く

なく、そのための受験塾も多くはなかっ

たと思っています。 

 

松村 そうかもしれません。 

 

石井 やっと近年、大学の付属高校が男

女共学化して特色を出して進学希望者が

増えてきていると感じています。かつて

の、中京高校とか愛知高校、東邦高校や

名城高校は、男子校が共学化したことに

よってレベルが上がった感じがしていま

す。女子高は厳しい状況ではないでしょ

うか。桜花高校もバスケットなどの部活

で特色はありますが、大変なのではない

かと思います。逆に伝統のある女子高、

金城、淑徳、椙山、南山の女子部は志望

者が安定しているのではないでしょう

か。中学校男子では東海中学はこれまで

同様に難しく、名古屋学院中学校も近年

志望者が増えてきていると聞いていま

す。 

 

松村 そうですね。 

 

石井 名古屋学院はサッカーが強くなっ

て人気を集めていると思います。 

 

松村 確かにそうですね。 

 

石井 東海に並んで、名古屋学院、愛

知、愛工大名電もこれから志望が多くな

り、難しくなるのではないでしょうか。

こうした私学受験の趨勢に、公立中学校

はどう対応していくのか難しいところで

す。ギガスクール構想、タブレットの利

活用で私学と肩を並べることができるの

でしょうか。公立学校は人間性を大切に

する全人教育の場として頑張る、確かな

道を築くことが求められているではない

のでしょうか。学校で闇バイトをやって

良いとは断じて教えていません。犯罪に

巻き込まれる危険のあることを教えてい

ると思います。でも、結果、なぜか闇バ

イトに応募する若者が少なからずいるの

か、真摯に考えなくてはならない状況で

はないでしょうか。 

 

松村 確かに、かつてだったら部活とか

で押さえ付けていたようなところもあっ

たかもしれないけど、ずっとその子を気

に掛けていたような先生たちとの関係性

が今、切断されていますからね。 

 

石井 教科のテスト結果など学習の評価

のみが、教員との関わりになる寂しさ、

危うさを感じています。 

 

松村 そこで本当にその子全体を見て指

導できる立場の人がいないかもしれない

ですね。先生はそうだった。かつてはそ

うだったかもしれないけど。 

 

石井 それに代わるシステムがまだでき

ていない。かといって先生に今まで同様

に頼っていくことはできません。働き方

改革は必要です。それではどうするか

が、今は、見えないのです。野球なんか

でも部活での活躍度などを鑑みて、進学
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先を振り分けてきた面もあります。ある

意味それが部活指導者の生きがいだった

側面もあると思います。誤解や疑惑を招

く面が無かったとは思いません。私学と

個人の思惑が結び付いてね。しかし、そ

れはそれで一生の付き合いになっている

子どもたちもいるわけです。今後、部活

の外部指導者、地域の経験者とか、退職

した教員などによる限られた指導者の中

でできていくのか、と心配されます。で

は、もう一度、中学校の教員に戻すか

は、また違うような気もします。 

 

松村 本当、学校の先生の役割、難しい

ですね。過渡期なのかもしれませんが。 

 

石井 働き方改革を通して、どのような

教員を目指していくか、先が見通せない

難しい時期だと思います。学習指導、教

科指導だけに保護者の期待がかけられる

と苦しいです。タブレットの利活用に始

まる情報教育、生成 AI への対応など、新

しいことをこなすことも、忙しいことを

言い訳にはできなくなります。それも苦

しさを増すのではないでしょうか。 

 

松村 そうですよね。 

 

石井 小学校の英語活動。名古屋市は当

初から英語アシスタントを導入して、担

任が一人で指導することはありませんで

した。音楽も今は、専科教員が配置され

担任が行うことは少なくなったと思いま

す。私は、小学校が新任でした。ピアノ

が弾けなくて、就職してから習いに行き

ました。 

 

松村 そうですか。 

 

石井 簡単な伴奏を考えてもらい、練習

しました。 

 

松村 でもすごい向上心というか、何と

いうか。 

 

石井 1 学期に 1曲ぐらいはある程度、弾

けないと子どもの期待を裏切りますよ

ね。時がたつと、だんだん便利になって

きて伴奏カセットテープができました。

随分、助けられました。5、6年生を担任

したときは、ピアノを学んでいる上手な

子どもがいるので、その子に伴奏しても

らっていました。専科教員が配置される

ようになって、音楽を教えることは、少

なくなりました。 

 

松村 そうですか。本当に先生が音楽を

されたのですね。 

 

石井 その頃は、子どもも、先生は音

楽、苦手で、下手でもしょうがないかな

って目で見ていて、保護者も大目に見て

くれていたと思います。今は、そんなわ

けにはいかなくて、専科の教員は大変だ

と思います。専門化していくと、要求も

高くなるので、教員も苦しくなりますよ

ね。 

 

松村 専門家した分、担当されたところ

ではかなり高いレベルを。 

 

石井 要求が出てくるでしょう。 

 

松村 それはそうですね。 

33



 

 

石井 今は、大学卒業したばかりの教員

に、新卒なら教え方が上手くいかなくて

も仕方ない、しばらく見守るかなとはな

らないですね。 

 

松村 そうかもしれません。 

 

石井 誰に担任されたとしても、しっか

り教えてもらわなくては困るとの思いが

強いと思います。保護者に新任の教員を

育てようという気持ちがないように感じ

ています。 

 

松村 一方で、要求ばかりであると、20

代とかの先生がちょっと。 

 

石井 適応障害を発症したり、退職した

りするのを見聞きします。 

 

松村 そのような報道も増えています

ね。 

 

石井 そんな状況を見たりするから、教

員志望者は減ってくるのでしょうね。 

 

松村 そうですね。 

 

石井 給料は安いし、そうした働く環境

を容易に見聞きすることができます。今

は、情報化社会だから。そうすると、や

りがいのある仕事とは思えなくなるので

しょうね。中には、元来の子ども好きな

人はそれでも希望はすると思いますが。

中には、小学校の先生、中学校の先生が

良かったから、私もなりたいと考え、教

職に就く者もいます。教師として上手に

育てたいと思うけど、生半可ではなかな

か難しいです。 

 

松村 昔から、先生たちの過酷な状況

は、おそらくあったとは思うんですけ

ど。周りが、先生たちの個人的な思いに

ある程度依存というか、甘えていたよう

なところもあったのではないかと。今、

それがだんだん変わっていく一方で、先

生たちへの要求は高くなっていて、先生

たちって本当に苦しい立場というか。

今、如何に子どもを支えるかだけではな

く、如何に先生同士で支え合っていくか

という観点も必要かもしれないですね。 

 

石井 それは本当にそう思います。それ

は、企業でも一緒でしょう。入って 3年

経たないですぐに辞めていくっていうの

は。 

 

松村 退職代行とかなんか。 

 

石井 そういう時代ですから、石の上に

も 3年なんていう言葉は、死語とも言え

るのかな。夢、見て、次へいけば何か良

いことあると思っての転職なのでしょう

が、転職してキャリアアップしていくこ

とはなかなか難しいのではないでしょう

か。 

 

松村 今、新しい、もしかすると望まし

いかもしれない動きとして、中途の先生

も増えてきています。30 代とか 40 代で民

間企業から先生になる人も、昔と比べて

増えていると思うんですけど、その点に

ついて、何かご意見がありますか。 
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石井 あまりそうした方とめぐり合った

ことがないので、途中転職で教職に就か

れる方々の問題点は、よく分かりませ

ん。 

 

松村 分かりました。 

 

石井 キャリアを生かしてくれれば、中

学生のキャリア教育のモデルになり得る

でしょうし、学校という職場は割にチー

ムプレイのところだから、そこになじめ

れば貴重な存在になるのではないでしょ

うか。 

 

松村 確かにそうですね。 

 

石井 バランス感覚が大切だと思いま

す。しかし、バランス感覚が良くて、周

りが見える人はなかなか転職してこない

のではという気はしています。少ない経

験の中では、成功した事例をあんまり見

ていません。事例が少なかったせいもあ

りますが。 

 

松村 そうかもしれないですけどね。分

かりました。最後の質問ということで、

名古屋市の子ども関係の行政職員だとか

NPO だとか、子ども施策に広く関わる人に

対する先生のメッセージとか期待とか要

望とかでも、ちょっとお話しいただけれ

ばありがたいです。 

 

石井 先ほど触れたように、子どもはそ

の個体で一つのまとまりを示していると

考えています。いろんな面を持っている

から、そのいろんな面をとにかく受け止

めて。できる範囲は限られているかもし

れません。自分の仕事はこの分野だけ

ど、決められた分野だけで見ていると、

子どもの一つの面だけで見誤ることもあ

ります。だから、多面的に、全体として

受け止めてほしいです。どう伝えたらよ

いのか分かりませんが、その子どもを丸

ごと引き受けるという気概が大切と思い

ます。これはもう関係ないから知らない

ではなく、切り捨てたり、切り分けたり

するのでなく、丸ごと引き受けて欲しい

なと思います。 

 

松村 だから、役割としては時代の趨勢

としては確かに、細分化することはある

かもしれない。確かに先生の軽減負担は

重要かもしれないけれど、全体として子

どもを見るっていうことの重要性だとか

っていうことを忘れないでほしいってい

うことでもありますかね。 

 

石井 そうです。細分化して、見る目は

必要でしょうが、そこに終始するのでは

なく、人として、全体として見てほしい

っていうことを強く思います。 

 

松村 分かりました。本当にありがとう

ございました。 

 

               （了） 
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子どもたちをめぐる顕在化した課題に立ち向かって 

 

下田一幸さん 

（３代目 名古屋市子ども青少年局長） 
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 ＜プロフィール＞ 

下田一幸さん 

1955年名古屋市生まれ。1978年名古屋市

役所入職、熱田区役所税務課市民税係。

1981年総務局給与課労政係、1989年係長

昇任して名古屋高速道路公社出向、1991

年総務局給与課労政係長。1997年課長昇

任し、建築局主幹（公社統合）、2000 年

給与課長。2004年に部長昇任し、教育委

員会生涯学習部長、2007年に住宅部長。

2009年に局長昇任し、人事委員会事務局

長。2011年に子ども青少年局長に就任。

在任中は、子どもをめぐる様々な諸課題

に対応することに尽力した。その後、

2013年に教育長、2016年に定年退職。  

 

 

 

インタビュー日時：2024年 12月 20日

（第 1回）、12月 30日（第 2回） 

聞き手：松村智史（人間文化研究科/都市    

政策研究センター） 

 

 

 

 

 

■第 1回インタビュー 

（2025年 12月 20日実施） 

 

松村 はい。では、どうぞよろしくお願

いします。 

 

下田 よろしくお願いいたします。 

 

松村 お忙しいところ、ありがとうござ

いました。とても楽しみにしておりまし

た。まず、可能な範囲で結構ですので、

下田さんの生い立ちを伺えればと思いま

す。名古屋市役所に入庁する前に、例え

ばですけど、公務員に関心を持ったとこ

ろだとか、子ども政策とか、それ以外の

ことでも関心があったことだとか、親御

さんの影響とか学校の先生の影響とか部

活とかも含めて、そういった点をお聞か

せください。名古屋市役所では、すごく

ご活躍されたことを、佐合さんからも伺

っておりますが、改めて退職に至るまで

の歩み等を最初にお話ししていただけれ

ばと思います。 

 

下田 分かりました。まず、最近の子た

ちって、若いときから自分の人生設計み

たいなものをある程度考えるようになっ

たし、学校も日常の学習でもそういう自

己選択ということを導く時代になったと

思うんですけど、私は、人生をどうやっ

て何をするとか目標もあてもなく目の前

に高校があるから高校受験、目の前に大

学があるから大学受験という感じで過ご

しました。その延長線上で市役所に就職

することも決意したと思います。だか

ら、あまり語るべきものがありません。 
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松村 いえいえ。 

 

下田 今から思うと、もうちょっと子ど

もの頃から先を考えないといけなかった

なとは思いますね。 

 

松村 お生まれは名古屋市で？ 

 

下田 名古屋市で生まれて、ずっと全

部、名古屋市です、小、中、高、大。だ

から、名古屋からは出たことがないです

ね。 

 

松村 それは名古屋市にすごく愛着があ

るとか。 

 

下田 名古屋市のことは嫌いじゃないけ

ど、他の都市を知らないですからね。 

 

松村 なるほどですね。分かりました。

すみません、名古屋市に入所をされたの

は。 

 

下田 1978年です。最初は区役所で税金

をやらせていただきました。3年間、熱田

区役所にいて、労政係に変わりました。

その後そこに 8年もいたんです。ここで

色々なことを学びました。 

 

 

下田 係長昇任したときに、名古屋高速

道路公社に給与係長ということで出向し

ました。その後給与課の労政係長に戻

り、6年勤めました。同一係長 6年も結構

長いんですよ。 

 

松村 長いですね。 

 

 

 

下田 課長昇任は主幹でした。私が担当

になったのは、公社を統合するという主

幹でした。統合にアレルギーを感じる公

社職員には、事業の多様性ができるし、

組織も大きくなって経営が安定するし、

よいことばかりじゃないかとメリットを

説得しながら統合を進めました。 

 面白いことに誰かの知恵で、両方の公

社の係長級ぐらいのプロパー職員が送り

込まれて 3人でチームを組んだのです。3

人で、それぞれの公社のプライドを大切

にしながら「対等の統合」をキャッチフ

レーズにして、スムーズに統合できるよ

うに努めました。 

 

松村 すみません。２つの公社の名称

は。 
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下田 1つは「名古屋市住宅供給公社」

で、住宅供給公社法に基づく特別の法人

です。もう一つが、市営住宅を管理する

「名古屋市住宅管理公社」です。４０く

らいあった外郭団体の中の２つです。 

 

松村 そんなにあったんですね。 

 

松村 さっきアレルギーという言葉があ

りました。反発する人たちを説得したこ

とも伺いました。もう少し補足していた

だけますか。 

 

下田 双方には、労働組合もあり、役員

もいます。だから、気持ちよく、くっつ

いてもらわないといけないので。統合後

にいがみ合ってもらっては困りますし

ね。だから、なるべく話を聞いて、とに

かく両方の公社の職員の本音の話を聞く

っていうことです。最初の頃は部長級の

話しか聞けなかったんですけどだんだん

広がりました。あと、さっき言ったよう

に、応援に来てくれた人たちが本当にい

い人たちだったので、3人でとにかくあん

まり隠し事をせずに正直に議論しようと

いう感じでした。 

 

松村 なるほどですね。その後は。 

 

下田 3年後に給与課長に戻りました。ま

た給与課です。 

 

松村 このときも、あれ、確か佐合さん

もそこにいたような気が。 

 

下田 佐合さんの 2代後の給与課長で

す。 

 

松村 そうですか。なるほど。 

 

下田 ここで 4年やってました。課長の 4

年も結構長いんです。 

 

松村 同じところで 4年ですよね。 

はい。それから？ 

 

下田 教育委員会の生涯学習部長にさせ

てもらったんです。 

 

松村 これをちょっと、これまでのご経

歴とかからすると、あんまり教育ってい

う感じの畑ではなかったんですよね。 

 

下田 初めての畑です。それまでがほと

んど労務的な仕事でした。だから、初め

て、ようやく公務員らしい仕事になった

なと思いました。 

 

松村 この生涯学習部長っていうのはど

んなことを。 

 
 

下田 教育委員会の中に分野が二つあっ

て、学校教育と生涯学習。だから、教育
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委員会の半分です。学校教育以外全部。

だから、図書館も入るし、生涯学習セン

ターみたいなのも入るし、その頃まだ女

性教育っていうのもあったので女性教育

とか、それからあとスポーツです。 

 

松村 なるほど。この生涯学習部長のお

仕事ですけど、どんな仕事を普段されて

いたんですか。 

 

生涯学習部長時代、愛知万博時の金シャチおろ

しの様子（写真提供：本人） 

 

下田 その頃は、日常的なことっていう

のはもう、みんな組織がしっかりしてい

るんです。だから、あんまり生涯学習部

長の働きどころがなくて、関係組織にご

挨拶に行ったりとか、いろんなもののイ

ベントでのご挨拶が重要な仕事でした

ね。挨拶では一つは笑いを取りたいと思

っていました。 

それから学校の関係でいくと、PTAが生涯

学習の担当なんですよ。あとは、たまた

ま新しくトワイライトスクールっていう

のを始めていて、これからお母さんたち

が働くと子どもさんの面倒見る場が必要

ということで、松原市長が公約に入れた

んですね。 

 

松村 学童クラブみたいな感じですよ

ね。 

 

下田 そう。もともとは、学童しかなか

ったんです。学童ってその頃はまだ補助

金も少なくて運営が厳しかったんです。

あれだけじゃ足りないだろうと。だった

ら学校の教室を使って安全だし、無料で

そういう子どもさんを受け入れる放課後

の教室を創ろうっていうのが、松原市長

になるときの公約のメニューだったわけ

です。 

 

松村 マニュフェストというか。 

 

下田 そう。その全校実施がまだ道半ば

だったので、それをとにかく増やしてい

く時期でした。 

 

松村 さっきの学校教育側と生涯学習側

でいうと、トワイライトの主務は。 

 

下田 生涯学習側なんです。学校を活用

するけど学校教育じゃないですから。 

 

松村 トワイライトスクールは、すっか

り名古屋市の中で定着し、今では学校と

の関係も良好と思うんですけど。 

 

下田 最初の頃は駄目でしたね。だか

ら、双方が慣れてきたんだと思います。 

 基本的にはかなりの数の校長、教頭の

OBさんたちがそこの指導員に入るんで

す。 

 

松村 それはなかなか現役の先生も、物

が言えないかもしれないとか。 
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下田 もしかしたらそれが嫌だったのか

も。 

 当時、トワイライトには文科省もだい

ぶ力を入れてくれたので。本当に大都市

ぐらいがようやく始めたばかりの時期だ

ったので、お金はいっぱいくれました。 

 

松村 補助事業モデル的なことにいっぱ

いお金が付いたと。 

 

下田 そうです。 

 

 
松村 なるほど。そのときに参考にした

自治体とかって、横浜とかですか。 

 

下田 横浜です。大体、横浜のほうが先

進的だったので、よく見に行きました。 

 

松村 はまっこスクールとかってことで

すか、今でいうと。 

 

松村 トワイライトスクール。そうか。

2000年代だから本当共働き世帯が増え始

めた頃ですもんね。 

 

下田 そうですね。 

 

松村 今でいう、小 1の壁とかそういう

のが話題に出たりした頃でしたよね。 

 

 
子ども青少年局長時代、児童虐待関係のイベン

トの様子（写真提供：本人） 

 

下田 そうですね。 

 

松村 このときに既存の学童、民間学童

とかから反発とかなかったんですか。 

 

下田 ありました。 

 

松村 それは、その辺詳しく教えていた

だけますか。差し支えなければですが。 

 

下田 やっぱり自分たちがちゃんとやっ

ているのに、無料のトワイライトスクー

ルを後からどんどん作るということで反

発されたと思います。学童って月 2万円

ぐらいかかったんですよ。 

 

松村 そんなにするんですか。 

 

下田 だから、あんまり数が伸びないん

です。運営が苦しいからバザーやったり

してました。頑張って。だから、すごく

親同士の団結力もあるんです。 
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 学童から見ると、愛情を持ってやって

いるのに、行政マンが勝手なことをやっ

ているという感じになって。 

 

松村 それはそうですよね。でも、そう

いう紆余曲折もありつつも、トワイライ

トの拡大期を担われたわけですよね。 

 

下田 そうですね。子ども青少年局が作

られる時に、健康福祉局にあった学童と

教育委員会にあったトワイライトスクー

ルを一つの所管にくっつけたんです。 

 

松村 健康福祉局のほうだったんです

ね、もともと学童って。 

 

下田 そう。福祉だった、もともとは。 

 

松村 なるほど。じゃあ、この局ができ

たときに、目玉として、トワイライトス

クールと学童をまとめて所管されるとい

うことになったわけですね。 

 

下田 そのときの私の立場は、トワイラ

イトスクールを新局に送り出すというも

のでした。 

 

松村 そうなんですね。そのとき、教育

側としてはどういう反応なんですか。 

 

下田 トワイライトスクールは、やっぱ

り生涯学習の中の大きな柱だったので、

学校教育との連携みたいな教育施策の充

実を考えていました。学校という一つ屋

根の下には学校教育も所管する一つの局

が運営した方が良いのではないかと。私

たちは「一つ屋根の下理論」と呼んでい

ました。 

 

松村 そうなんですね。 

 

下田 だけど、結局、教育委員会に残し

ておくのは無理でした。その時、かなり

の喪失感を感じた思い出があります。で

も数年後、子ども青少年局長の時に、最

後の仕上げの２６３校目のトワイライト

スクールを開設する事になった時には少

なからず因縁を感じました。 

 

松村 いろいろ紆余曲折があるんです

ね。 

 

下田 どこまでいきましたかね。生涯学

習部長の仕事でしたね。当時は歴史の里

を創る計画がありました。 

守山区には沢山の尾張氏の古墳群がある

んですよ。ただ一個一個の古墳がちっち

ゃいので、文化庁は価値のある史跡とし

て認めてくれなかったんです。後々には

古墳群としてまとめて認めてくれたんで

すけど。 

 

松村 まとめて。 

 

下田 ほかには、当時は教育館の現地建

替も課題でした。今は教育館って外堀通

りに移転したんですけど、当時は、栄に

あったんです。それを現地で建て替える

っていう計画がありました。ただ、議会

から十分な賛同が得られなくてね。なん

でこんな栄の真ん中に必要なのかと言わ

れていて、なかなか決着がつかなかった
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んです。栄の街の賑わいと教育を融合す

るのは難しかったですね。 

 

松村 それは下田さん的には頑張ろうと

したんだけど、やっぱり関係者の反発と

かが強かったってことですか。 

 

 

下田 結局、生涯学習部長の 3年間は何

も進まなかったので、期待されていた目

にみえる成果が出ませんでした。私の仕

事ぶりには市長からも厳しい評価が下さ

れたそうです。 

しかし、その後、住宅部長に異動して、

楽しく仕事ができました。 

 

松村 というのは。 

 

下田 住宅部長は主に市営住宅の管理で

しょ。目の前にいろんな課題があって、1

個ずつ解決できるわけです。例えば高齢

者の市営住宅の倍率が 30倍だったとかっ

ていう話があると、それだったら高齢者

用の専用住宅をリニューアルでつくっ

て、簡単な見守りもつけてというような

こととか。住宅部の元気なメンバーにも

恵まれました。 

 

松村 そうでしたか。 

 

下田 前任の住宅部長が研究熱心な人

で、もういろんなこと全部検討してある

んです。20センチくらいの高さまで未実

施の検討事項が積まれてて、私は上から

実行していくだけ。それがどんどん解決

していくわけです。 

 

松村 目に見える形で。今度はどんどん

結果になっていくわけですね。 

 

下田 というわけで、この住宅部長の 2

年間は、すごくやりがいがありました。 

 

松村 そうでしたか。それから局長級の

ポストに就いたのですね。 

 

下田 人事委員会事務局長に昇任しまし

た。それまでの人事委員会は、職員の勤

務条件を守るというのが本来の仕事だっ

たのに、給与が下がる時代に変わって、

マイナス勧告もするようになっていたん

です。それで、その年に 0.25％のマイナ

ス勧告が国から出たんです。だけど、名

古屋市はマイナス 2.5％だったんです。マ

イナスする金額が国の 10倍だったんで

す。市内の民間給与の実態調査結果なん

ですが。 

 

松村 それは何でそうなったんですか。 

 

下田 リーマンショックによるトヨタシ

ョックがありました。あのとき。愛知県

も相当悪かった。 
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松村 それはどうしようも、できないで

すもんね、もう。 

 

下田 タイミングの悪い事に、ちょうど

河村市長が当選されていて、市民税の１

０％減税を行革で生み出した金でやると

いうことで、市役所としては市民サービ

スに影響しない職員の給与を大幅に下げ

たいときだったのです。それで人事委員

会の大幅なマイナス勧告は色々と誤解さ

れましたね。 

 

松村 同じように、カットっていう。 

 

下田 人事委員会の２年間は精神安定剤

が必要なくらい大変でした。その後、子

ども青少年局長になるっていうことにな

って。子ども青少年局は、できてからま

だ 3年目。部長も含めて、ほぼ女性幹部

で構成されていました。錚々たる顔ぶれ

で、みなさん自由にすばらしい活躍をし

てくれました。 

 

松村 なるほど。3代目局長に就任された

ときの子ども青少年局の課題としては、

例えばどんなことがあったんですか。 

 

下田 ちょうど、陸前高田などが被災さ

れた頃で。 

 

松村 東日本大震災の年ですね。 

 

下田 2011年の 3月でしょ。丸ごと支援

がようやく始まる頃で、児童相談所から 2

人。それから保育園を建て直さないとい

けないので、保育企画やっていた職員を

２人ぐらい送って支援してました。 

 

また、前年度には、なご Cityっていうミ

ニ・ミュンヘンのような大々的なイベン

トで 1カ月間も吹上ホールを貸し切って

子どものまちを創ったんですね。これを

引き継いでくれって、前局長から言われ

ていました。でも予算 300万円しかなく

て。予算かけずにどうやって継承するか

っていうようなことに頭を悩ませていま

したね。最初の頃は。 

それで NPOのやっている子どものまちみ

たいな事例を集めて話し合ってもらう

「子どものまちサミット」っていうふう

にちょっと変えたんです。 

 

 ただ、そうこうしているうちに 10月に

中 2の男子が児童虐待で死んじゃったん

です。この名東区の中 2の男子の件は児

童相談所が関わっていたのに救えなかっ

た。加害者は、ステップファーザーとい

うか、家庭に入り込んだ男なんだけど、

お母さんも止める力が弱くなっていまし

た。 

 それで、検証委員会がつくられたんで

す。こういった場合に現場に責任を押し

付けたかのような過去の例も見て嫌悪感

を感じてきました。自分が局長のときに

この問題が起こったでしょう。だから、

これで現場の責任になすりつけたりした

ら、自分の人生、何だろうと後悔するの

で、だから、とにかく自分が一番の責任

を持って関わっていこうと決心して、相

当にこの問題はやらなければいけないな

と思いました。 

 ただ、またそのときもメンバーがよか

ったんですけど。部長も総務課長も一生

懸命になったし、局が、かなり一丸とな
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ってこの問題に取り組むという感じにな

って、本気で児童相談所を立て直そうと

いう感じになったんです。 

 

松村 ええ。 

 

下田 私は、事件前は、児童相談所は専

門職と見做していたので、あまり局長が

口出ししないほうがいいと思っていまし

た。だけど、当時の名古屋市の児童相談

所は、とても忙しくて経験のある職員が

少なかったことが、分かってきました。

そうしたら、児童相談所の実情をちゃん

と見てくれって若い職員達に言われて、3

日ばかり、児童相談所の一時保護の部屋

に泊まり込みました。生の現場が見え

て、問題点がいっぱい分かってきて、と

にかく専門職が 50人ぐらいしかいなかっ

たのです。事務計算をするとケースを 100

件ぐらい持っていて、とてもやりきれな

い。専門職が今の 3倍は要る。3倍の 150

人がいないとその時のケースを処理でき

ないと考えられました。3倍の人がいれば

一人でケースを 30件持てばいいですよ

ね。それならきちんとした仕事ができ

る。 

 

松村 ええ。 

 

下田 持ち件数を 30件ぐらいにすればち

ゃんとやれるなっていう計算で、人をと

にかく増やさなければいかんなって結論

づけました。 

 それとやっぱり、「心技体」ってその

頃言っていたんですけど、職員のノウハ

ウが不足していて、それは副所長さんだ

ったかと話した時に、「下田さん、本当

はね、今の児相は新規職員が多くて、ほ

とんどの人が最初の人事異動で外に出た

きり帰ってこない。だから素人集団にな

っていて、「戦え」って言われたって、

徴兵で集めた兵隊を文民の司令官が指揮

しているようなもので、戦う力がなくて

無理なんです」と言われて。目から鱗で

した。だから、一時保護の意思決定を職

員個人に任せていると一時保護は親との

関係が悪くなるので、やっぱり担当職員

の気持ちとしてはやりにくいんです。だ

から、それを個々人の判断に任せるんじ

ゃなくて、所長を含めて組織として意思

決定していく必要がありました。 

 なおかつ、児童福祉センターは、複合

施設です。児童相談所もその中の一つ

で、専任の所長がいない。センター所長

が児童相談所長を兼務していたんです。

その上、それが日常の医療業務も行う医

師だったんですよ。当時も虐待事例が

年々増えていました。意思決定をちゃん

と一個一個ケースごとに見るのは、兼務

所長では無理だから、専任化しないとい

けないとか指摘されました。 

別の課題としては、一時保護っていうの

は、短期の処置なので、どこかの時点で

施設に入れるか、家庭に帰さなといけな

いけど、移す場所がないんです。みんな

パンクしてる。家庭や地域に帰したいけ

ど、区と児童相談所はお互いをよく知ら

なかったのです。連続性や一体感に欠け

ていました。 

だから、児童相談所の兼務職員を区に 2

人ずつ置くことにした。そうすれば児相

の専門職員同士で信頼して話し合えるじ

ゃないですか。今も少しずつ増やしてい

るはずなんだけど。 

45



 

11 

 

 あとね、局の総務課長から、いますぐ

に虐待対応の本庁組織を作りましょうっ

て提言された。児童福祉センターって部

長級がいるから、本庁組織はあまり口を

出せなかった。これから児相を改革して

いく課長級を本庁に置く必要があると言

われて、いきなりその年度の途中に臨時

の本庁組織をつくった。白羽の矢の立っ

た主幹に局長の特命事項を出したんで

す。結果的にこれはよかった。やっぱり

すごく力になりましたね。 

それと、児童相談所には緊急一時保護を

担当するだけの「緊急班」をつくったん

です。その班は、子どもの身体のこうい

う所に傷があったらとか、チェックシー

トに当てはまる危険項目があったら、ま

ず一時保護することにしました。親に怒

鳴られても、怒られても。そういうふう

に変えたんです。要するに安全サイドに

一時保護基準なんかも含めて児童虐待に

関する児相のシステムをみんな変えたん

です。 

 あと、職員の意識改革が必要というこ

とで、当時の東京事務所長に日本中から

適任者を探してと依頼しました。直ぐ

に、横浜にずっと児童虐待のことをやっ

てきた経験者、児童相談所の所長もやっ

ていた OBがいると聞いて、担当の部長に

横浜まで飛んで行ってもらって、三顧の

礼でお迎えしてその人に来てもらうこと

になりました。 

 

松村 名古屋市に来てもらう。 

 

下田 でも今の仕事があるので常勤は難

しいといわれて、非常勤の参与という形

で。部長級で参与となりました。心の問

題とか意識の問題とか技術の問題とか、

そういうのを研修してもらう事にしまし

た。実践的でしょ、そういう研修なら。

あと、警察を受け入れました。警察もや

っぱりウソを見抜くノウハウがあって助

かりました。組織がうまく機能したなと

思いました。 

  

松村 虐待防止対策が進展したんです

ね。 

 

下田 そうですね。考え方を変えたし、

外の血を入れたことだし、この取り組み

を一過性で終わらせないためにも、長期

の取り組みを条例にまとめたかったんで

す。結局、議会も党派を越えて、虐待防

止条例が制定されたんです。 

 

松村 議員立法で作ったんですね。 

 

下田 他方で、短期的には、まず 2012年

をどうするかというものと、2013年をど

うするかとか、そういう議論をしてたん

ですけども。児童相談所だけではできな

いので、地域と学校、保育園と児童相談

所、それから保健所、そういう組織と話

しを重ねて行ったんです。様々な案が出

て、民生委員・主任児童委員さんたちに

お願いして、児童委員を増やしたり、地

域の適材適所に、虐待防止対策のボラン

ティアみたいな人を置いてもらったんで

す。そうすると、児童相談所も予防も保

護も何から何までやる必要がなくなりま

す。やることを特に専門的なことに限定

していくと、ここは自分たちが特化する

分野だ。ってなれば、やりやすいじゃな

いですか。 
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松村 確かに。 

 

下田 その時に作った行動マトリックス

図が、条例に基づく令和 6年の報告書に

も載っていて、まだ当時の面影を残して

いるのでびっくりしました。 

相談所もそのときは中央と西と二つしか

なかったんですけど、緑区と守山区では

子どもが増えていて、あっちのほうへ出

動するとかなり時間がかかっちゃうんで

す。だから、緑区に第 3、守山区に第 4児

童相談所を作らないといかんねっていう

ところまで話し合って、取りあえず第 3

児童相談所ができました。実現したのは

私が局にいなくなってからですけど。 

 本当はもう一点、児童福祉職っていう

子どもの福祉に関する専門家にしたかっ

たの。50人から、増員して 150人いれば

職域としては一つの大きな塊なので、な

おかつ、勤務場所も児童相談所があり、

本庁があり、区役所がある。そうする

と、人事異動もやれるじゃないですか。

一生の仕事として職員の覚悟もできると

考えていました。でも、これは総務局に

反対されて実現できませんでした。別に

専門職なんか作らなくても局の人事異動

をきちんとすれば済むことだと言われ

て。危機感が伝わらなくて悔しくて、力

不足を感じました。 

 

松村 なるほど。 

 

下田 当時の市役所は定数削減の嵐が吹

いていました。逆風の中で長期的にどう

やって児相の職員を増やして行くか。悩

んでいました。一方で、公立保育園の民

間移管っていうのが行革事項としてあっ

たんですけど、当時公立保育園が 127あ

ったんですよ。それを 78にするっていう

行政改革の叩き台が作ってありました。

だけど、担当者たちも実現が困難で困っ

ていました。反対が多くて遅々として進

みませんでした。50園移管すれば局の定

数減が 500人。500人のうち 100人ぐらい

児相に返してもらえばありがたいことじ

ゃないですか。だから公立保育園の民間

移管を現実のものとしてやると決めて、

それを市長の前で言ったんです。 

 実現のやり方はアイデアが二つあっ

て、一つは 6年前に公表する。 

 

松村 6年っていうのは。 

 

下田 とにかくその園に入ってくる人に

この園は、6年後に民間移管しますってこ

とを公表してそれを了解して入園しても

らう。そうすると、「うん、いいよ」と

なりますよ。6年後なんで。移管する時に

は全員がもうみんな了解しています。移

管が周知の事実になっていきます。 

 

松村 そういうことか。 

 

下田 名づけて、6年熟成方式っていうの

で。毎年、6年後の 4園ずつ準備していく

やり方に変えますということを総務局に

言ったんです。またもうひとつのアイデ

アが、そのときの保育園の課題を解決す

るということもセットにしました。残っ

た公立保育園は、民間も指導するエリア

支援保育所っていう名前にして公立保育

園を充実するっていうふうにしました。

というのは、当時の保育園は園長の下に
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係長もいないし、事務職もいなかった。

とても手薄でした。民間移管の実現には

保育園長さんたちの応援が必要でした。

これで園長さんたちも賛成に回ってくれ

たので、かなり環境が整いました。 

 

松村 これ、もともと公立を民営化する

っていうのは。 

 

下田 行革の流れの一環で、市の職員数

を減らすためです。見た目上の行政改革

が進むという事です。 

 

 
子ども青少年局長時代、局の幹部職員（副局

長、総務課長、保育部長）と行政改革の総務局

ヒアリングにのぞんだときの様子 

（写真提供：本人） 

 

松村 なるほど。民営化された実績には

なるわけですね。 

 

下田 なるんですね。それが全然、進ん

でなかった。だけど、やり方を変えれば

少し全体で進むような感じになりまし

た。実際、最近園長さんにお聞きした

ら、現在、公立保育園はもう 78になった

そうです。 

 

松村 これは下田さんの発案というか。 

 

下田 そう。6年熟成方式を思い付いたん

ですね。どうしたらいいかなと悩んで。

とにかく児相の専門 100人を長期的にど

うやって生み出すか。また、当面の専門

職 30人ぐらいをどうやって生み出すかと

いう方法を考えに考えました。そのため

に、本当は最初、一時保護所を民間委託

しようと画策しました。だけど、児童相

談所がそれはもう無理ですと。厚生労働

省認めませんと。もう一度厚生労働省に

聞いてもらったら、児童相談所を分離し

て一時保護所だけを民間委託はできませ

んっていう答えでした。今でも、そんな

こと本当にだめなのかなと思うけど、と

にかく国からも駄目だって言われて断念

したわけ。そこで人数を生み出すのは無

理だなと思って。とにかく人数を生み出

さないと改革案が絵に描いた餅になっち

ゃうんですよ。 

 

松村 でも、実際に現在もこの条例に基

づいて、毎年、報告したり、改善を図っ

たり。 

 

下田 ねえ。10年先のやつまで検討して

いてもだいたいの場合それで終わっちゃ

いますもんね。その意味で条例化、これ

は大きいと思いますね。 

 

松村 分かりました。 

 

下田 それと、もう一個大きな問題にな

っていたのが、待機児童問題です。 

 

松村 お願いします。 
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下田 待機児童をどうするんだっていう

問題が始まっていました。その頃、名古

屋が日本で一番、待機児童が多いって新

聞に載ったんです。だけどそれ、待機児

童って、幅があります。隠れ待機児童っ

て聞いたことありますか。 

 

松村 いろいろ集計の方法とかで変わる

んですよね。 

 

下田 そう。多分、当時の保育部長が、

裏の待機児童に回さずに、かなりシビア

に表に出したんだと思う。 

 

松村 名古屋市のほうからその実態を発

表したってことですか。 

 

下田 部長に直接聞いたわけではないけ

れど、多分そうじゃないかな。そして本

当に数字がワーストになったの。その

後、思惑通り、予算もついて、待機児童

対策が本格化しました。 

保育園を増やすことについては、もう一

つは、株式会社参入の件が検討委員会で

提言案の検討が進んでいました。それま

で、名古屋市では、株式会社は保育園に

は参入していなかった。その株式会社参

入の件が焦点化されていました。そうし

たら、民間保育連盟も反対するわ。議員

連盟があって、ここからも猛反対され

た。他方、検討委員会の人たちは、株式

会社の参入に大賛成なわけ。私は、全く 

板挟み状態だった。だから、民間保育連

盟の方たちをどうやって説得するか、私

たちの考え方を理解してもらうには、ど

うしたらいいかに苦心した。切羽詰まっ

て考えたのが、株式会社参入の制度導入

はします。だけど、本当に必要になるま

では実行のボタンは押しません。ボタン

はいつ押すかというと、新規保育園新設

の募集の公募が 2回連続で不調に終わっ

た場合は、もうそれは致し方がない緊急

事態なので、そのときに実行のボタンを

押します、と。 

 

松村 苦肉の策のようなものですね。 

 

下田 そうですね。1年持ったかな。待機

児童数がどんどん増えるんです。1900人

くらいだったかな。もう無理だわ、民間

保育連盟のメンバーだけでは、となった

のです。だって、保育園経営だって二つ

目、三つ目、四つ目って無闇に保育園を

作るのは怖いでしょ。そうすると、この

状態でいつまでも株式会社の参入を止め

ていてもしょうがないなって思っていた

だけたんだと思う。いろんなことでこん

がらがっていたものが、少し時間が経過

して、みんな冷静になるでしょう、いろ

いろ考えて。でそれでね、何とかこの問

題は通り過ぎることができました。 

 

 

子ども青少年局長時代、保育園視察の時の様子

（写真提供：本人） 
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松村 共働きが増えていくと想定される

中でも、子ども青少年局としては、保育

の受け皿とか保育の量を増やそうという

考えだったのですか。 

 

 

下田 そう。私が局に来る前からスタッ

フは考えていたと思う。だから、いろん

な手段で、株式会社が入れるように画策

していたんだと思うね。 

 

下田 そのほかにも、いろんなことをや

ろうとしたの空家の市営住宅を使うと

か、学校の空き教室を使う案も実現しな

かったが、候補に挙がったり。 

 

松村 学校の中の保育園ですか。 

 

下田 空き教室や市営住宅を使うのはち

ょっと聞いた感じはいいアイデアのよう

に見えるんだけど、なかなか本流にまで

は発展しないんですよね。でも、新たに

参入してきた株式会社はかなり知恵があ

るので、例えばコンビニの跡地、空き店

舗などを上手に居抜きで借りて。やっぱ

り知恵者はいるよね。 

 

松村 でも、そうやって名古屋市でも民

間企業が入っていって、ワーストではす

ぐなくなったんですか。 

 

下田 待機児童ゼロになった。予算も付

けてくれたしね。今、ずっと待機児童ゼ

ロのはずですよ。 

 あと、もう一個、当時困ったのは、児

童福祉センターの小児整形外科医が 2年

ぐらい欠員になっちゃったの。医師ポス

トが埋まらないんです。 

 

松村 そうなんですね。 

 

下田 その医師がいないと機能障害のあ

る子たちのいろんな医療的な指示ができ

ないわけです。2年もいなくなっちゃって

困ってね。何とかしてくれっていう話に

なったんだけど、どうしようもないんで

すよね。いろいろ聞いたら、結局、小児

医師自体が少ないって。その中の整形外

科医ということで、宝物を探すぐらいの

つもりじゃないと常勤の医者は見つから

ないそうです。それでまずは、常勤ポス

トを非常勤ポストに変えて、持ち回りで

個人病院を開業している先生たちで担当

してもらおうとしたんです。それなら対

応できるかもというアイデアをもらっ

て、前代未聞、苦肉の策で、貴重な常勤

ポストを非常勤ポストに切り替えたんで

す。それでも実際には埋めるのがなかな

か難しい。 

 それで「なんかいい方法ないですか」

と当時の病院局長に聞いたんです。そう

したら、名市大に寄付講座、1億か 2億出

せば講座が作れて、そこで小児整形外科

医を集めれる。そうすると、非常勤ぐら

いなら送ってくれるよと。 

 

松村 そうなんですね。 

 

下田 そうしているうちに、２億７千万

円遺贈寄付してくれる方が現れたんで

す。息子さんもいい人で、「何に使いま

すか」って聞かれて、小児整形外科医を

確保したいと答えたら「奇遇です、母親
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も足が悪かったので、そうやって使って

もらえれば喜ぶと思う」といわれまし

た。 

 

松村 そんなことがあるんですね。その

２億７千万円で寄付講座が設けられまし

た。 

 

下田 それも、なんか神様の采配を感じ

ましたね。 

 

松村 いや、すごいですね。 

 

下田 本当に。できたばっかりの小さい

局だったので人も予算も、何にも足りな

くてね。余裕がなかったですね、子ども

青少年局は。でも、総務局も財政局も、

他の局と同じようにやるわけ。予算の 5

パーセント削減。人員の 5％削減。スライ

スするような普通の削り方していたら事

業が成り立たなくなっちゃうから、抜本

的に切り替えないと上手くいかないんで

す。自分の日記を調べたら、当時の名古

屋市の「事務事業見直し額」の 9割が子

ども青少年局なの。ひどい話でしょ。 

最後には保育料も値上げしようとした

んです。保育料の値上げは、市長は、本

当に嫌がってね。だけど説得して、局に

は、もう金もないし。とにかくやらして

くださいって。予算提案したんだけど、

議会で否決されちゃった。これはみっと

もなかった。 

 

松村 はい、分かりました。 

 

下田 あと、子どもコミッショナーって

いうのとか、アドボケイトのことが少し

取組が足りなかった。当時もやっぱり議

論になってたんだけど。今、子どもアド

ボカシーセンターNAGOYAと、子どもから

の電話を聴くチャイルドラインあいちの

理事なんですけど、今の問題意識に比べ

て、局長の時は、アドボケイトにも、子

どもの権利条約のことも自分の中でちょ

っと抽象的だったな。今から思うと、新

しいことに何もチャレンジしていなかっ

たなっていう反省がありますね。 

 

松村 でも子どもの、名古屋子どもの権

利条約って、この頃はまだでしたっけ。 

 

下田 子どもの権利条例は、既に作って

ありました。 

 

松村 あんまりその実効性とか政策、制

度が具体的に。 

 

下田 今は、子どもアドボカシセンター

NAGOYAが愛知県の児童相談所にアドボケ

イトに入っています。 

 

松村 そうですか。 

 

下田 アドボケイトが児童相談所に入っ

て、子どもの声の聞き方を職員に指導し

ているんです。画期的でしょ。 

 

松村 そうなんですね。 

 

下田 児童相談所も、法律が改正されて

子どもの意見を聞かなければならない

し、事業に反映しなくてはならなくなっ

たでしょ。ただ、アドボケイトなんて、

急には正しいやり方が分からないので児
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相も助かっていると思う。でも昔の児童

相談所の雰囲気からすると、全くの NPO

が一時保護所に入ってきて子どもの接し

方に文句言うなんて考えられないことで

すけどね。 

 

松村 話は変わりますが、現在または今

後、子育ての社会化とかいわれていく中

で、若い方だとか後進の方への、下田さ

んからのエールとかメッセージとかご要

望などがあれば、お願いします。 

 

下田 子ども青少年局長やらせてもらっ

た後に、教育長もやらせてもらったんで

すよ。教育長になってからも、いじめで

自殺しちゃった子がいたんです。そうい

うこともあって子どもたちの悩みをどう

したらいいんだろうなっていうのが退職

してからもあって。で、チャイルドライ

ンに、何か手伝えないかなって理事をさ

せてもらっています。アドボケイト名古

屋のほうからも声が掛かって、それでそ

っちの理事もやっているんですけど、や

っぱり子どもたちの声を聞いてそれを実

現していくっていうのがとても新鮮です

ね。自分がやっているときは、個々の子

どもの声を聞くというよりは、大人が考

えた子どものための政策を重点的にやっ

ていく局だって思いながらやってたんだ

けど、今は子どもの声を聞いて、それに

どう応えていくのか。それが、今、求め

られてるのかなって思っています。 

 

松村 子どもの声を踏まえて、実際にそ

れを反映と。 

 

下田 反映していくっていう。法律、こ

の前改正されたんですけど、ああいうこ

とが本当に求められていて。そうする

と、見えてこなかったものがだんだん見

えてくるのかもと思うんですよね。 

 

松村 なるほど。 

 

下田 だから、当時は、ばたばただった

んですけど、今、思うと、もうちょっと

じっくりとやっていたほうがよかったか

なって反省しています。 

 みんなにエールっていってもなかなか

なくてね。子ども青少年局のときは本当

に職員たちが一生懸命で、もうやり過ぎ

ぐらいの人たちばかりで、すごく楽しか

ったです。 

 

松村 ごめんなさい。私、さっき子ども

青少年局で話、終わっちゃいましたが、

その後、教育長時代の話をしてもらって

もよろしいですか。教育長のときに子ど

も応援委員会ですか。 

 

下田 そう。 

 

松村 それはすごく大きな話なので、ち

ょっと教えてもらえますか、その辺り

の。あれ、子ども応援委員会は、あれは

河村市長さんとか、上から降りてきた感

じですか。 

 

下田 あのね、いじめで 1人亡くなっち

ゃったんです。またその子も中 2で、南

区の中学校なんだけど。そのときも大き

な問題になって、第３者委員会ができ

て、いろんな改善策を作り始めた中に、

52



 

18 

 

学校の先生だけではもう無理ではないか

と。だから、学校の中に専門家を非常勤

で入れて、先生たちを支援して、子ども

たちを守っていこうと。実はそういう構

想が前教育長の頃から少しずつ出ていた

頃に、あの事件が起こったので、その検

討を加速化しました。検討していく中

で、市長のほうから、応援委員会の職員

が教員と対等な立場になるように、中途

半端な非常勤ではなくて、常勤化しろと

か、組織の名称は「学校支援組織」でな

くて、子どもに寄り添うかたちの「子ど

も応援委員会」にしろとか。そういう感

じで今の新しい子ども応援委員会ができ

ました。 

 

松村 その応援委員会ができたときの教

育長が下田さん？ 

 

下田 はい。 

 

松村 じゃあ、かなり大変なところもあ

ったんじゃないですか。 

 

下田 それまで学校に入っている臨床心

理師もみんな非常勤なんです。それで私

たちが考えていたのは、非常勤でも週 30

時間の常設的な非常勤にした方がいいか

なと考えていたんですけど、市長から

は、思いもよらない完全な週 38時間４５

分の常勤でと指示されたのです。 

 

松村 それ、もう。 

 

下田 そうすると職員の定数が必要で

す。中学校 110校あるでしょう。臨床心

理師とスクールケースワーカーとアドバ

イザー。１校に常勤を 3人置くと 330人

必要なんです。330人の定数増ってべらぼ

うなんですよ。かと言って、市長が特別

に定数を準備してくれるとは全く考えら

れませんでした。 

 

松村 なるほど。その子ども応援委員会

の立ち上げ期の人員確保とかに、すごく

汗をかかれたのですね。定員は準備でき

たけど、実際にその人たちを集めるのに

難儀しませんでしたか。 

 

下田 常勤対応は初めての試みなので、

適材を集めるのは難しかったです。 

 

松村 異質な学校に送る中での不和って

いうのも多分あると思うんですけど、そ

の辺りを教えてもらえますか。 

 

下田 子ども応援委員会のことでは、ど

うやって常勤の専門職を集めるかが難題

でした。専門職は既に仕事を持っていて

非常勤なら兼務できるんですが、常勤と

なるとその仕事を辞めないといけませ

ん。でもそれよりも、たとえ適材を見つ

けるのは難しくても、私たちの感覚から

いくと臨床心理士、それからソーシャル

ワーカー、ここまではきちんとスキルを

持った専門職の中から見つけたいと思う

んですよ。 

 

松村 はい。 

 

下田 しかし、市長の意向で、臨床心理

士とかソーシャルワーカーというきちん

とした専門職ではなくて、全部、普通の
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市民、近所の商店街のおっちゃんみたい

な人にして欲しいと言われたんです。 

これは大慌てで、かなり必死になって市

長を説得してスクールカウンセラーとス

クールソーシャルワーカーだけはきちん

とした資格を持った専門職ということで

何とか了解を得ました。が、その交渉の

引き換え条件として、これらの専門職に

加えて、スクールアドバイザーという形

で、専門の資格を必要としない「普通の

人」を採用する事になりました。 

その 3職種に警察 OBを入れて、色々な

紆余曲折を経て 4職種で応援委員会の基

本構造ができました。警察 0Bの方たちは

スクールパトロールって名前が気に入っ

ていました。 

 

松村 そうでしたか。 

 

下田 学校は、発達障害とかの対応で精

一杯で手薄になっていたやんちゃな子ど

もの対応をスクールパトロールがしてく

れたので、とても喜んでいました。想定

外の副産物でした。 

 

松村 そこから、増えていったんです

ね。 

 

下田 最初は 10校だったかな。今は、も

う、110校全部になっていると思います。 

 

松村 立ち上げのときからご覧になっ

て、手応えだとか苦労とかそういうのは

ありますか。 

 

下田 形が整えば、もっとボリュームが

要ると思います。やっぱり先生たちだけ

でやるのは無理だと思うんですね。 

 

松村 なるほどですね。 

 

下田 だから、適切な専門職の助けが必

要です。ただ、臨床心理士やソーシャル

ワーカーでもちょっと変わった人もいま

すのでね。 

 

松村 そうかもしれないですね。 

 

下田 応援委員会の４人の中でちょっと

変わった人がいるとそのチームの輪が乱

れるんです。市長の要請で意図的に独立

性をもたせた 4人だけのチームなので影

響が大きいんですね。 

 

松村 そっか。人は確かにそろったかも

しれないけど、その中のうまくチームワ

ークとか難しいってことですね。 

 

 
 

松村 予定の終了時間となりました。非

常に有意義なインタビュー、ありがとう
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ございました。今日お話を伺えなかった

部分は、後日、お尋ねしたいと思いま

す。 

 

■第２回インタビュー 

（2025年 12月 30日実施） 

 

松村 では、前回、私が聞きそびれてし

まった母子保健システムの辺りについ

て、お話しいただけますでしょうか。 

 

下田 母子保健システム自体は、保健

所、健康福祉局が開発していたシステム

で、保健所が主体となって入力するんで

すけど、母子の、健康診断をどういうふ

うに受けてきたかとか、それが入力され

ていくものなんですけど、その頃にいわ

れてたのが、やっぱりハイリスクな家庭

は決められた１歳児半健診や３歳児健診

を受けないんですよね。ちゃんと健診を

受けている家庭は、割と安心できて。本

来、受けるべき 1歳児半とか 3歳児の健

康審査を受けてないと相当、危険なの

で、そういうハイリスク家庭もあぶり出

されるシステムだということで、非常に

注目をされていました。保健所が中心に

なって開発してつくってくれていたんで

すけど。 

 ただ、その頃はまだ、保健所と区役所

が分離されていたんですよ。連携なんか

が、まだ必ずしもうまくいっていません

でした。その後、保健所が区役所に組み

込まれましたので、そういう意味では、

組織的には、その後に解決する部分もあ

るんですけど、区役所福祉部長の下に保

健所が入りましたので。その頃はまだ分

かれていましたが情報共有っていう意味

では、区役所も見えるようにしてもらっ

ていたんです。区役所が分かった情報も

入れるというようなこともあったんです

けど。 

 ただ、このシステムはこのシステムで

いいんですけど、情報共有っていうと、

本当は児童相談所と区役所と保健所、も

っと言うと、学校だとか保育園で、保育

園だとか幼稚園。そういうのがつながる

と、リスク情報がつながると発見が早く

なるんですよね。そのことを課題として

思っていました。このときは一方で、児

童相談所の中央と西児童相談所の連絡用

の共有するシステムはあったんですよ。

その頃、まだ区役所に児童相談所の職員

置いてないので、両方とも不信感という

か心配っていうか。法律でだいぶ解決さ

れたと思いますけど、虐待については個

人情報を共有していいっていうのが。 

 だけど、なかなかね、ぎくしゃくして

たんですよ、個人情報を共有していいの

かどうか。個人情報保護っていうのが、

すごく強くいわれ始めていた時代なの

で。今もいわれてますけど、本当に必要

な業務上の情報共有さえ、いかんのじゃ

ないか、みたいな。ちょっとおかしな時

代だったんですけど。で、困ったなあっ

て言ってたんですね。それで、そのとき

に、中川区が 16区の中でも一番ハイリス

クな状態だったんですね、児童虐待に関

して。すごく危なくて、小さいインシデ

ントだと、もうすごい数が出てたんで

す。もう他の区とは比べ物にならないく

らい。 

 そこに結構、虐待対応のプロフェッシ

ョナルなメンバーが一番そろっていて。

超人的な働きをする人がいて、その人が 1
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人で本当に中川区の児童虐待を抑えてい

たぐらい、24時間働いてた人がいたんで

すけど。その区で、情報共有のシステム

をつくりたいって言い出したんです。そ

れで、予算を付けましてね。情報共有シ

ステムなんていうと、本庁がつくって、

それを区にやらせるっていうのが普通の

考えでしたけど。このときは中川区がや

りたいって言って、中川区にやってもら

ったんです。西部児童相談所は中川区に

あるんですね。西部児童相談所と、それ

から区役所。区役所の担当と、それか

ら、保育園、保健所が、情報を共有する

システムが出来上がったんです、2012年

に。本当はその予算、付けたときは、全

市に広げるっていう考え方でした。取り

あえずは一番、困っている中川区で開発

するけど、そのシステムを全市に広げる

っていうことで予算要求をして、そうい

う答弁をしていました。私は広げるつも

りで開発してもらって、いいものができ

たんですけど。その後、広げようと思う

と、またそっちでお金が要るんですよ

ね。システムを合体するためのお金が。

それが、その後、出なくなって。この

前、あれってどうなったって、担当して

いた人に聞いたら、「あのままだ」って

言っていました。今も。だから 3システ

ム併存。保健所を中心とした母子保健シ

ステム。それから、今は 3つになった児

童相談所間の情報共有システム。それか

ら、中川区だけでやっている情報共有シ

ステム。それが 3つ、私が局長だったと

きと同じ状態で残っているそうです。 

 本当は、くっつけるか統一するかする

といいんですけど。ただ、区によって温

度差はあるんですよね、あとは、通報数

の差とかね。でも、私のときも通報数が

すごい勢いで伸びてたんですけど、今は

もっと伸びてるので。本当は全区に広げ

るほうが多分いいんですけど。 

 局長もちょうど 2年で異動、道半ばで

終わらせたやつが結構あって。で、大き

く反省しているのが、この情報共有シス

テムを全市に広げるっていうのができな

かったことと、それから、児童虐待のた

めの職員を専門職にしようとしたんです

けど、これはこの前もお話したんですけ

ど、結局、総務局の反対にあって。頼み

の綱の人事委員会も「総務局が反対する

ならなかなか無理だね」って言われて、

できなかったんですけど。まあ、今ね、

その後、だいぶ職員数は、児童の専門

職、本当に 100人増ぐらいいってると思

うので、そろそろ、もう一度考えてもい

いんじゃないかなっていう気はするんで

すけどね。その二つがちょっと心残りっ

ていうかですね。 

 

松村 なるほどですね。ありがとうござ

います。局長時代に、ちょっと総務局と

か、人事所管してるところの反対とか、

同意が得られなかったっていうことで、

その時代にすぐ職員が増えたわけではな

いのですね。 

 

下田 あ、違います。 

 

松村 下田さん時代にそういう働き掛け

だとか、もっとそういうネットワークを

つくってこう、職員を増やしてこうって

いうことが、後に結実する礎というか、

ルートになったっていう部分は大きいの

ではないかってふうに、今お話を伺って
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思ったのですけれども、いかがですか

ね。現場の方から上がってきた思いとい

うか、熱意も含めてですね。 

 

下田 あのとき、本当にスタッフが一生

懸命、アリバイ作りじゃなくて、本当に

実現、いろんなことを実現しようとし

て。なおかつ、かなり網羅的にいろんな

問題点、いろんな職員が全部に関わっ

て。この前、見ていただいたようなマト

リックス図がありましたよね。あの項

目、全てに、こういう情熱をみんなかけ

てくれる人たちがいて。それがちょうど

条例で、ああやって毎年報告されるの

で、それも引き継がれていることが、す

ごく心強いですね。人数も増やしてもら

っているのを、報告書を見て、ちゃんと

やってくれるなと思っていますので。そ

ういうのがちょっと心強いなという感じ

がします。 

 

松村 ごめんなさい、あれですね。議員

立法で作った条例でしたっけ。 

 

下田 そう。 

 

松村 あの条例自体が、ちょっと、すみ

ません。今すぐ出てこないんですけど、

あれも下田さん時代でしたっけ、でき上

がったの。 

 

下田 あれはね、もう、対策を考え始め

てすぐにみんなで条例を作らなあかんっ

て言い出して、局内で検討してたんです

よ。議員立法には、私たちの考えていた

内容は全部、取り入れてもらっていま

す。党派を越えて議員さんたちが一丸と

なって制定されたものと捉えています。

そう意味でも、本当に画期的でした。 

 

松村 はい。ちょっと今、私も記憶を思

い出しましたけど、『名古屋市児童を虐

待から守る条例』。平成 25年 2月、定例

会で議員立法により成立し、25年の 4月

から施行された条例ですよね。 

 

下田 そうですね。 

 

松村 施行されたのは退任後かもしれま

せんけど、まさにそのやりとりという

か、成案に向けて奮闘していたのは、下

田さんではないでしょうか。 

すみません。この間もお伺いしてしまっ

たかもしれないですけど、名古屋市提出

ではなくて、議員立法であることの意義

だとか、そのことの良かった点、悪かっ

た点とかっていうのはどう考えればいい

ですか。 

 

下田 まず、画期的だということです

ね。議員さんが一丸となって賛同したこ

とで、児童虐待防止の熱意が伝わるじゃ

ないですか、議会の熱意が。 

 

松村 はい。 

 

下田 議会の関与の仕方が、行政が作っ

たものを認めるというよりは、自分たち

で作ってくれたので、議会の関与が非常

に強くなるわけですよね。だから、毎

年、議会に報告することは、市全体の義

務だと考えられます。だからぴりっとし

ますよね。 
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松村 はい、なるほど。面倒くさいです

とか言われませんよね。 

 

下田 はい。議会に報告する以上は、み

んな内容をかなり精査すると思うんです

よね。そうすると、やっぱり虐待の数が

増えているのに応じて、ちゃんと職員数

増加してるのかとか、きっと議会に報告

する前には、かなり行政としてはチェッ

クすると思います。 

 

松村 分かりました。あと、私、この条

例を一つのケースとして、すごく面白い

なと思ったのが、他の政令指定都市でも

虐待に限らず、特に近年ですね、子ど

も、子育て関係、少子化、虐待では、議

員立法するケース、聞かなくはないので

すけれども、結構、この平成、2013年だ

と、割と今日ほど子育て少子化とか、虐

待がいわれていない中で議員立法を目指

すというのは、もしかすると、先進的だ

とか、もしくは何らかの名古屋の、他の

政令指定都市としては違う特殊性だとか

そういうのもあったりするのかなと思っ

たりするんですが。その辺どう感じられ

ますか。 

 

下田 ちょっと、そう、多分ね、それど

ころじゃなかったので、他都市との比較

は考えることがないぐらい、何ていう

か、のめり込んでたので、他都市とは比

較をしてませんね。 

 

松村 じゃあ、それはもう典型的には中

川区を一つの例として、本当にいろんな

虐待っていうのが市の中で発生していた

ので、これに取り組んでいかなきゃなら

んという、そういう機運とかが醸成され

ていたので、もう。まずはそこをやろう

っていう。 

 

下田 2011年の事件がありましたよね。

第三者委員会が立ち上がって、児童相談

所の責任をずっと追及されていたので。

それに名古屋市がどう立ち向かい、対応

していくのかっていう、そういう時代で

したから。背景がもう、何としてもその

児童虐待による死亡を二度と起こさない

というその感覚は、局の中ではすごく強

かったし、議会との関係も、ごく、緊密

だったということだと思います。 

 

松村 はい。例の 2011年の、名東区の中

2の男の子の事件を、やっぱり結構、名古

屋市全体にセンセーショナルに報じら

れ、議員としてもこれは何とかしなきゃ

いけないし、行政としてもしなきゃいけ

ないって、そういう空気感がすごく強か

ったっていうことですか。 

 

下田 私の中ではもう一色でしたね、そ

の頃は。 

 

松村 そうですか。そこまでだったんで

すね、その事件が持った影響性っていう

のは。 

 

下田 はい。 

 

松村 分かりました。 

 

下田 で、この前も申し上げましたけ

ど、児童相談所の責任だけにとどめるっ

ていうのは思ってなかったです。やっぱ

58



 

24 

 

り名古屋市が変わるべき。局、児童相談

所も変えるんだけど、名古屋市自身が変

わるべきだっていう発想なので。そこに

議会も加わってくれるとなると、ありが

たかったですね。 

 

松村 これ、下田さん自身の経験とか思

いっていうところに少し寄せて話すと、

自分が在任中にこういう非常に痛ましい

事件、まあ、象徴的な事件があって、虐

待に対する制度が整っていくっていうと

きの局長を経験されていたわけですよ

ね。 

 

下田 ええ。 

 

松村 これは非常に貴重ともいえること

だと思うんですけど、振り返ってみてど

んな、まず迷いとか葛藤とか苦労があっ

たんでしょうかね、このとき。第一報を

聞いてから、動きだすまでですね。 

 

下田 児童相談所ってすごい専門職だっ

て思ってたので、アンタッチャブルって

いうか、局長としても横から専門家でも

ない者があんまり口出ししたくない、出

すべきではないんじゃないかなっていう

のが、事件が起こる前の私の頭の中でし

た。事件が起こり、第三者委員会でいろ

んなことが、問題点が分かってきて、児

童相談所の苦しみというのか、足りなさ

とか、素人集団みたいな部分さえもある

ということが分かってきて。これは児童

相談所の責任もあるけど、やっぱり一番

大きいのは、名古屋市の組織のバックア

ップが全く足らないっていう、その反省

ですよね。だからもう、局を挙げてこの

問題に取り組むっていう、そういう、そ

れをみんなスタッフが理解して、ついて

きてくれましたね。本当にみんな必死で

したよね。担当部長も総務課長も、担当

の課長もみんなそういう感じでした。 

 

松村 ええ。 

 

下田 マスコミも結構、厳しかったんで

すけど、ある日からマスコミが児童相談

所の中をうろうろしているので「どうし

たの」って聞いたら、「いや、オープン

にしました」って。すごいことやるねっ

て、私はびっくりしたんですけど。その

代わり、マスコミが信用するようになっ

たんですよ。児童相談所が何もかも見せ

るもんだから。 

 

松村 マスコミを中に入れてもらって、

その実態をまず知ってもらうっていうと

ころ。 

 

下田 そうしたら、マスコミのトーンが

変わりましたね、その後。 

 

松村 そうですか。 

 

松村 この、人が足りない現状を広く社

会に知ってもらう機会にもなったわけで

すね。 

 

下田 そうですね。 

 

松村 全体としては市役所全体の定員は

減っていったとは思いますけれども。子

ども青少年局の人員、特に、今、おっし

ゃってくださった、その児童相談所の定
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員は増えていったような方向なんでしょ

うか。 

 

下田 児童相談所は増えたと思います。 

 

松村 なるほどですね。分かりました。

でも、そしたら、本当に下田さん時代、

先日お話伺ったことも含めて、いろんな

また出来事というか、効果的な、また新

しい取り組みとかが生まれたとしますけ

ど。きょうお話伺ったその母子保健と、

特に児童虐待っていう点でも、佐合さん

や石井さんの時代とはちょっとまた違っ

た、一つ新しい動きが生まれたっていう

印象を感じていますね。 

 

下田 事件が起こったのが大きくて。潜

在化していた問題が顕在化しましたね。

このことは、もう何としても現場任せに

せずに、局全体で取り組むっていう気持

ちでした。 

 

松村 なるほどですね。でも、分かりま

した。そして本当に 3代目の下田さんの

ときに、またその児童虐待とかが具体的

な事件ってことをきっかけとしながら

も、大きく転換をしていった時期ってい

う印象をすごい感じたところです。あり

がとうございます。 

 

下田 児童相談所は本当に大きく変わっ

たと思います。みんな、本人たちがもう

変わろうと思っていたからと思うんです

よ。 

 

松村 うん。もう、こういうことは繰り

返さないようにしなければならぬってい

う、そういう意識が強まり共有されてい

った。 

 

松村 分かりました。本当にありがとう

ございました。母子保健、虐待などにつ

いて、本日はお話ししてくださいまし

た。他にも話が尽きないのですが、この

あたりで終わりにさせていただきます。 

 

(了) 
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名古屋にプレーパークを立ち上げて 
 

竹村万知子さん 

（特定非営利活動法人 てんぱくプレーパークの会 

元代表） 
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 ＜プロフィール＞ 

竹村万知子さん 

1947 年東京生まれ。早稲田大学卒業後、

東京都職員として保健所、福祉事務所に

勤務。結婚して名古屋で子育ての中、チ

ューリップ幼児教室、天白公園を考える

会、天白おやこ劇場と出会い、こどもが

育つことの面白さに目覚める。1997 年、

夫と死別し、子どもたちの手が離れたの

と、期を同じくして天白公園の工事が進

み始めたため、思い切って、1 年でもいい

からプレーパークをやってみようと、名

古屋市の公園関係の方に相談した。場所

について理解を得られたので、人件費の

めどはつかないまま、当時羽根木プレー

パークで 1 年間ボランティアをしていた

青年に来てもらえることになり、1998 年

に、てんぱくプレーパーク開園にこぎつ

けた。2012 年まで、てんぱくプレーパー

クの会の代表を務める。 

 

＜参考＞てんぱくプレーパーク HP 

https://tenpaku-playpark.net/ 

 

インタビュー日時：2024 年 11 月 27 日 

聞き手：松村智史（人間文化研究科/都市    

政策研究センター） 

松村 では、竹村さん、どうぞよろしく

お願いします。 

 

竹村 よろしくお願いします。 

 

松村 まず、最初の質問というか、プロ

フィール的なところをお伺いしたくてで

すね。差し支えない、言える範囲で結構

ですので、竹村さんの生まれですとか、

出身ですとか、もしくはプレーパークに

出会うまでの歩み的なもので。お願いし

ます。 

 

竹村 分かりました。私、生まれは東京

で、世田谷区の羽根木という所で。羽根

木プレーパークが今ある所は、私が子ど

もの頃は根津山といって、根津さんとい

う人の持ち山でした。私はあんまり外遊

びする子じゃなかったけど、でも、学校

の宿題だとかなんかで虫を捕らなきゃい

けないとかっていうと、そこに行ったり

しました。大学出てからは、また世田谷

で、福祉事務所と保健所と。保健所のほ

うが先で、4 年間で、福祉事務所は本当に

半年ぐらいなんですけれども、保健とか

福祉とかには関心がありました。 

 それで、結婚することになって、突

然。夫がそれまでは東京のほうで仕事し

てたのが、日福大に移ったので、それで

私も付いて、天白のほうに住むことにな

りました。その頃は割合、天白も、ちょ

うど子どもが増えていくときで、家が

次々と建って子どもが増えてくという。

今ちょうど、その逆になってきてるんで

すけれども。それで、いろいろな活動を

してる方が多くて。私自身は天白生涯学

習センターの講座とかで、子育てや公園
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づくりなんかの講座を、奥田睦子さんた

ちが、企画してみえたのに参加しまし

た。当時の社会教育主事も優秀で、いつ

見てもロビーで住民の方と打ち合わせを

していました。それと、住宅の中で未就

園の子どもたちを一緒に遊ばせたいと。

結局、狭い団地の部屋の中で子どもと一

対一でいると、みんな煮詰まるというと

ころから、ぜひ欲しいっていう声があっ

て。砂場なんかでも、みんな遊んだりは

してたんですけれども、やっぱり天気の

悪い日もあるしっていうことで、集会室

を借りて始めたら、そのまた先生に来て

いただいた方が、すごいすてきな人とい

うか。 

 

松村 その先生というのは、保育士さん

とかってことですか。 

 

竹村 はい。元は幼稚園の先生だったん

だか、保育園の先生だったかで、経験の

たっぷりある人で、金城の幼児教育を出

られて。だから、非常に自然の中で遊ぶ

こととか子どものやりたいと思うことを

大事にするっていうところでは、もう本

当に目からうろこっていう感じで。多

分、こども NPO さんの人たちも同じ先生

で、向こうはさらに、幼稚園なんか行か

ないでこのまま続けたいって、3 歳児、4

歳児、5 歳児と続けたから、もっと学んだ

と思うんですけど。私たちはみんな、そ

れぞれ幼稚園に行ったり保育園に行った

りして。でも、2 年間とか、子ども 2 人い

ると 4 年間ぐらい、4 年間か 5 年間か、ず

っと子どもが育つところを目の前で見せ

てもらって、すごいカルチャーショック

と言うべきか、すごいことだなって思っ

たもんですから。 

 

 
 

松村 それは今お話伺ってた将来のプレ

ーパークの、自由な子どものやりたいこ

とを尊重することとも、ちょっと先の質

問になっちゃうかもですけど、関係して

そうな。 

 

竹村 つながってきます。要するに、子

どもが育つ力っていうか、子どもがやり

たいと思うことを第一にするっていう

か。それと、自然の中でたっぷり遊ぶっ

て。本当は 9 時から 12 時までの保育時間

だったんだけれども、子どもたちがどこ

どこに行こうとか言うと、そのまま一緒

に行っちゃって。それこそ真冬の、1 月の

25 日かなんかの小雪がちらつくような日

に、「東山動物園に行きたい」って子ど

もが言ったっていうんで、一緒に付いて

って、みんな。すごいもんだなと思って

ね。 

 でも、そのとき見てたら、やっぱり 3

歳、4 歳の子、3 歳児だからもうその頃 4

歳になってるんですけど、その辺の子た

ちは半袖で全然平気だし。逆に 1 歳ぐら

いの、うちの子はちょうど下の子が２歳
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前ぐらいで、一緒に連れて歩いてたん

だ。母子のグループをつくって。それこ

そ、寒いと、もう、わあわあ泣いてて

ね。地下鉄の階段、最後、帰るとき、下

りて、風が来なくなったら、ぱっと泣き

やんでね。すごいなと思って。これだけ

子どもって、1歳、2歳って、みんな同じ

ように思って、2、3歳の違いなんてそん

なに思ってなかったけど、生活の仕方に

よってこれだけ違うんだなと思ってね。 

 

松村 竹村さん自身も今お話しくださっ

た先生たちの取り組みとかに共感すると

ころがあって、そういうところを探して

いたら、たまたまそういう先生に出会っ

たって感じですか。 

 

竹村 多分、私が選んだわけじゃないん

だけど、もうちょっと上の世代の人で選

んでくれた人がいて。いい先生がいるっ

ていうんで呼んでくれたんだと思います

けれども。本当に、大人だったら「順

番、順番」って言って止めるようなとこ

ろを。それこそ、集会室の折り畳みのテ

ーブルかなんかを立てて滑り台にしたよ

うな所に、子どもたちが、わっと寄って

きて、並んでる子もいれば横入りする子

もいるんだけれども。親が慌てて止めよ

うとしたら、「並んでる子、何にも言っ

てないよ」って言われて。「だから、親

がそんなに先回りするんじゃない」って

言われてね。 

 

松村 本当にそこでは子どもが主役とい

うか、子どもがやりたいことだとか、子

どもの自由な気持ちとかを尊重しようっ

ていう、そういう保育方針があるんです

か。 

 

竹村 そうです。それはもう徹底してま

した。その代わり、割と、やるべきこと

はきちんとね。毎日やってると、子ども

たちは大きい子を見て、自然にまねして

っていう感じで。つるしている洗濯挟み

に、ハンカチやタオルを掛けるとか、お

弁当を出したりとかっていうのを、いち

いち言われなくても割と流れに沿って、

どんどん子どもたち、できていくように

なるんで、すごいもんだなと思ってね。

大人がいると何でも口で言って聞かせよ

うと思うから、すごいうっとうしくなる

んだけれども、子どもたちはちゃんと、

ちょっと大きい子がいると、すごく何で

もまねしてね。だから、最初 3歳の子を

入れてたお母さんたちが、下の子を置い

てくわけにもいかないから付いて送って

くると、そういうのをどんどん子どもが

まねしてるのを見て、「こういうのいい

ね」って言って。「親も付いてくから一

緒に連れてってください」って言って、

ついていったんですけれどね。「どこま

でついてくるかは、自分たちで判断して

ね」って言われましたが。 

 

松村 それは竹村さんのお子さんが保育

園の年齢に。 

 

竹村 上がる前ですね。だから、3歳のと

きまでですね。3歳じゃなくて、4歳にな

るまでですね。4月に 4歳になったところ

まで行ってたんですが、その後はうちは

保育園に入って。めばえ保育園って、こ

れもいい保育園だったんですけれども。
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でも、その時期は私も子どもがだんだん

手が離れたなっていう感じで、それから

先のことをいろいろ考えて。 

 その頃に奥田さんやなんかと、生涯学

習センターの講座やなんかで知り合っ

て。奥田さんの住んでみえた場所が公園

になるというので、奥田さんが、公園に

なるんだったら、せっかくのいい環境を

子どもたちの遊び場として残したいとい

うことで。その運動が『おーい天白公

園』なんです。その冊子なんですけれど

も。 

 

松村 こちらが最初のところなんですか

ね。 

 

 

 

竹村 そうですね。まだ、要するに、公

園になってない。ただ、ちょうど 1982 年

に名古屋市が公園の計画を最初に出した

んですけれども、その後バブルに入った

のかな、土地の買収が進まなくて、長い

こと、10 年ぐらい、公園予定地としてそ

のまま放ってあったんです。こんな状態

だったんですけれども、どういう公園に

したいかっていうのは何回もワークショ

ップをしたり、地図を描いたり、いろい

ろなことをやって。そこで集まった人た

ちの中に、白石公二さんっていう。これ

は造形教育やなんかをしてみえて、雑木

林研究会にも入って、あと、金城幼稚園

の園庭の整備だとか、いろんなことを手

掛けた人で。子どもと自然というところ

が共通の、そういう公園にしたいねって

いうことで。その 3 人がずっと、天白公

園を考える会から、天白公園をつくる会

にしようとかいってやってきたんですけ

れども。 

 

松村 確認なんですけれども、この公園

自体は市のものですよね。 

 

竹村 そうです。 

 

松村 この場所を公園にするに当たっ

て、市民側というか、そういう人たちが

自分たちの考えを、団体としてまとめた

のですね。 

 

竹村 提言もしました。それこそ、IPA っ

ていう子どもの遊ぶ権利のための国際的

な団体 NGO やなんかの人にも、日本で集

会か総会かなんかやったときに一緒に来

てもらって、見てもらって。この公園を

どうしたらいいかという、この土地をど

んな公園にしたらいいかという。 

 

松村 竹村さんがこの市民団体っていう

んですか、団体に加入されたのは、いつ

頃ですか。 

 

松村 ちょうど 1984 年ぐらいから。 

 

竹村 ただ、この頃はまだ下の子が 2 歳

になるかならないかぐらいだったので、

夜の会議には出られないしっていう感じ
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で、出られる範囲で参加していたってい

う感じで。 

 

松村 竹村さんの、この考える会に入っ

た思いや、こういう働き掛けをしようっ

ていう動機とか経緯というのはどこにあ

るんですか。 

 

竹村 一つは、私自身はすごい子どもの

頃はインドア派で、本ばっかり読んでる

子だったんですけれども。中学、高校の

ときに少し山岳部やなんかに、それもあ

んまり体力もなくて付いていけないこと

も多かったんだけれども、そこで自然と

か考えたのと。あと、大学生のときに、

早稲田だったんですけれども、岩手県の

小繋という所で、入会権の問題で裁判闘

争なんかしてるのを法社会学の先生やな

んかが支援してて。卒業生がそっちに住

んだりしてやっていたので、夏休みに

時々、1週間、夏休みとゴールデンウイー

クかな、私も行ったのは 2、3回なんです

けれども、そういうところで。つくづく

私も体力がないのと、何も知らないの

と、自然とか何も知らないことに気が付

いたけど。でも、すごく刺激になったっ

ていうか。そういうものが、人間にとっ

てすごく大切なものなのに、都市の生活

では切り離されてしまっている。 

 

松村 市のほうにそういう提言だとかを

するということは、当初もし行政だけで

やっていたら、子どもたちのための、そ

ういう緑がある場所が、つくられていな

かったかもしれませんね。 

 

竹村 そうですね。今の原っぱになって

る辺に野球場ができて、その向こうにテ

ニスコートができてっていうふうな、ス

ポーツ公園のイメージだったんですね、

82 年に出されたのが。それを普通だとな

かなか市民までよく知らないんだけど、

奥田さんは地権者だったので、そういう

説明を聞いて、これではいけないと思っ

て。 

 

松村 野球場とか、ある種、人工的とも

いえるものではなくて、そのままの緑と

かを生かしたプレーパークとかをつくり

たかったっていうことなんですか。 

 

竹村 奥田さん自身はそこの場所で子ど

もを育ててたもんですから。 

 

松村 天白区で？ 

 

竹村 天白区どころか、今の公園の中で

す。プレーパークの一段上がった所、そ

こで育てて。それで、子どもたちが「お

母さん、来て。今、葉っぱに露がたまっ

て、すごくきれいだよ」って言って、呼

ばれたりしてね。そういう子どもたちの

感性みたいなのにすごく感動して、そう

いうのを残したいなというふうに思った

とおっしゃっていました。 

 

松村 天白区自体は、元来、天白村とい

うのがあったようですね。1955 年に名古

屋市に編入されてからは、名古屋市のベ

ッドタウンとして、急激に人口が増えて

再開発が進んだようです。その中で、緑

を守って行こうという動きですか。 
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竹村 それこそ、私たちのとこの幼児教

室がよく遊びに行ってたのは、平針。

今、ここも農業センターなんで、農業セ

ンターの所は残ってるんですけれども、

その裏手あたりに、いつも崖滑りしてた

所がありました。相生山の辺にもあっ

て、八事裏山のほうにもあってっていう

感じでね。そういう所にみんなで遊び

に、よく行ってたりしたもんで。これは

公園になった所は残るけど、その周りは

もう全部なくなるなっていうのは感じた

ので、公園の中だけでもそういう所を残

したいし、残せるなとは思ったんですよ

ね。羽根木公園もよく知ってたから。羽

根木プレーパークができて、元の、うっ

そうとした林の感じはなくなったんだけ

れども、でも、そこの木にいろんなロー

プを掛けたりなんかして遊んだりする公

園になった。 

 

松村 私はまだ 2年前に名古屋に来たば

かりで、あんまり理解できていなくて恐

縮なんですけど、羽根木パークというの

は天白プレーパークとは全く別なんです

ね。 

 

竹村 そうです。別っていうか、モデル

にしたんですけどね。この頃はまだ世田

谷の羽根木ぐらいしかプレーパークって

いうところはなくて。まあ、プレーパー

クができたのは私がこっちに来てから後

だったんで、知らなかったんですけど。

いとこやなんかが行ってるよっていう話

だったんで、資料を送ってもらったりは

したんですけれども。 

 

松村 じゃあ、世田谷に昔、お住まい

で、学生時代も早稲田で東京とかにいる

ときから、もう。 

 

竹村 羽根木のプレーパークができたの

は 1972～1973 年頃だと思うんで。 

 

松村 ただ、存在は知っていて、ここを

モデルにしたということですか。 

 

竹村 そうですね。もうこの頃から羽根

木には視察がものすごく全国から来てま

した。 

 

松村 そんな有名な場所だったんです

ね。 

 

竹村 16 ミリの映画やなんかも撮った人

がいたりしてね。知られてはいたんです

が、知ってる人には。 

 

松村 そこを一つモデルにしてやってい

こうっていうのは、奥田さんや竹村さん

たちの、グループの共通の思いとしてあ

ったわけですか。 

 

竹村 そういう感じですね。共通のイメ

ージとしては、そういう感じ。それが、

いつ来て、いつ帰ってもいいっていうこ

と、常設でということ。あと、子どもが

やってみたいことを自分の手で実現でき

るっていうことと。そういうことを大事

にしたいっていうことなんですよね。本

当に子どもの日常の遊び場として、いつ

でも誰でも、子どもだけで来られるって

いう場所。もちろんちょっと離れてる人

は子どもだけでは来れないし、乳幼児っ
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ていうか、あんまりちっちゃい子は一人

では来られないから、お母さんと一緒に

なるんだけども。テーマパークが「ハ

レ」の遊びとすれば、プレーパークは

「ケ」の遊び場なんです。 

 

松村 時代的には、この 80 年代って、ま

さに再開発だとかってことがどんどん進

む一方で、お母さんたちだとか、市民活

動とか、ちょっとそれに反対の声も全国

各地で上がっていた時代ですよね。 

 

竹村 そうですね。実際に遊んでいた所

が、開発されて、なくなったとかね。で

も、そうは言っても、他人の私有地は何

ともならないけれども、せめて公園とか

にでも造りたいねって。ただ、まだこの

時期は本当に視察にはいっぱい来るけど

も、実際、次が動かないでいたんだけれ

ども。その後、川崎だとか富士とか仙台

とか、それぞれに、種はまかれていった

っていう感じですね。 

 

松村 全国各地でプレーパーク的なもの

を造ろうとか、緑を大切にとか、子ども

が本当にしたいことをさせようという声

が強まったその当時に、各団体間でのネ

ットワークとか協働っていうのはあった

んですか。 

 

 

 

竹村 最初の頃は、IPA っていう国際組織

の日本支部の中に「冒険遊び場情報室」

というのができて、その IPA の最初の日

本支部長が、羽根木を始められた大村璋

子さんという方で。2 代目の支部長が奥田

さんだったんですけどね。でも、もう今

は「NPO 全国冒険遊び場協会」として、ず

っと続いています。 

 

松村 IPA っていうのが国際レベルでの、

プレーパークとか緑の中での子育てとか

を提言してるネットワーク。 

 

竹村 ていうか、最初は、IPA は国際プレ

ーグラウンド協会だったのかな。それ

で、プレーパークの最初は、デンマーク

のエンドラップの冒険遊び場っていう、

戦後すぐの頃、廃材遊び場で、子どもた

ちがいきいき遊ぶのを見た、イギリスの

アレン夫人が紹介し、その後子どもの権

利条約の制定もあって、「遊ぶ権利のた

めの協会」と改名しました。 

 

松村 わかりました。 

 

竹村 ヨーロッパの冒険遊びを見て、大

村夫妻が、IPA の日本支部というのを立ち

上げられたと理解しています。 

 

松村 IPA については、後でネットとかで

も調べてみますけれども。じゃあ、その

精神を体現したというか、そこに共鳴す

る形で。 
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竹村 日本で非常に発達したみたいです

けどね。日本の子どもたちや、子育ての

問題点に応えるものだったのかな。 

 

松村 日本の中でも、こういう全国各地

でプレーパークとかを推進されていらっ

しゃる方で、ネットワークづくりという

か、横のつながりだとか、意見交換をし

ているケースは。 

 

竹村 30 年ぐらい前かな、今から。多

分、全国集会を開いて、急速に広がった

んだけれども。ただ、常設っていうの

か、週 4回以上開くというのはなかなか

難しくて。行政からの何らかの支援がな

いと。羽根木では、運営は住民、土地と

人件費は行政という風にできたときから

していましたが、うちは見切り発車で突

っ走ったもので，交渉力不足で。 

 

松村 補助金とかそういうことですか。 

 

竹村 そういうことですね。プレーワー

カーの人件費です。だから、そういうシ

ステムができないと続かない所が多いの

かな。 

 

松村 すぐに NPO 法人としてスタートし

たんですか。 

 

竹村 いえ、98 年にプレーパークができ

たんですけれども、その前は天白公園を

考える会とか天白公園をつくる会という

形で、学習したり提言したり。 

 

松村 NPO ができる前ですね。 

 

竹村 そうです。NPO はこの段階ではまだ

できてなくて、98 年では。2019 年になっ

て、やっと法人格を取得したんです。 

 

松村 任意団体で、法人格はなかったっ

てことで。 

 

竹村 そうなんです。事務仕事が増える

から、とても。ちょっとやめとこうとい

うことで。1998 年はちょうど NPO が次々

できてた年なんですけどね。何しろ「と

りあえず 1年やってみよう」と始めたの

で。 

 

松村 てんぱくプレーパークさんは、任

意団体として、98 年にできて。そのとき

竹村さんはどういったお立場で。 

 

竹村 そのとき私が代表で、とにかくも

う言い出しっぺだからっていう感じで。

できるだけ現場にいようと思って。何が

起きるのか、何も起こらないのか，自分

の目で見たいと思って。 

 

松村 それで、奥田さんだとか、白石さ

んとか。あと、全国とかと連携しながら

ってことで。 

 

竹村 全国はまだ、その頃は IPA を中心

にっていう感じだった時代なんで。で

も、最初の冒険遊び場全国集会、開かれ

たのが 2000 年頃だったかもしれないです

ね。 

 

松村 このインタビューの趣旨である、

その当時の思いとか葛藤とかっていうお
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話で言うと、公園の中でそういう場所を

つくりたいっていうのが、まず、思い。 

 

竹村 それも常設でっていう。要する

に、多いのは週 1回とか、月 1回とかだ

ったら誰でも始められるんですが、それ

だと、それで始めた人の子どもが大きく

なったら、自然と関心も少しずつ移って

くし、それがうまく引き継がれることが

難しいんですよね。だけれども、とにか

く常設でプレーワーカーがいてだった

ら、何かしらっていうか、そこで人が育

っていかないとしょうがないかなという

ので、それで無理して始めたんですけれ

ど。 

 

松村 基本的なところで恐縮ですが、プ

レーワーカーって、どんなことをするん

ですか。 

 

竹村 一番のプレーワーカーの仕事は、

毎日っていっても、われわれ、せいぜい

週 4日しかできないんですけれども、月

に 20 日ぐらいがせいぜいですけども、と

にかく、その場にいつでもいる人なんで

すよね。子どもたちが来て、本当に命に

関わるような危険があるときは対応する

し、子どもがけがしたりすれば、親に連

絡したり、救急車を呼んだり、病院に連

れてったり、そういうことはするんです

けれど。それと、あと、子どもが遊びた

いなとなるような雰囲気をつくるってい

うことが仕事なんでね。 

 本当は若い子で、わあっと、まだ本人

も子どもの気分が抜けないような未熟さ

もあって、熱量もあってっていう子がい

いと最初は思ったんですけれども。それ

は確かなんで。誰か大人が常に出られる

状態でありさえすれば、それでもやって

いけるんじゃないかという、プレーワー

カーを 1人で、取りあえず 1年間やって

みようかっていうことで始めちゃったん

ですけれどもね。でも、本当はプレーワ

ーカーが 2人以上いないと、つまり、大

人が常に出てるっていうのはかなり大変

なので。 

 私は、2、3年はずっといようかなとは

思っていたんだけども、開園するときに

はね。だけど、それでも、私でも、病気

のときもあれば、気が乗らないときもあ

るかもしれないんで。あるいは、どっか

に遊びに行きたかったりするかもしれな

いんで。そういうときに出てくれるって

いうか、そういう大人は何人か確保しな

いと始められないなということで、世話

人さんという形で。それでも、本当は土

日、空けたいんだけれども、土日を全部

空けるのは、子どものいるお母さんにと

ってはちょっとつらいので。家族でどっ

か出掛けたいときだってあるし。それ

で、あんまり無理のないようにというの

で、平日 4日間の開催に、土日は月 1回

ぐらいとかいうふうな。それも結構いろ

んな状態で変わってはいったりするんで

すけど。柔軟といえば柔軟、いいかげん

といえばいいかげんな感じでやってたん

です。 

 最初の頃はプレーリーダーって言って

たんです。羽根木でもプレーリーダーだ

ったんです。でも、だんだんとみんな

が、リーダーって言うとレクリエーショ

ンリーダーみたいなイメージを思い浮か

べちゃうし、どうなのかなっていうん

で、だんだんとプレーワーカーを使う所
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が増えたんですけど。うちは別にプレー

リーダーでもいいんじゃないという感じ

で、そのままプレーリーダーって言って

たんだけど。あるときに、その時のプレ

ーリーダーの人が、他の人たちはみん

な、子どもからはニックネームでってい

うか、それも子どもが付ける場合もある

し、本人が「こう呼んで」って言う場合

もあるんだけれども。その人の場合は年

齢もちょっと上だったし、プレーリーダ

ーと呼んでほしかったのか。自分の呼ん

でほしい名前っていうのを言わないで、

勝手に名前付けられたら、それも気に入

らなかったみたいで。どうもお母さんた

ちにリーダーと呼ばせてるみたいなん

で、それはちょっとまずいかもしれない

なっていう感じになって、うちもプレー

ワーカーにしたんですけどね、そのとき

から。 

 

松村 最初の質問として、竹村さんのこ

れまでの歩みですとか、まず、これが立

ち上がるまでの思いっていう質問は取り

あえずできましたけど。一回、休憩しま

す？ どうですか。 

 

竹村 そうですね。どっちでもいいんで

すけど。 

 

松村 じゃあ、もう一問、大丈夫ですか

ね。このまま続けさせてもらいますけれ

ども。実際にスタートしたプレーパーク

ですけれども、素朴な疑問として、子ど

もたちって普段、学校があるわけじゃな

いですか。週 4日とかっていうのは、放

課後なのか。つまり、質問の趣旨として

は、プレーパークという場所がどういう

場所なのかっていうことを。私の不勉強

もあって、はっきりとしたイメージが、

まだ浮かばなくて。その意味合いとか

も、時代によって変わってきているので

あれば、それも踏まえて、ちょっとお話

しいただいてもよろしいですか。 

 

竹村 一つには、始めてみたら、プレー

パークっていうのは小学生の遊び場とい

うふうに周りから受け止められて。しか

も、まだ今みたいに公園として整備され

る前だったから、山の中に怪しい人がぽ

つんといる。小屋は建ててもらったんだ

けれども、なかなか来なくて。それで

も、小学生が 2、3人で来て、気に入った

らクラスの子をみんな連れてきたりと

か、そういうのはたまにあったりするん

ですけど。それこそ雨が降ると、3日ぐら

い誰も来ないねっていう日もあったりし

てね。3日目ぐらいで、こっちももう、

「これできょうも来なかったら、明日ま

た雨だったら休もうか」って言ってた

ら、その日になって常連の子が数人来て

ね。やっぱり子どものほうも雨が続いて

飽きちゃってたみたいで、なるほどと思

ってね。 

 

松村 その場に来たら、鬼ごっことかな

んかする感じですか。すみません、全然

イメージがなくて。 
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竹村 鬼ごっこは自然に始まったのか

な。プレーワーカーによっても、学生時

代、小学生と一緒に遊ぶサークルに入っ

てて、小学校の先生になりたいっていう

希望で、でも、試験に落ちちゃったか

ら、1 年間やるっていうんで来たんだけれ

ども、結局 3 年間やってたんだけど。そ

の人なんかは子どもも誘いやすいのか、

「鬼ご、しよう」って言ってね。それが

遊具の上を走ったり、「山おにご」とい

って山の中を走りまわってすり傷だらけ

になったり。われわれから見るとすごい

なと思うような遊び方してたけれども、

鬼ごっこもするし。 

 それから、最初のときのプレーリーダ

ーなんかは工作をしたりするのが好きだ

ったから、自分で、他の人が、子どもた

ちが何をしてようと、太鼓かなんかを作

るんだって言って。大きな丸太の太いの

が残ってたんで、切った輪切りにしたの

があったのを、これを太鼓にするって言

って、上で炭を燃して、時間が長くかか

って作ったね。もうちょっと細かい木工

みたいなのをやったりして、マイペース

で割と遊んでて。子どもたちは子どもた

ちで、それはそれで時々ちょっかいをか

けたりしながら、子どもたち同士で遊ん

だり。いろんな道具があったりするか

ら、火もたけるしっていうこともあっ

て、土も掘れるしっていうことで。 

 ただ、最初は子どもはみんな、そんな

ことやっていいかどうか分かんないから

遠慮してるけど、だんだん、みんなやっ

てると、どんどん遊びは広がってって。

だから、最初の 1 年間はかなりプレーワ

ーカーの人もつらかったと思いますけど

ね。子どもが、わあーと遊んでる状態じ

ゃないから。 

 

松村 その場には遊具とか、この写真に

あるような火をおこす何かだとか、いろ

いろあるんですか。 

 

竹村 炉は作ってあって。コンクリート

ブロックやレンガを積むだけなんですけ

どね。だんだん、そうしたら、下がどん

どん土が焼けてきちゃうから、レンガを

下にも敷こうとかね。そういうのもだん

だんとできてって。それから、ノコギリ

だとか、くぎだとかがあって。金槌とか

ね。そういうのを使って遊び始める子も

出てくるし。あと、シャベル、スコップ

もあったりするから、穴を掘ったりと

か、だんだんとは広がってきたんですけ

ど。最初の 1、2 年は、最初の 1 年目は特

に、みんな何をしたらいいんだか分から

ないというとこはあったんですけどね。 

 あと、要するに、日中、子ども、学校

に行ってるわけですけど、就園前の子ど

もは暇なわけなんで。それで、最初は

「森のひろば」にしたんだっけ、「森は

友だち」っていう名前にしたのかな。そ

れは生涯学習センターかなんかを通じ

て、最初は募集をかけたんだけれども、

その後は口コミやプレーパークの張り紙
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で募集をして。要は、集まって、おやつ

を作って食べるというのがメインで、あ

とは勝手に遊んでてっていう感じで。そ

れこそ、小さい子だと何してでも遊べる

し。感想のアンケートで印象的だったの

は、“「おやつ」（昼ごはんになる）が

楽しみ”、“自然の中で食べたり遊んだ

りするのが新鮮”と並んで、「ここでは

子どもにダメって言わないなくていい」

が上位だったこと。 

 

松村 ここで、プレーワーカーはコミュ

ニティーワーカーでもある、人と人とを

つなぐっていう、この辺を教えていただ

けますか。 

 

竹村 教えていただけるっていうほどの

あれじゃないけど、やっていてすごく思

うのは、こうやって遊び場をつくってお

母さんたちが集まってると、だんだんと

コミュニティーができてくるんですよ

ね、その中で。それもあるし、近所の公

園を散歩してるおじいさんや、イヌを連

れて散歩してるおじいさんが、集まって

というほどじゃなく、1人ずつやってき

て、おしゃべりして、お茶飲んで行った

りすることもあって。小学生や中学生も

来るし、いろんな世代の人が集まれる場

所として。ここにも誰かが書いていたけ

れども、プレーパークの良さについて高

校生だったかが書いてたのが、いろんな

人に会える、非常にいろんな人がいるっ

ていうことを言っててね。結局、それを

つないでるのはプレーワーカー。いつも

いる人なんですよね。 

 

松村 プレーワーカーっていうのは、本

当に純粋に、目の前の子どもと遊んだり

するだけではなくて、プレーパークって

いう場にいらっしゃった、様々な方々を

つないでいったり、その架け橋になった

りするような、そういう役割も担ってい

るってことですか。 

 

 

竹村 そういうことです。公園っていう

のは実はいろんな人がいて。本当に困っ

ちゃう人もいるんですけどね。うちなん

かでも、小屋を 3回、荒らされて、最後

は火をつけられたんでね。でも、困って

る人やいろんな人を、退屈してる人も含

めて。中には怒鳴っていく人もいるし。 

 

松村 第一義的には、自分のイメージで

は子どもです。子どもが来るんだってい

うイメージは、それはあると思うんです

けど。 

 

竹村 それはもう中心なんですけれど

も。 

 

松村 それ以外の大人や高齢者とかもそ

の場に来るんですか。そこら辺、非常に

興味があるので。一体、そういう人たち

がどういう経緯とか目的で、その場に集

まって来るんですか。 

 

竹村 それはすごくいろいろなんです。

要するに、午前中やなんかで特に何もし

なくて暇な時間なんかに、プレーワーカ

ーいれば、散歩してるおじいさんの中に

は話してくる人もいるし。だんだんこっ

ちも名前も覚えて、イヌの名前も覚え
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て、ゲンキのおじいさんとか。イヌの名

前がゲンキで。中には、それで、ここを

もうちょっと切ってやろうとか、手入れ

してくれたりする人もいるし。掃除して

くれたり、草刈ってくれたり、落ち葉掃

いてくれたり、そういう人もいるし。中

には、確かに、子どもが投げた泥団子か

なんかの中に石が入ってて、眼鏡が傷つ

いたっていって苦情を言われたこともあ

るし。いろんなことがありますけどね。 

 

松村 プレーパークっていうのは、子ど

も、親子連れしか入っちゃいけませんよ

っていう場所ではなくて、いろんな人た

ちが、そこでいろんな人たちを呼び込ん

だりだとか、その中で交流とかが生まれ

たりする場でもあるのですか。 

 

竹村 そんなに積極的に呼び込むってい

う感じとも違うかもしれないですけど。

公園というのは、通り過ぎる人も含め、

多くの人が利用するところなので。 

 

松村 自然に。 

 

竹村 来る者、拒まずだし。 

 

松村 そこら辺は、竹村さんの最初のき

っかけとしては、自分の子どもの経験だ

とか保育士さんの経験から、緑の中で育

まれる子どもたちっていうのがまずあっ

たと思うんですけど。そういう地域の中

での交流の場とかっていうことも、徐々

に意識されるようになった感じですか。 

 

竹村 それは奥田さんなんかがむしろ非

常にいろんな勉強された方なんで、子ど

もを 1人育てるには一つ村がいるってい

うふうにおっしゃって。どっかのヨーロ

ッパのほうの格言かなんかかもしれない

ですけど。私も出典はよく覚えてないけ

ど。それはそうだなと思ってね。最初か

ら羽根木も多分、羽根木はうちより 20 年

ぐらい早く始めてるから、ずっと先に進

んでたんで。それこそ近隣とのトラブル

ももちろんあるけれども、その中で非常

に面白い出会いもあったりするみたい

で。 

 

松村 そういうとこは面白いですね。子

どもが一人ひとり育つ上で、いろんな大

人との交流とかが必要だっていうか。 

 

竹村 いろんな世代の人が。 

 

松村 さっき言ったように、多分、天白

区の辺りは、戦後の再開発で，人口が急

激に増えた地域でもあると思うんですけ

ど。 

 

竹村 そうです、天白区は来年 50 周年に

なります。 

 

松村 その中で、これは私の憶測ですけ

ど、もしかすると、かつてはあったかも

しれない地域のコミュニティーだとか、

地域の中で、一人ひとりの子どもを、い

ろんな大人が支えたりとかしていたの

が、ちょっとずつ崩壊というか、そうい

うのが衰退していく中で、こういう場が

必要となってきたっていうところもあっ

たりするんですか。 
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竹村 古い農村の絆はあったとは思うん

です。お祭りやなんかがあった時、そう

いう所には、餅まきするって言ったら地

域の人もみんな来るんだけれども。準備

するのは地元の人で大変そうですが。た

だ、本当に新しく入ってきた人たちは、

最初のうちは皆さん、お友達を求めて。

それが文庫の活動になったり、自主保育

や幼児教室みたいな形になったりしたん

だと思うんですけど。 

 

松村 竹村さん自身も結婚されてから名

古屋にってことだったので、特に天白区

は、どちらかというと若い子育て世代

が、外から入ってきてた人が多分いたと

思うので。必ずしも名古屋に地縁、血縁

とか、友だちとかがない方たちも、ここ

で出会って交流とかしてたっていうこと

ですか。 

 

竹村 そうですね。今でも新しく入って

こられる方は、よそから来た方も多いで

すからね。 

 

松村 そうすると、プレーパークが、全

国各地に数ある中でも、名古屋の天白区

って、再開発でいろんな所から入ってく

る人たちの中でこその意味合いみたいな

ものもありそうな感じですかね。 

 

竹村 でも、どこも多かれ少なかれ、そ

ういうところはあるような気がします。

横浜あたりでもそうだし、東京の世田谷

でもね。まだ、あの頃は、家が建ったり

してた時代だとは思いますけど。 

 

松村 どんどん人口が流入して、どんど

ん新しい新築とかアパートとかに人が入

っていく中での、新しい子どもたちとか

地域住民の交流の場みたいな、そういう

側面もあったっていうことですか。 

 

竹村 そうだと思います、多分。実は最

近、ブレイディみかこさんっていう人が 

が書いた小説で、『リスペクト』ってい

うのがあるんですけど。あれで、お母さ

んたちが、あの場合は家を占拠する。家

を追い出されてなんですけれども。集ま

っていろいろやっていくうちに、いろん

な人とつながっていくっていう。そこが

似たところがあって。私はあの本を読ん

で、プレーパークと近いものを感じるな

って思ったんですけどね。もちろん、要

求も違うし、展開も違うけれども、その

中で、本当におじいさんたちで、いろん

な技術を持っていて、いろんなことでき

るんだけど、生かしきれてなかったよう

な人たちが生き生きとして働くところや

なんかはすごく、いいところだなと思っ

てね。 

 

松村 プレーパークでの文脈で言うと、

地域の中で住んでて、もう引退とかした

おじいさんとかで、例えば、物が作った

りするのが得意とかの人たちが、ちょっ

と。 

 

竹村 そういう人は結構います。みん

な、空いている時に言葉を交わしたのが

きっかけで。 

 

松村 その人にとっても、自分を発揮っ

ていうかね。 
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竹村 そうですね。こま回しだとかね。

おじいさんよりも、もうちょっと若い世

代、20～30 代の人のほうが、こま回して

練習したりすると、すごくうまくなっ

て、みんなが、わあー、すごいっていう

感じになってね。 

 

松村 そうすると、本当に 80 年代、90 年

代、天白区の辺りが急速に発展していく

中での、新しい地域のつながりとか交流

の場になっていたんですね、プレーパー

クが。 

 

竹村 そうだと思います。 

 

松村 プレーパークが、子どもの居場所

になるという感じもあるんでしょうか。 

 

竹村 そうですね、やっぱり、家庭にも

学校にも居場所がない子どもたちってい

うのは、多いんですよね。その全ては来

ないとは思うんですけれども、外に出

て、近くに天白公園がある子やなんかは

遊びに来る子は結構多くて。実は最初の

頃、羽根木やなんかでは、中学生やなん

かがすごい大勢で、くぎ刺しなんかして

遊んでるのを見てね。そのときに中に一

緒に入ってた子が、プレーワーカーにな

って来てくれたの。最初、初代のね。呼

んで、来ていただいたんだけれども。そ

のときはボランティアで、V365 ってい

う、1年間ボランティアがその頃はまだあ

って。つぶれちゃったんですけどね。そ

れで来てた子が、それが終わって予定が

ないっていうから、じゃあ、来てくださ

いって言って、お願いして来ていただい

たんだけれども。 

 そのときには、一緒に遊んでる中学生

のこと、特には何とも思ってなくて、た

だ、中学生がこういうふうに遊んでると

いいなあと思っただけなんですけれど

ね。しばらくして、小学生で来てた子た

ちが、3、4年して中学生になったりし

て、相変わらず来てくれる子どもってい

うのは、結構、障害があったり、家庭の

事情があったり。障害も、重い障害だと

ちょっと無理なんですけど、軽い障害の

子が。全部じゃないですけど。「最初に

思ってた中学生のイメージと違うわ」っ

て言ったら、そのときのプレーワーカー

が「それは間違って思ってただけです」

って言われたけど。いろんな子がいる

し。逆に、外に居場所があって、外でし

なきゃいけないことがいっぱいある子

は、なかなか遊びに来れなくなるけれど

も、そうじゃない子が遊びに来てくれる

のかなというのは感じましたね。 

 

松村 今の、外とおっしゃるのは、プレ

ーパーク以外に。 

 

竹村 以外の場所ですね。例えば、学校

で成績が良くて受験をしなきゃいけない

とか。そういう子とかは、なかなか来る

暇がないですよね。 

 

松村 そうすると、学校とか塾、習い事

とか、部活とかに属していないような人

たち。 

 

竹村 のほうが来やすいみたいですね、

中学生ぐらい。 
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松村 すると、そういった子どもたちの

受け皿って言ったらちょっと変かもしれ

ないですけど、受け皿っていうか、居場

所になっていたところがある。 

 

竹村 それはあると思います。 

 

松村 そこは意図されてた？ 

 

竹村 最初は、そこまでは意図はしてい

なかったですけど。ただ、最初の頃に来

てた子たちでも、誰だったかな。夏休み

の朝一番に来てて、「どうしたの」って

言ったら、お母さんとけんかして飛び出

してきたんで、きょう、ここが休みだっ

たらどうしようかと思ってたっていう子

がいてね。その子はあんまり深刻な問題

のない子だったけど、そういう子でもや

っぱりそういうことがあるし。まして、

学校ではしょっちゅう、いじめられてる

とかね。軽い障害があったら大抵、そう

なるんですけれども。 

 

 

 

松村 そうすると、そういう子どもたち

の、駆け込み寺的な、一時的であれ、身

を置くとか、その中でプレーワーカーと

か違う大人が、自分を気に掛けてくれ

て、相談できるような場でもあるってい

うことですね。 

 

竹村 そういうことですね。ごく普通の

お母さんたちでも、これまた向き不向き

があって、中学生たちとすぐ仲良くなれ

るお母さんもいるし。お料理のすごく上

手なお母さんがいて、お母さんのほうも

いろいろなんだけれども。そういう意味

で、逆に、いろんな人が、いろんないい

ところがあるっていうことを、実感でき

るのがよい点だなと私自身が思いまし

た。他の所だと単一の尺度で測られるこ

とが多いけど、いろんなことができる人

がいて。 

 

松村 そういう場所に、不登校なり、ち

ょっと学校に居場所がないとか、家庭の

不和な子が、そういう子どもたちが来る

じゃないですか。そういうときに、学校

に行きなさいだとか。 

 

竹村 それはないです。それは言わない

というのは、よそを見学したりして、そ

れは言わないことにしようとは話してま

した。 

 

松村 悩み事とか困り事を向こうから相

談してきたら、ちょっと聞く程度の感じ

ですか。 

 

竹村 そうですね。向こうから言ってき

たら聞くけど、こっちからは詮索しな

い。 

 

松村 一番いいかもしれないですね。 
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竹村 だって、そうじゃなきゃ、こっち

だって困るし。本当に、障害があったり

して就職するのも難しいような子やなん

かは、子ども・若者相談センターに紹介

したり。 

 

松村 金山のですよね。 

 

竹村 そう。今、金山なのかな。前は栄

のほうだったんだけどね。まだ栄の頃だ

ったけど。それ以来、そこもずっとフォ

ローしてくれてるけど。私も、その子だ

けは、長い付き合いだから、月 1回ぐら

い、今でもお茶飲んでるけど。 

 

松村 そういう気になる子どもたちの情

報とか、プレーパーク、もしくは竹村さ

んたちスタッフの中で共有というか、何

かされているんですか。 

 

竹村 プレーワーカーには一応、共有し

ますが。人によっていろいろ。だから、

今どのくらい共有してるか分からないけ

れども、今は理事会で、昔は世話人会だ

ったんだけど、それだと、そういう話を

あんまりしないほうがいいかなっていう

人もいるしね。考え過ぎちゃうっていう

か、入れ込み過ぎちゃうかなとかいうこ

ともあるし。 

 

松村 難しいですね。学校的な指導をす

る場だと、多分、子どもも来づらいだろ

うし、そこまで子どもも求めてないかも

しれません。 

 

竹村 そうです。むしろ、そういうこと

がないから来られるんだと思います。 

 

松村 いい意味で、ほったらかす、過剰

に介入とか指導されないってことですよ

ね。 

 

竹村 そういうことです。ただ、ちょっ

と心配かなと思う子は、みんな気が付い

て見てる人が多いんだけどね。私なんか

は気が付かないほうだからね。夏なのに

いつも長袖着てるとかいうのを、気が付

く人は気が付いて、リストカットしてる

んじゃないかっていう。そういうのは私

は全然、気が付かないから、ずっと後で

聞いて、教えてもらったんだけどね。 

 

松村 でも、ちょうど 80 年代、90 年代っ

ていう、日本の学校の中でも、例えば、

校内暴力とか、いじめとか、虐待とか、

そういうことがどんどん社会問題になっ

た。その背景には核家族化とか、いろん

な日本の社会構造の変化もあると思うん

ですけど、そういった子どもたちの受け

皿になっていくような性格をプレーパー

クとしても強めていったのですか。 

 

竹村 強めていったわけではないです。

どんな子でも受け入れるという話で。不

登校の子とかも。 

 

松村 繰り返しになりますが、天白区

は、名古屋のその当時の歴史的な変化の

観点で言うと、新しい人たちがどんどん

外から入ってきたエリアだと思うんです

が。その中で、どちらかというと、孤立

してる家族だとか、ネグレクト的なママ
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とかもいる。そういう人たちも、ここに

来たりとか来なかったり。 

 

竹村 そうです。それは、何人かは間違

いなくいますし、そうじゃなくて、特に

何も言わない子は分からないけれども。 

 

松村 お母さん、お父さんっていう、保

護者とプレーパークの関係性ってどうな

んですか。 

 

竹村 乳幼児からお母さんが連れてきて

るところは大体、お母さんも気に入って

来るし、お父さんも誘って、土曜、日曜

やなんかのときに来るっていうのがあり

ます。ただ、要するに、ちっちゃい子、1

人で帰れない子、けんかして嫌だと思っ

ても、帰れない子を送っていくのは無理

だから、それはおいてったらそのまま迎

えに来るまでここにいるしかないけど。

それはそれでかわいそうだからと言っ

て、親には説明するんですけどね。自分

で帰れるとこの子だったら、けんかして

帰っちゃうっていう子は当然あるんだけ

れど。池に落ちてずぶぬれになった近く

の小さめの子を、送って行ったこともあ

りますが。 

 

松村 親同士のコミュニティーって、で

きたりするんですかね。というのも、名

古屋でも、特にこの地域は、外から移っ

てきた方たちが多いので。このプレーパ

ークの中で、お母さん同士のコミュニテ

ィーができたりとか、悩み事を相談した

りとかっていうのもあったりしたんです

か。 

 

竹村 乳幼児のグループ、今は森のひろ

ばだったかな、森のひろばでは、そうい

うのは多いです。ただ、前は 10 回がひと

まとまりで、お昼ご飯っていうか、おや

つっていうか、作る当番のグループは最

初のときに決めて、献立も自分たちで考

えて作ってもらったりしてたんだけど。

それで、10 回ずっと同じ顔で顔合わせす

るんで、割と仲良くなる人もいるし。難

しくなる人も絶対ないとは言えないです

けど。 

 

松村 プレーパークのほうで主催して、

そのまま交流会みたいな形っていうより

かは、そういう。 

 

竹村 だから、乳幼児の、今は森のひろ

ばか、森のひろばは一応、こちらがセッ

ティングして。10 回だけあれするけれど

も、その後、気に入った人が、ここの雰

囲気が好きっていう人は世話人やなんか

で残ることも。そうでなくても、幼稚園

が終わった後、遊びに来るとか、そうい

う形でつながっていくので。ただ、コロ

ナのときにやっぱり森のひろばが続けて

はなかなかできなくて、ばらばらにした

りしたもんだから、今どこまで続いてる

かよく分からないけれども。そうやっ

て、逆にスタッフはみんな、森のひろば

やなんかから、それから、幼稚園の後、

遊びに来たり、子どものために来てた人

たちが多いけど、中にはすごく気に入っ

て、その後、世話人になったりして。 

 

松村 森のひろばで、乳幼児は何をして

るんですか。 
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竹村 就園前の子どもたちだから、1、

2、3歳児ぐらい。中にはもっとゼロ歳か

ら来て、その辺のブルーシートの上で寝

転がしてたりするんだけど。 

 

松村 それはプレーパークとはまた別の

団体が近くでやっている。 

 

竹村 その分はプレーパークが主催し

て、募集して、それでやってるんですけ

れども。 

 

松村 竹村さんのところで、そういった

学齢期というか、子どもたちに。 

 

竹村 お知らせっていうか。それは別

に、そんなに大したお知らせするわけじ

ゃなく、掲示板に貼ってたり、せいぜい

幼稚園のお母さんの口コミだったりする

んですけどね、弟や妹が。最初の頃は、

近くの学校にお願いして、教室の後ろに

チラシを置いてもらったりしたけど。最

近は、インスタや HP ぐらいかな。学校で

のクチコミが一番大きいかな。 

 

松村 分かりました。あと、今、虐待と

か、発達障害とか、いじめとか、そうい

うケースが増えてきたっていうところ

で、関係機関と連携と人生の伴走者にな

るって、これ、どういうことですか。 

 

竹村 それは、これがどこまでできるか

は別なんだけれども、さっき言ったよう

な、軽い障害やなんかがあって、就職や

なんかがうまくいかなかったり、職場で

ストレスが多かったり、いろんなパニッ

クを起こしやすいような子たちなんです

けど。私たちから連絡を取っている人

も、そういう子が多いけれども。それは

両方とも女の子だからね。男の子だとま

た難しいんですよね。ちょっと違う難し

さがあるのかな。でも、公式でなく、い

ろんなつながりはそれぞれあります。 

 

松村 その関係機関は、子若センターの

ように、こっちからつないで相談する所

ですか。 

 

竹村 一緒に行って。親があんまりそう

いうことに熱心でないっていうか、障害

があることをあんまり認めたくないって

いうことがあるんだと思うんだけれど

も。だけど、普通にではちょっと難しい

かなというような場合は、長い付き合い

ができてるわけだから。だから、そうい

う付き合いのない人はなかなかできない

んだけど。 

 

松村 付き合いが長いと、やや踏み込ん

だ、ソーシャルワーク的なこともできな

くはないってこと。 

 

竹村 そうですね。あと、私たちでずっ

と仕事まで探すのは難しいので、子若に

一緒に連れてって。子若も前のところは

すごく人間関係を大事にして。ずっと向

こうも伴走してくれるんだけれども。私

も月に 1回ぐらい、向こう、彼女から電

話があったり連絡があったりすると、一

緒にお茶飲んで、おしゃべりしたりする

んだけど。そうすると、時々パニックを

起こしそうなときやなんかに、落ち着く

かなっていう程度です。その程度です、

できることなんて。 

80



 

 

松村 いえ。そういう点で言うと、人生

の伴走者としての。 

 

竹村 そういうことなんですよね。 

 

松村 本当に子ども期だけではなくて、

その後の人生でつながっていくケースも

あるってことなんですね。 

 

竹村 そうですね。それは別にシステム

としてしっかりできてるわけではないけ

れども。 

 

松村 それぐらいの長い付き合いとか、

個人的信頼関係が深まっている場合に

は、そういうこともあるっていう。 

 

竹村 そういうことですよね。 

 

松村 例えば、虐待とかネグレクトと

か、さっきの長袖であれば虐待を疑うと

かリストカットっていうことは、スタッ

フさんたちも勉強とか研修をしている？ 

 

竹村 あんまりしてなくてね。だから、

私自身気が付いてなかったぐらいでね。

みんなに、気が付いてなかったの？って

叱られたんだけれども。 

 

松村 でも、本当に、より多様な子ども

たちの場所にもなっていったってことな

んですね。 

 

竹村 児相に相談したのは、羽根木でも

そうだったみたいですけれども、話を聞

くと。夜、帰る時間になっても帰りたが

らない。全然、いつまでたっても帰ろう

としないっていうような子が、時々ある

んですよね。そんなに深刻でなければ、

朝に喧嘩して鍵を持たずに家を飛び出し

て、まだお母さんが帰ってこないからっ

ていうのは。あまり夜遅く、ここに 1人

でいるのも危ないからっていうんで、住

宅まで送って行って、その子のお母さん

が帰ってくるまで待ったりしたことはあ

るんですけどね。冬の寒い時期とか、ち

ょっと心配で。エレベーターも前に変な

オジサンが乗ってきたので、怖かったと

か聞くとね。 

 あと、児相に通報したのは、やっぱ

り、夜、帰らないで。前の晩はそこで野

宿したとかって言うのでね。それで、そ

の子のときは、取りあえず、一晩、家に

泊めたんですけれどね。 

 

松村 お母さんが？ 

 

竹村 子どもが。小学校 6年生の子。そ

れはちょっとっていうんでね。 

 

松村 児童労働に当たりますね。 

 

竹村 そうなんです。でも、そのとき

は、一晩、家には泊めたけれども、それ

だと誘拐になっちゃうかもしれないって

言われてね、助言受けたら。それで、取

りあえず、その日はいったん帰したんだ

けど、今度、11 月頃にまた同じことがあ

って。この季節に外で寝るのは無理だか

らって言って、児相のほうに。 

 

松村 保護ってことですよね。 
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竹村 そのときのプレーワーカーが、弁

護士さんに相談して、保護してもらった

けど、でも、中 3になったら帰されたみ

たいで。卒業間近になるとね。 

 

松村 よくいわれる日本社会の変遷とし

ては、家庭の機能がどんどん弱っていく

中で、プレーパークであれ、違う所であ

れ、子どもたちもトー横キッズみたいな

ところになってるみたいなっていう。 

 

竹村 行き場所のない子がいるんですよ

ね。 

 

松村 そういうことはちょっと感じます

か、振り返ってみて。 

 

竹村 それはあると思います。増えてる

かどうかって聞かれると、それほど知ら

ないわけだけれども、結構な数います

よ。いろんな意味で、親と子の関係がう

まくいってないっていう。まあ、思春期

は、そういうもの、とも言えますが。 

 

松村 多分，プレーパークが、そういっ

た子どもたちの受け皿として、本来スタ

ートしたわけではないですよね。 

 

竹村 ではないです。でも，子どもの居

場所となるとは，そういうことも引き受

けるということです。 

 

松村 緑の中の自然とかっていうところ

ですけれども、結果として、そういう子

どもたちのセーフティーネットとしての

機能を、だんだん帯びてきているように

認識してます。 

 

竹村 それはありますね。要するに、子

どもたちがだんだん大きくなってくる

と、いろんなことを聞くことが多いし。

そして、うちの公園の中には、大変困っ

たおじさんたちがいて。若い子ども、女

の子だったら小学校 3年生ぐらいが狙わ

れたりするんだけど。男の子だと小６～

中学生くらい。自分たちのグループに引

き込もうという感じでしょうか。 

 

松村 変質者って意味でね。 

 

竹村 変質者っていうか、要するに、そ

の人自身も育つときに十分なケアがなか

ったっていうことかもしれないんだけど

ね。 

 

松村 今、ケアって言葉が出てきたの

で、それにひもづけて言うと、このプレ

ーパーク自体もケアの場ですかね。 

 

竹村 広い意味ではそうですね。要する

に、たまたま子どものそばにいた人だか

ら、何か問題があるんであれば、そんな

に過剰に勧誘はしないですけれども、言

いたくないことを聞き出したりはしない

けど、結構、聞いてると、ぽつぽつと、

いろんなことを話す子はいるんでね。特

に信頼されているプレーワーカーや大人

には。 

 

松村 一応、そういう子どもたちに耳を

傾けたり、寄り添うっていう意味では、

ケアのような機能もあるっていうところ

ですかね。 
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竹村 実際にはあると思います。 

 

松村 面白いですね。緑の中でのプレー

パークっていうところから、かなり時代

によって意味合いが変わってきて。 

 

竹村 時代によってっていうか、そうい

うことも含めては。そういう子たちを特

に選んでるわけでもないんでね。 

 

松村 結果として、そういった子どもた

ちも入ってくるっていうことですかね。 

 

竹村 それこそ、子どもたち、屋根に上

ってた子が突然、ぱっと伏せたんで、

「どうしたの」って言ったら、学校でい

じめるやつが公園の中に入ってきた。 

 

松村 逃げた。 

 

竹村 隠れたみたい。だから、要する

に、世間から離れてあるわけじゃないも

んだから。 

 

松村 そこは、ちょっと難しいですね。

学校とは違う人間関係とか関係性を求め

てくる子どもたちにとっては、学校、先

生が入ってくるなんて、多分、論外だと

思うんですけど。学校で、いじめっ子と

か、その中での関係性とかが、プレーパ

ークっていう場がその延長上みたいにな

ってしまうと、本来の機能ではない気が

するので。 

 

竹村 本来の機能とかっていうこともな

いような気がしてね。要するに、子ども

食堂だって、子どもにご飯を食べさせ、

取りあえず、飢えないようにするってこ

とは大事だけど、それだけじゃなくて、

子どもがそこで話して大丈夫な大人って

いうのと出会えるっていうことが、大事

なのかなっていうふうには思うのでね。 

 

松村 でも、そういう頼られる大人が、

プレーパークの場合は、プレーワーカー

とか、竹村さんみたいな。 

 

竹村 ごく普通のお母さんたちでも、話

せる相手は向こうが選ぶので。 

 

松村 その中に、なおかつ、地域のおじ

いちゃんだとかが、ちょっと入ってくる

わけですよね。あんまり、お話聞いたり

はしないかもしれないけど、物を作った

りとか、貢献というか、してくれるわけ

ですよね。 

 

竹村 こっちも別に、そういうとこに何

かを期待してあれするわけじゃないけ

ど、できる人はものすごく上手だしね。

中には元大工さんだった人が、カブトム

シかなんかを竹や木の、木っ端で作っ

て、「これ売っていいかな」って言われ

て、うーんって悩んだけど。人の少ない

ときには、戦争体験を聞かせてもらった

こともあります。フィリピンでの体験と

か、広島での被爆死者の遺体焼却作業と

か。 

 

松村 でも、子どもだけじゃなくて、い

ろんな人たちが社会とつながり、自分の

強みとかを発揮できる場って、すごくい

いですね。しかし、そういう場ってあん

まりないですね。 
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竹村 私もそういうの、いいなと思って

ね。別にそれは、そうしようと思ってし

たわけじゃなくてね。 

 

松村 リタイアされた方とかが、自分の

強みとかを気軽に発揮できる場所って、

プレーパーク以外で、子ども食堂ぐらい

しか、今のところないかもしれないです

ね。 

 

竹村 そうかもしれないですね。分かん

ないけど。目的別に行政やなんかがやる

場合は、対象を限定することが多くなる

から。 

 

松村 分かりました。次の質問ですが、

このインタビューの一つの大きな目的な

のですけれども、行政への要望、不満、

期待、その他もろもろ。もしありました

ら、お願いします。 

 

竹村 場所については、すごくいろいろ

配慮していただき、いいんですけれど

も。一番困ってるのが、プレーワーカー

の人件費なんです。これは本当だった

ら、1カ所のプレーパークに 2人はいない

と本当は回っていかないのを、今はボラ

ンティアのお母さんたちや常連の青年た

ちが、何とかフォローしてるんだけど、

その生活がわれわれの頃よりちょっと厳

しくなってきてるかなという気がして

ね。プレーワーカーのほうも、ボランテ

ィアのお母さんたちのほうもね。そうい

う意味では、いろんな子どもたちの要望

に応えるためには、2人ぐらいのワーカー

を安定して雇用したいのだけど、はっき

り言って、もう 1人分の給料にも足りな

いので。 

 

松村 ここにも書いてました。冗談っぽ

く、男性プレーワーカーが寿退社をせざ

るを得ないっていう。そういう待遇とい

うか、そういう現実もあるわけですね。

名古屋市からは、年間 6万しか補助がな

い。 

 

竹村 これ年間ですからね、間違えない

でくださいね。 

 

松村 年間ですか。 

 

竹村 これは確か、要するに、緑政のほ

うから出てる分だと思います。道具代だ

とか。緑政土木って、要するに公園の管

理者のほうですね。そちらのほうは割と

最初から協力的だったんだけれども、子

ども青少年局のほうが。その辺が私たち

の根回しも悪かったんでしょうけれど

も。 

 

松村 でも、今、お話聞いてると、本当

に単に子どもと遊ぶだけじゃなくて、虐

待とかネグレクトとか、そういう子ども

たちの受け皿になってるっていうのは、

すごく行政課題じゃないですか、これは

もはや。 

 

竹村 そうなんです。 

 

松村 なんだけれども、そこに対する補

填がないってことですね、今。 
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竹村 そういうことなんです。だから、

費用対効果から言えば、決して悪い話で

はないと思うんですけどね。 

 

松村 ここら辺の機能があることを、私

自身も初めて知りました。 

 

竹村 それは大変、残念です。私たちが

あんまり効果的に広報してない。 

 

松村 いえ。だから、こういうところ

を、このインタビューもそうですけど、

そういうのをもっと発信する機会があっ

てもいいかもしれないです。もう発信さ

れてるとは思いますけれども。 

 

竹村 してないわけではないけれども、

やっぱり難しいところがあってね。多

分、行政のプレゼンみたいなときにはし

てると思うんですけれども、必ず。普通

のお母さんに対しては、なかなか難し

い。熱心に来てくれるお母さんの中に

も、要するに、不登校の子の「晴れた日

は学校を休んで」を始めるっていうとき

に、プレーパークはそういう子のための

所だっていうふうに受け止められると困

るっていう意見の人も。 

 

松村 子ども食堂を利用する子どもは、

貧乏と見られるのと同じような、そうい

うスティグマですよね。 

 

竹村 そんな感じですね。そういうとこ

ろで難しいんですよね。 

 

松村 でも、少なくとも行政に対して

は、こういう大きな機能を果たしてるっ

てことを、もっと行政に伝えて、しかる

べき補填というか、助成金とかをいただ

く必要があるのでは。こういう場が、も

しもなくなってしまったら、この子ども

たちって、本当にどうなってしまうとか

っていうのありますよね。 

 

竹村 っていうほど、そんなにみんなを

救えてるかっていうと、なかなか難しい

ところなんですけどね。他のことはとも

かくとして、一番困ってるのは人件費な

んです。大して収入なくても働いてもい

いよっていう人が減ってきている、特に

若い人でね。まだ 1970 年代生まれぐらい

までは結構、そういう若い子が多かった

ような気がするけど。多分、今は厳しい

かなと思うけど、いないわけじゃないん

ですけどね。ただ、自分の子どもを育て

るようにはいかないという悩み等、いろ

いろなんですけれどね。 

 

松村 リタイアした人たちは、時間ある

と思うんですけど、そういう人たちは、

プレーワーカーじゃないですもんね。 

 

竹村 全員が違うわけでもないんですけ

どね。この間、瑞穂の生涯学習センター

でずっといろいろやってきた大工さんの

おじいさんが、小屋づくりのワークショ

ップがあるっていうときに来てくれたら

しいんですけれども。その人なんかは本

当に子どもの言うことをちゃんと聞い

て、上手に受け止めてたって言ってたか

らね。ただ、逆に、それこそ年金だけじ

ゃ足りないから、もうちょっと収入が欲

しいっていう人の場合は、必ずしも、そ

ういうゆとりがないときが多くて。
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時々、あっというようなことがあって

ね。 

 

松村 確かに、そうですよね。 

 

竹村 それと、教えたい人も多いしね、

年配の人だと。プレーリーダー募集でや

ってきたときに、そういう人もいたし。

悪意はないんですけどね。本人はすごく

善意なんだけれども。子どもたちに伝え

ていきたい文化を持っているので。 

 

松村 ちょっと合わないっていうかね。 

 

竹村 ちょっと違うかなっていう感じが

あってね。子どもから子どもに、文化が

伝わっていく場になるといいと思うし，

少しずつ、そうなっていってるとは思う

ので。 

 

松村 指導が加わったとき、子どもが来

なくなるようなことが、起こらなければ

いいですね。 

 

竹村 その辺がね。もしかしたら、大丈

夫な人がいるかもしれないけどっていう

感じ。かなり経験のある、民間の児童館

でずっと長くやってたっていう人も来て

ね。そのときは逆に、若くてちょっと楽

しみな人がいたもんだから、お断りしち

ゃったんだけどね。ていうのは、どう考

えてみても 1人以上は雇えないんでね。

本当は 2人、採れるんだったら採っても

いいぐらいだなと思ったんだけれども。

そうすると、やっぱり若い人のほうがい

いかなっていう感じでね。子どもに近い

っていう意味でね。本当はそういう経験

のある人も一緒にやってくれると、それ

こそ、いろんな問題を抱えた子やなんか

の対応も。そのときはまだ割と大人のス

タッフばっかりだったときだったんで、

どちらかといえば若い人を、自分たちに

足りない若さを求めちゃったんですけど

ね。そこは難しいところなんですけど

ね。 

 

松村 分かりました。じゃあ、一応、予

定していた最後の質問に入っていきます

けど。少し抽象的で恐縮なんですが、こ

れから日本社会、また人口減ったりだと

かして、どんどん厳しいこともいわれて

ますけども、子どもや子育て支援とかに

取り組んでいらっしゃる方々への期待と

か、メッセージ的なものをいただけると

ありがたいですが。 

 

竹村 いろんな人が、いろんな所で、い

い活動をされているので、ぜひエールを

送りたいとは思いますが、こちらも本当

に自分のところで、あっぷあっぷしてい

るんで。 

 

松村 社会からのエールがまだ足りな

い。 

 

竹村 そうですね。ただ、困っている人

のそばに、話を聞いてくれる大人がいっ

ぱいいてほしい。 

 

松村 行政からのお金が十分でないって

ことは、わかりました。他にも、子育て

の社会化とかっていわれてて、社会全体

で支えようってことが、スローガンとし

ては言われてます。でも、プレーパーク
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とかの実態とかをお伺いすると、それほ

ど温かくない印象を受けますが。 

 

竹村 そういうことではないんだけど、

どちらかというと子どもを預かってほし

いということのほうが、子育て支援でも

出てきて、強いので、そこがちょっと残

念かなっていう気はしますけどね。もち

ろん、仕事をするから預かってほしい人

がいるのは分かるんで。ただ、それはも

うちょっと、最初の頃の学童保育とかそ

ういったものは、親も一緒に育てていこ

うっていうか。実はお金もなくて大変だ

ったからなのかもしれないんだけど。何

もないとこから始めてたせいもあるかも

しれないけれども。そういう感じじゃな

くて、子どもをしっかりと管理してほし

いっていうか、それこそ監視カメラを付

けてほしいというような声も出たりする

っていう話を聞くとね。 

 あるいは、いつからでも、臨時の預か

りでも何でも一緒にしますっていうと、

家族みたいに暮らしているはずの所に不

定期にいろんな子が交じってくるってい

うのが、それはそれで保育方針とかそう

いうので大変なんじゃないかなと思った

りすることはあるんですよね。だから、

子どもにとって一番いい形は何なのかな

って思うんですよね。子どもは荷物では

ないので、預けて事故さえなければいい

というふうだと、それは違うし。一生懸

命、保育してる人たちにとっても、なか

なかつらいところがあるかなっていう気

がして。それは一概には言えないので。

でも、もうちょっと子ども中心の視点

で。それは、それこそ行政に言うべきこ

となのかもしれないけれども。  

 

松村 さっき、親も一緒に育てていこう

っていうのは、親を育てるのではなく

て、スタッフと親と子どもがみんなで一

緒に楽しんでいこうっていう趣旨ですよ

ね。 

 

竹村 そうですね。私も一緒に子育てす

る中で、育てられたという実感がありま

すので。子どもの成長を実感できて、楽

しい、心地よいという場じゃないと来続

けられませんから。 

 

松村 その点で言うと、今、確かに、共

働き世帯、子どもの 1歳を待たずに復帰

する人が増えている中で、親と子どもが

一緒に遊び、共通の経験とかをするって

いう機会は、時代の趨勢かもしれません

けれども、減ってるのは事実であって。

そのことに対する懸念じゃないけど、思

うところはありますかね。 

 

竹村 働きたいっていうことは当然なん

だけど、逆に今それほど安心して、働き

ながら子育てできるっていう安心感がな

いから、子どもは生まれないのかなとい

う気はするんですけどね。だから、どっ

ちを取るかっていう話になってしまった

ら、みんな悩むよなと思ってね。 

 

松村 確かに、そうですね。そこは非常

に難しいですね。お母さんが本当に働き

たい、自分のキャリアとかでしたいこと

があるので、どうしても預けて。すぐ早

期復帰だったらいいけど、例えば、旦那

さんの収入も減っている中で、もしく

は、ひとり親とかシングルマザーで。 
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竹村 働かざるを得ない人は、いっぱい

いるんでね。 

 

松村 そういう人たちが、本当は子ども

と一緒に時間を過ごしたいけど、働かざ

るを得ないので、もう 1歳待たずに、す

ぐ預けてみたいな感じだと、親にとって

も子どもにとっても不幸な感じがします

ね。 

 

竹村 その辺は、私のような年寄りがい

ろいろ言うと、あれかなという気もし

て。大体うちは子どもが 2人とも結婚も

しないで、貧乏生活してるからあんまり

言えないんだけれども。その辺は、本当

は、みんなはどう考えてるのかなってい

うのは関心がありますけどね。 

 

松村 プレーパークは、私の勝手なイメ

ージだと、専業主婦の方の子どもが活用

しているイメージなんですけど、そうい

うイメージで合ってますかね。 

 

竹村 乳幼児で来るのは、それは専業主

婦、または、育休中じゃないと来られな

いんですよね、森のひろばなんかの場合

は。そういう人たちが結局スタッフとし

て残ってくれることは確かなんだけれど

も、来る子どもたちは、逆にうちの場合

は、小学生とか 5、6歳ぐらいが多いか

な。3～4歳でも、近くて１人で遊びに来

る子もいるけど、そういう子は、こちら

も注意して見ています。子どもが 1人で

来られる子に関しては、別に親と一緒で

なきゃいけないということはないし、基

本的にはお金も取らない。平日の午後、

特に、家庭訪問や面談の週は、子どもだ

けで来ることが圧倒的です。日頃は、子

どもたちは「おけいこ」や塾で忙しすぎ

るのです。テスト週間なんて、常連の子

どもたちばっかりです。だから、行事み

たいな、イベントみたいなときは一応、

みんな、子ども幾らで取ってるものを、

その子だけ取らないっていうのも難しい

かなっていうのがあってね。鍋洗ってと

かいう話のときもあるんだけど。 

 

松村 働いて、みたいな。 

 

竹村 それがいいのかどうかはちょっと

分かんないけど。ただ、私が「あんたは

タダでいいよ」と言える筋でもないから

ね。皆の参加費で食べ物を持ち寄って、

つくって食べるイベントだとね。子ども

は 100 円ぐらいだけど。いっそ子どもは

タダにしようかという話も聞いたから、

変わるかも。 

 

松村 取りあえず、今は専業主婦とか全

然関係なく、いろんな子どもたちが使っ

てるってことですもんね。 

 

竹村 確かに、人手は専業主婦だった人

に頼ってますね。でも、それでも、ずっ

と専業主婦の人っていうのもいなくて

ね。これが仕事と思ってくれるか、少し

ずつライフステージっていうのが変わる

もんですからね。そして、社会も優秀な

人材を必要としていますから。 

 

松村 子育てしやすい社会にするため

に、多分、いろんな論点とか考え方があ

るとは思うんですけど、竹村さん自身の
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プレーパークでの貴重な経験を踏まえる

と、今、どんなことを考えられますか。 

 

竹村 難しいですね。 

 

松村 すみません，抽象的な質問で。 

 

竹村 本田由紀さんが、『家庭教育の隘

路』の中で語っていたのは、国によって

は、放課後とか、どこでも、ほとんどた

だで遊べるような所がいろいろあって。

だから、何を習わせなきゃいけないかと

か、そういうことをあんまり考えない

で。それは考え方次第なのかもしれない

けど。でも、仕事していても、子どもた

ちがどこで何をして遊んでたにしても、

心配のない状態っていうのが。あるい

は、習い事も含めてね。そういう所があ

れば、子育ては随分、楽になるんだけ

ど。プレーパークもその選択肢の一つと

してあればいいかと。 

 

松村 それはいいですけど。産んだら終

わり、1歳になったら終わりじゃなくて、

育児と自分のキャリアを両立させていく

中で、いろいろ心配事が今たくさん、あ

まりにあり過ぎるかもしれないですもん

ね。 

 

竹村 でも、思ったほど心配することは

ないような気はするんだけどね。ただ、

貧困やなんかの格差とか、いろんなこと

が、あるいは、逆に教育虐待みたいな、

そういうことが子どもたちに圧力になっ

てるような気はするんでね。むしろ、そ

ういうことをなくせば、もっと気楽に子

どもたちが育っていけるんじゃないの

か。ある程度大きくなったら、子ども、

ある程度っていうか、赤ちゃんのときか

ら、子どもは自分の力で育っていくとこ

ろは大きいのでね。子どもの育つ力って

いうのが信じられると、随分いいんだろ

うけども。いろんなことから守らなけれ

ばとか、「よりよい人生」のために、親

がいろいろ選んで、お金をかけなくては

とか。それがあんまり過剰だと、逆に、

親子の距離感がつかめなくなっちゃう親

が結構多いかなっていう気もするので。 

 

松村 過保護じゃないけども、子どもが

本来持ってる自分で育っていく力みたい

なのを、過剰に介入することで、ちょっ

と。 

 

竹村 それで毒親と呼ばれるような結果

になるのかなという気はするんだけど

ね。 

 

松村 そうすると、子育てしやすい社会

ってことで今お聞きしてますけど、単に

いろんな制度とかが充実とか云々ってこ

とも重要だけど。 

 

竹村 それはそれでいいんですけど。大

事なことだから。特に、高等教育の無償

化とか、若い人の労働条件とか，将来に

不安を持たずにすむような社会ですね。 

 

松村 子どもとお母さんとの、お父さん

もそうですけど、親子との関係性だと

か、距離だとか、近さとかっていうこと

も、今すごくいろんなものがある中で、

つかみづらい感じですか。 
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竹村 じゃないかなという気がするんだ

けれどもね。親ももうちょっと、お母さ

んももうちょっと、自分のやりたいこと

をやって、生きたいように生きたらいい

と思うんだけど。どの選択肢が正解とい

うのではないから、人生は長いんだし、

20 年単位で考えれば、3 回ぐらいチャレ

ンジできるのでは。 

 

松村 日本のお母さん、本当に忙しく

て、時間もないって中で。 

 

竹村 頑張っちゃってね。 

 

松村 そういう疲弊、疲弊って言っちゃ

語弊ありますけど、そういうお母さん、

あっぷあっぷしてる今の現役の子育てマ

マとかを見てると、今の学生とかは結婚

とか出産に躊躇するのも、気持ちは分か

らなくもない。 

 

竹村 多分、今の若い女の人は大変悩ん

でるんじゃないかと思いますね。 

 

松村 昔みたいに、結婚、出産みたい

な、そういう一つのライフコースではな

くて、あまりにも、もちろん望ましいこ

となんだけれども、複線化し過ぎてい

て、果たしてどれが何か分からないし。

それぞれのコースで、コースっていう

か、その生き方で気を付けなければなら

ないことだとか、障害とかある中で。 

 

竹村 違うでしょうね、いろいろ。で

も、お母さんたちも、自分のやりたいこ

とを選んで、後悔せず生きられるよう

に、社会が援助しなければ、子どもが生

まれず、滅びますよね。 

 

松村 難しいですね。ここまでとさせて

いただきます。本日は、貴重なお話を、

ありがとうございました。 

 

(了) 
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地域の親子の子育てに寄り添って  
 

丸山政子さん 
（特定非営利活動法人 子育て支援の NPO まめっこ 前理事長） 
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＜プロフィール＞ 

丸山政子さん 

1950 年生まれ、1973 年結婚を機に名古屋

に転居し、子育て支援ボランティア活動

を開始。1998 年名古屋市海外女性派遣と

してイタリア・フランス。2000 年「親も

子も主人公」をモットーに NPO 法人子育

て支援の NPO まめっこ理事長。2001 年福

祉医療機構社会福祉振興助成カナダ視

察。2003 年商店街に子育てひろば「遊モ

ア」開設。2005 年 NPO 法人子育てひろば

全国連絡協議会理事。2013 年理事長退任

後名誉顧問として理事となる。NPO 法人子

育てひろば全国連絡協議会アドバイザ

ー。2015 年名古屋市子ども・子育て支援

センター長。2016 年から現在は名誉顧問

として理事として担う。 

 

 

＜参考＞ 

子育て支援の NPO まめっこ ホームページ 

https://mamekko.org/ 
インタビュー日時：2024 年 12 月 4 日 

聞き手：松村智史（人間文化研究科/都市     

政策研究センター） 

松村 どうぞ、今日はよろしくお願いい

たします。丸山さんからお話を伺えると

いうことで、とても楽しみにしておりま

して、よろしくお願いいたします。 

 
丸山 こちらこそお願いいたします。 
 
松村 では、質問なんですけれども、まず

皆さんに、生い立ちですとか、可能な範囲

で結構ですけれども、教えていただけます

でしょうか。 
 
丸山 1950 年生まれの私は、父が公務員、

母が専業主婦の、いわゆる転勤族で 3 人兄

弟の長女として、育ちました。群馬県の前

橋市で高校を卒業し、そこで就職し、結婚

しました。女性の幸せは、結婚とか良き母

や妻になることが当たり前だったという

時代で。まして転勤族って公務員住宅に住

むもんですから、女性の生き方のモデルは

専業主婦ばかりでした。1973 年 23 歳の時

です。そのとき夫の転勤が決まり、名古屋

で生活することになりました。 
群馬県の小さな町から名古屋市という大

きな町に来て、毎日が戸惑う中、1976 年に

長女を出産し、78 年に次女が生まれまし

た。全然慣れない土地での子育てっていう

のはとてもとても大変です。夫に相談した

いときでも、ほぼほぼ家にいなくて・・・。 
 
松村 そうでしたか。 
 
丸山 いないので、前橋の母に電話をかけ

ていました。すごく心細い、不安感が多い

子育ての経験があります。 
 
松村 ご自身の経験として、そういう苦労
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というか、子育てが大変でいらしたと。お

じいちゃんおばあちゃんがいなくて、旦那

さんが日中家にいない間は、本当に子ども

と 2 人で向かい合わざるを得ませんよね。 
 
丸山 そうなんです。私は普段、自宅とス

ーパーと公園の生活です。この 3 拠点を行

き来していました。幼稚園に行くようにな

って近所のお友だちができました。 
 
松村 今と違ってネットとか LINE とか

もない時代ですからね。 
 
丸山 そうです。そんな中で子育てがスタ

ートしたので、子育て不安っていうことが

身に染みていたというか。結局、子どもの

命を全面的に私が責任持って育てなきゃ

いけないという、この「重圧」。 
 
松村 分かります。 
 
丸山 たまに帰ってくる夫。子どもは慣れ

なくて、パパのそばに行かないし、パパも

どうやってやったらいいか分からないし、

とても大変でした。 
 
松村 いや、すごい。お察しします。 
 
丸山 不在の多い夫との子育て経験を経

て、やっぱり私だけで育てるのはすごい怖

い。怖いっていうか自信がない、不安だな、

不安感の下、育てていたので、図書館に行

ったり、生協活動をしたり、地域の子ども

会に入ったりしていました。そこでボラン

ティア活動をすることになるんですよ。そ

して、友だちがだんだん増えていきました。

最初の子育て仲間を創ったのです。 

 子どもたちが幼稚園に行くとちょっと

暇になるので、北区生学習センターを会場

にしているパッチワークの会に入りまし

た。そこで「託児ボランティアを募集して

るから来ませんか」とセンター職員から誘

われて「託児グループめだか」に入りまし

た。保育士の資格がなくてもボランティア

だし、研修とかあるので託児ボランティア

ができると誘われて始めたんです。 
 
松村 それはお子さんの年齢で言うと、お

いくつぐらいですか。 
 
丸山 下の子が幼稚園だから、上の子、小

学生ぐらいですね。 
 

 
 

松村 下の子がまだ幼稚園だと、完全にま

だ目が離せない時期だとも思うんですけ

ども、その中でもボランティアができたも

のですか。 
 
丸山 子どもの帰宅時間に合わせて、ボラ

ンティアが帰れるような配慮があったの

で、私が自由に使える 10 時から 2 時ぐら

いまでのボランティアをしていました。 
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松村 お母さん自身の、さっきおっしゃっ

たような社会からの孤独感とか疎外感と

かっていうことを解消しないと、親子の笑

顔は失われますからね。 
 
丸山 サークル活動を始めたころ、たまた

ま朝日新聞の社説に『あなた好みの女にな

りたい』っていう社説が載ったんです。 
 
松村 どういう内容ですか。 
 
丸山 奥村チヨという歌手が『あなた好み

の女になりたい』っていう歌を歌ったの、

知りませんかね。歌あるんですよ。後で聞

いてみてください。 
 
松村 昭和歌謡みたいな感じの。 

 
丸山 そう、まさに昭和歌謡です。それで、

それと同じタイトルで、社説の記事を読ん

だんです。このあなたっていうのが国なん

ですけど、国はどんな女性を望むかってい

うことが書いてあって。若い頃は学校へ行

き、卒業したら結婚して、子育てして。そ

の後パート労働して、おじいちゃんおばあ

ちゃんの介護をして、最後に夫をみとって

から死んでくださいっていうことを推奨

していると受け取りました。 
 
松村 なるほど。この社説は、今おっしゃ

ったように、国が望む当時の女性のライフ

ストーリーみたいなのを、表現しているん

ですね。記事は賛同の立場で書かれたもの

ではないですよね。 
 
丸山 ええ、「専業主婦政策」に対して、

これでいいのかという問い掛けの観点で

書かれていたと思います。 
 
松村 そうなんですね。じゃあ当時は、良

妻賢母的な女性像が、望ましかったのです

ね。 
 
丸山 そうです。 
 
松村 そういう家族のケアを引き受け、自

己犠牲を払い、自分のキャリアよりも。 
 
丸山 もう一つは、子どもからの問い掛け

です。私、子どもに、大きくなったら何に

なる？って聞いていました。そうすると、

幼稚園の先生だとか、ケーキ屋さんだとか、

花屋さんだとか言ってくるわけですよ。そ

したら子どもから、お母さん大きくなった

ら何になるの？って聞かれたんですよ。 
 
松村 ほう。 
 
丸山 自分の生き方を問われたんです。こ

の頃の新聞記事には、子どものいじめとか

自殺がしょっちゅう話題に上がっていて。

子育てをしている自分の子がいじめられ

ても嫌だし、いじめても嫌だと思うわけで

すよ。多分みんな、どこのお母さんもそう

思いますよね。でもどうしてそれが起きる

のか、それは、育てている母親側に責任が

あったりするのか。こういうことを考えな
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がら、悶々とした子育て期を過ごしたよう

な記憶もあります。 
 
松村 そうでしたか。そういうこともあっ

たのですね。 
 
丸山 やっぱり自分の時間ができたって

ことが大きいと思うんですよね。「大きく

なったら何になるの？お母さん」って言わ

れた問い掛け、新聞には自殺やいじめが連

日載って、そして、あなた好みの女になり

たいという政策！この時に託児ボランテ

ィアに声掛けられたことが大きいです。 
託児だけじゃなくてもう一つ、「赤ちゃ

んと一緒」という講座をしました。 
 人間の学習権というのは、生まれたとき

からあるんだというのを学んで、赤ちゃん

だって学習権がある。それなら「赤ちゃん

の学ぶ場が欲しいよね」っていうことで保

育士である 2 人の女性と講座を実施しま

した。この講座を実施する上で、当初は生

涯学習センターの職員会議では全員から

反対されました。「赤ちゃんを連れてここ

まで来ない」とか「赤ちゃんは家にいるだ

ろう」ということで。職員全員男性ですか

らね。粘り強くお願いして「一回やらせて

ほしい」ということで一回やったんですよ。

そしたらなんと抽選ができるぐらいママ

が並んじゃったんですよ。赤ちゃん連れの

親子が。 
 
松村 嬉しい誤算だったのですね。 
 
丸山 その後、「赤ちゃん講座」は全区に

広がったんですよ。 
 
松村 じゃあそこからどんどん広がって

いったイメージなんですね。 
 
丸山 講座が終わった感想も、またこうい

うのしてほしいって声がいっぱい上がっ

たんですよ。 
 
松村 盛況ですね。このときは記念的とい

うか、こんなに需要が、こんなにニーズが

あるんだっていうことを、皆さんもう肌身

で感じて、これは必要な事業だということ

でどんどん広がっていった。 
 
丸山 そうなんですけど，生涯学習センタ

ーの講座は予算で動くんですよ、いい講座

でも予算がないと削られちゃうんです。だ

から、それに嫌気がさして、私は託児グル

ープを退会しました。 
 
松村 そうでしたか。 
 
丸山 その後親子教室のスタッフになっ

たんです。ワーカーズコレクティブってい

う働き方をしている方を知って。 
 
松村 親子教室は、今で言う、応援拠点と

かのはしりみたいな感じですよね。 
 
丸山 拠点とは違い参加費をいただいて

運営します、すごい人気で、順番待ちだっ

たんです。北区をはじめ千種区・名東区、

西区、中村区、稲沢市に広がっていきまし

た。 
 ここの親子教室は独自のプログラムを

持っていて定員 10 組・10 時から 12 時、

10 回コースで２万円かかりました。遊ぶ

時間とディスカッションの時間。お互いに

こどもを見合ってディスカッションの時

95



 

間を保証する。ディスカッションテーマは

子育てのこと・夫婦のこと・生き方などを

話します。親子がすごくリフレッシュする。

それが人気で、7 年間やっていました。 
 
松村 7 年間もですか。 
 
丸山 その後、子育て環境が変わってきて、

ママたちが主体的にサークル活動をする

ようになったんです。会場費を集めて、マ

マサークルが誕生しました。 
 
松村 自分たちで、自発的に、自由発生的

にママたちの仲間内のサークルができて、

その中で場所借りて情報交換とか、交流す

るっていうのが増えていったんですね。 
その背景には、どんなことがあるんです

か。自然に拡大していったとか？ 
 
丸山 自然というか、やっぱりママたちが

家庭に居たたまれないと思います。その中

心だったのが幼稚園退職者の先生とか、保

育園の退職者の先生とかでしたね。ママサ

ークルが増えていきました。 
 
松村 なるほど。 
 
丸山 大阪の大学のＩ先生がその研究を

していました。 
 
松村 分かりました、ちょっと調べておき

ます。 
 
丸山 そんな時、びーのびーのさん（注：

認定 NPO 法人（横浜市））の情報が入っ

てきたんです。 
 

松村 ここで、びーのびーのさんが現れる

わけですね。 
 
丸山 そう、いろんな本を私も読みあさっ

ていたので、カナダのことが書いてあった

「サラダボールの国カナダ」という本を読

んで、それが、びーのびーのさん、を中心

に動かした大学のＩ先生です。この本を読

んで、「横浜に見に行こうよ」って仲間で、

びーのびーのさんを見に行きました。商店

街の一角を借りて親子のひろば。これから

の時代はこれなんだなって思い 2003 年に

覚悟を決めて子育て広場を商店街に立ち

上げました。 
 
松村 びーのびーのさんも 2000 年だった

ような気がするので、じゃあ本当に、その

後ぐらいですかね。 
 
丸山 そうですよね。「とにかく開設して

2 週間しかたってないのよ」って理事長さ

んが説明してくれた。「ちょっと丸山さん

待ってくれる？今、保育園に子どもを迎え

に行くから」と言ってすぐ戻ってきた。子

育て中のママがスタッフだった。 
 
松村 では、別の団体も参考にしつつ、い

よいよ 2000 年に「まめっこ」さんが設立

されたというところですね。 
 自分たちで探すっていう発想っていう

か。 
 
丸山 物件を自分たちで探すんですが。家

賃や耐震が何年度以降じゃないといけな

いとかや駐車場が何台ですとか、いろんな

条件があってすごく大変なんですよ。 
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松村 分かります。子ども、うるさいから

貸してくれないとかいろんな人いますも

んね。 
 
丸山 経済産業省の空き店舗活用事業を

申請して柳原通商店街になごや集いの広

場を立ち上げました。商店街の理事たちか

ら「何するんだね」って聞かれたので「親

子で遊ぶ広場です」と答えました。 
商店街理事長さんから「子どもはほっと

きゃ育つよ」「子どもは外で遊ぶもんだ」

と言われましたが、「ここに来る子は赤ち

ゃんから 3 歳で、赤ちゃんはハイハイして

公園では遊べません」って応えたら、「そ

うか」って理解してくれるわけですよ、そ

して商店街に広場を持つことができた。 
 
松村 なるほどですね。 

 

 
遊モアオープンの時の様子。地域の方を交えて

のテープカット（写真提供：本人） 
 

丸山 やりがいは、親御さんからは、「こ

こがあって助かった」とか「ここは親子の

保育園だね」って言われました。 
 
松村 親子の保育園。子どもだけじゃなく

てってことですね。 
 親子、丸ごと入れるっていうのは、確か

にこれまでの保育園とか幼稚園とは違い

ますもんね。 
 
丸山 そう。そして毎日来て、楽しく遊ん

でおしゃべりできるから、子育てが楽しく

なってきたって言われたんです。当初は商

店街の理事以下全員男性ですから理解さ

れませんでした。 
 
松村 ご苦労もなさり、頑張りましたね。 
 
丸山 利用者さんから利用料をいただい

て運営をしていました。商店街からは、「一

日何しているの」って聞かれて、「一日遊

んでいます」って言ったら、「いい身分だ

ね」って言われました。一方商店街には、

肉屋さん、自転車屋さん、お弁当屋さん、

床屋さん、があるのでママたちが買いもの

に行くわけですよ、そうすると商店街はお

金が動くわけですよ。 
 
松村 活気も出ますしね。 
 
丸山 そう、活気も出るんですよ。そして

どんどん利用者が増えていって、商店街に、

広場があることは有効なんだってやっと

分かってくれて、認知はされました。 
 
松村 ここでまた、大きな前進というか、 
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丸山 スタッフはみんな子育て中だった

し、子どもに学費かかるから、ボランティ

アはやっていられないって残ったのは私

だけ。でも今まで関わっていた女性たちが、

私のサポートに入ってくれてやるように

なって、それで何とかつないでいたんです。 
 あとは、いろいろ事業をすると助成金を

もらえるのでその助成金でやりくりしま

した。 
 
松村 そこら辺は経営的というか、戦略的

なセンスとかも必要だと思うんですけど、

正直、ずっとこれまで主婦とか子育て関係

に携わってこられた丸山さんも、苦労され

たところとかも。 
 
丸山 ここが一番苦労ですよね。 
 
松村 そうですか。 
 
丸山 お母さんたちも、利用者さんなんだ

けど、スタッフみたいに一緒にやってくれ

た。大学生も何人か見学に来てたんです。

その中の大学卒業生が、「虐待の予防のた

めに働きたい」って言ってくれたんです。

給料としては少額でしたが 5 年働いてく

れたんですよ。 
 
松村 すばらしい。 
 
丸山 だから本当にいい人の集まり。 
 
松村 きっと丸山さんの人徳ですから、こ

れまでの活動をご覧になられた方が共感

されたということだと思います。 
 
 

 

 
子育てひろばの様子（写真提供：本人） 
 
丸山 事業に共感してくれたっていうの

がうれしいですね。 
 
松村 最初は割と本当に、いい意味での草

の根というか、素人感と言ったら変かもし

れないですけど、そういう主婦たちが、

NPO とはいえども経営とかお金とかを常

に考えなきゃならない世界になるって、ス

テージが変わってくると思うんですけど、

そこら辺の脱皮っていうか、そこら辺の移

り変わりとか、難しそうだなって気もする

んですけど、どうですか。 
 
丸山 女性も自立をしないといけないっ

ていうのがあったんです。それは精神的な

自立だけじゃなくて経済的な自立ね。NPO
法人格を取るときに迷ったんです。NPO
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法人でいいのか？って。 
 NPO 法人になったとき、非営利ってい

うことが、ボランティアって認識されるこ

とが多くって。一方で、名大の先生の勉強

会に参加していました、非営利でもアメリ

カはちゃんと給料払って仕事をしている。

事務局側は仕事で、その他の人はボランテ

ィア。全てがボランティアではないってい

うのを学んでいたのです。ボランティアし

たい人はボランティアを選択し、それをコ

ーディネートする人は有償でいいと思っ

ていました。「いつかはちゃんとお金を得

るようにするぞ」っていう意識はずっとあ

りました。 
 
松村 そうなんですね。 
 
丸山 子育て支援という事業は、お金を得

るのはとても難しい。そこで広場事業以外

で事務局費用が入るような愛知県や名古

屋市の助成金事業に手を挙げて運営をし

てきました。まさにいばらの道でした。 
 
松村 そのときは、さっきの名大の方だっ

たりとか、愛教大の方だったりとか、背中

を押してくれた仲間とかスタッフはいら

っしゃったんですか。 
 
丸山 はい。仲間は背中を押してくれまし

たね。 
そして「NPO って何？」って、あちこちか

ら言われて。私はいろんな事例を学びそれ

を話して、理解者を増やしていきました。 
 
松村 そういう、背中を押してくれた仲間

がいつも、今伺っても、丸山さん自身がす

ごく主体的に行動された結果っていう気

がする。そういう側面、かなり強いような

感じがしますね。 
 
丸山 最初のこれですよ。お母さん、大き

くなったら何になるのかという問い掛け。

娘たちが社会に出て行くときに、私がプレ

ゼントできるものは、身近な社会を変える

ことで、実は夫を変えることにもなるかと

思ったのです。働き過ぎの夫を家庭に戻し、

家事ができる夫になれば、退職した時、台

所に立てるような男性にしたいって思っ

たので、途中から男性の生き方講座ってい

うのもやり始めるのです。 
私が行動すれば、私の周りも変わる。 

 
松村 すごい原動力っていうか、今のお話

を聞いていれば、そうなんだっていう気が

しますけども。 
 
丸山 虎年なんです。 
 
松村 いや、すごいです、はい。 
 
丸山 商店街からはちょっとずつ認めら

れるようになりました。そして 2015 年、

法律が変わって「子ども・子育て支援法」

ができた。そこから急に名古屋市も変わり

ました。 
 
松村 そうですか。 
 
丸山 はい。やっぱり法律が変わるって大

きくて、後ろ盾ができるっていうことです

よね。その後名古屋市子ども・子育て支援

センター通称：758（なごや）キッズステ

ーションが民間委託され、まめっこが受託

しました。市内中学校区に 112 か所の拠点
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が拡がりました。子育て支援環境も充実し

てきました。 
 一方で一時預かりも要望が高くて、広場

に来ると、「ここで預かってもらえないん

ですか」っていう声がいっぱいあったので

す。その当時の副市長が広場利用者にアン

ケート調査をしました。その結果一番要望

が多かったのが一時預かり事業だったん

です。そして各区に応援拠点として、預か

りできる広場を設けることになりました。 
 
松村 それ、いつの話ですかね。 
 
丸山 今から 5 年前スタートしました 
現在、15 区で事業しています。1 年ごとに

4 カ所ずつ増やしてったんです。 
 
松村 そうなんですか。 
 
丸山 名古屋市に 16 区応援拠点を開設す

るっていうのはとてもいいことなんだけ

ど、基準のレベルは維持したいじゃないで

すか。そこをするには、ネットワークが必

要だと思ったんです。5 年前から応援拠点

の 4 団体を取った時に、「応援拠点ネット

ワーク交流会」っていうのを作ったんです。

これは行政の方は入ってないんです、自分

たちだけなんです。当初の 4 団体に相談し

たら、私たちも初めてなので、一時預かり

のある広場ってでも悩みなどを話し合い

たいっていうことがあり、場所は 758（な

ごや）キッズステーションで、代表とか世

話人は輪番でやろうね。と自主活動をして

います。 
 
松村 それは完全に、いい意味で行政から

独立した自分たちの学びとか質の担保っ

て いうわけですか。 
 
丸山 そう。この 5 年間で応援拠点の仕様

書の見直しなどをしてきました。 
 

 
オレンジリボンイベントの時の様子（写真提供：

本人） 
 
松村 拠点側のネットワークとか、拠点側

の声が反映されてきているということで

すかね。 
 
丸山 そうです。また重層と関わってきて

いるので、応援拠点の職員のアンテナの高

さが求められます。現場では、例えば、熱

があるのに、無理に連れてきちゃった親に、

どう伝えたらいいの？とか、「他の団体ど

うしてる？」って聞くと、たくさんの知恵

や情報がもらえます。 
 
松村 拠点同士の横のつながりの、悩みの

共有だとかノウハウの共有ってすごく重

要な気がしますね。 
 
丸山 そこが今、一番重要で、広場は広場

の研修をするんですよ、全協から紹介され

る広場研修たったするのですが、「一時預

かりの研修」って、保育園の「一時預かり」

の研修とも違います。保育園は集団保育を

している子どもたちの中で、ひとりひとり

100



 

の子どもを見るわけですよ。そうすると先

生たちは、この子たちの日常の生活や成長

を知っているから、子どもたちにとっては、

泣くかもしれないけど何とか仲間に入れ

ちゃったりするわけ。だけど、広場の「一

時預かり」って、広場で親子が遊んでいる

中に、親のいない子どもがスタッフと一緒

に遊びに入ってくるわけですよ。子どもの

置かれた環境が違う。 
 
松村 なるほど。 
 
丸山 ずっと泣いている子がいると、「え、

ずっと泣かせているの？」って言って否定

的に見るママがいる、泣く子がだんだん慣

れてきて、遊んでいる姿を見ると、「泣く

けど子どもって成長するのね」っていうこ

とを知るんですよ。そこのつなぎをスタッ

フがするわけですよ。そうすると、それな

りの研修が必要なんですよ。 
 
松村 なかなか高度な。 
 
丸山 高度なんです。今、10 年目で拠点っ

ていうのが認識されているから、応援拠点

の重要性、スタッフのスキルの高さと、そ

の中の一時預かりのスキルの高さを、一般

の人に伝えることがすごく難しくって。こ

れ、何とかしたいって、思っています。 
 
松村 今、お話を直接伺って、ご丁寧にお

話しくださったので、やっと理解できまし

たけど、普通から見ると分かんないでしょ

うね。 
 
丸山 そうなんです。だから、よく保育士

資格のある方が、応援拠点に雇われた 1 年

目は、「え、広場でも遊ぶのですか？親子

の所にママがいない子ども入れたらかわ

いそうじゃないですか、」と言う保育士も

います。「それは考え方だよ」って。かわ

いそうって見たらこの子はかわいそうだ

けど、この子だって力があって慣れてくる

んだから、「広場の親子とスタッフで一緒

に見守っていこうね」っていうふうに、そ

ういう空気感をつくらないと、この子は孤

立しちゃうからねって。私はこれこそ虐待

の予防の場の仕事だと思っているんです。 
 地域で生活していると、スーパーで、バ

ス停で「丸山さん！」って声掛けられるし、

病院に行くと「〇〇ちゃんのママや、○○

ちゃんのママに会いました。」ってよく聞

きます。知り合ってつながっていくんです

よ。そして、気になる親子がいたとき、名

古屋市が今後取り組むアウトリーチ事業

を生かしていくことができます。監視じゃ

なくて、支え合うっていう関係が、できる

と思っているんですよね。 
 
松村 なるほどですね。 
 
丸山 課題を感じる温度差はありますが、

親子の広場や応援拠点を運営する者とし

て、少しずつ共通の視点を持って支援して

いけるようにしていきたいです。 
 
松村 了解です、ありがとうございます。 
 
丸山 要望としては、子育てひろば全国連

絡協議会が、「全国子育てひろば実践交流」

を年 1 回開催しています。今年は山口県で

した。参加したことありますか。 
 
松村 私はないですね。 
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丸山 ないんですね。その実践交流会に行

くと、厚労省の分厚い資料と、各地域の広

場の事例検討があったり、またテーマ別に

勉強会するセミナーが開催されます。そこ

で国の情報を知るんです。行政の人にはそ

ういう情報を得る場所とか、支援の場には

来てほしいと思います。長野県で全国実践

交流会が開催されたとき、広場見学をしま

した。その広場の壁には「広場 10 周年記

念」に市長が広場に来てスタッフと利用者

さんと市長を囲んだ写真が飾ってあった

んですよ。 
 
松村 それがネットワークってことです

ね、今で言うと。 
 
丸山 そうなんですよ。「子育て広場全国

連絡協議会」は全国の親子の広場スタッフ

のつながりができる場です。現場の課題や

成功例など各団体の代表たちとの交流は

心強いし、同じ目的で事業をしている仲間

の出会いはモチベーションが保てます。名

古屋でも「応援拠点ネットワーク交流会」

を育てていきたいと思っています。私は思

いが共有できるように毎回会議にオブザ

ーバーとして参加しています。名古屋市だ

けでなく東海地方全体にもネットワーク

が広げられたらいいなって思っています。 

 

松村 でも大事なことですね。名古屋だけ

じゃなくても、東海地方全体にそういう底

上げというか、ネットワークは重要な気が

しますね。 
 
丸山 はい。私は子育て支援という言葉で

抵抗ある人もいると思うけど、やっぱり

「街が変わるな」って思っていて。私が最

初 2000 年のときには、私をサポートして

くれる学生さんがいて、そこに親子教室を

利用したママたちが応援してくれて、何と

か広場を立ち上げてやった。その当時は本

当に 2 人でわいわい言いながらやってい

たのに、今認定 NPO になり、それから 758
（なごや）キッズステーションを受託して、

予算規模もすごく大きくなって、スタッフ

も増えました。 
 やっぱり街は変わっていくと思うんで

すよ。北区在住のスタッフが 3 分の 1 いる

んですよ。 
 
松村 そうなんですね、地元って感じです

か、元利用者さんには。 
 
丸山 元利用者さん。利用者で、その後ス

タッフになった人もいます。そういう意味

では、人口減少になって、地域のスーパー

が無くなったり、老人が多くなったり街が

変わってきました。子育てや介護をしなが

ら地域の中に働ける場があるっていうこ

とが大切だと思うんです。柔軟に働ける地

域社会。短時間でも社会とつながっている。

子どもとの時間が持てて、介護も心を寄り

添えることができるっていう、そういう地

域をつくることが大事だと思っているの

です。そういう場所を作りたい。そのため

に、「まめっこがそういう形を見せること
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が大事だと今取り組んでいます。子育てに

関わりながら、多様な働き方を創る拠点の

役割があると思っています。 
また、「あおぞら広場」っていうのもやっ

ていて、親子が地域の公園に出て、地域の

人たちや主任児童委員さんと遊びながら

交流もできますし、公園で過ごすおじいち

ゃんやおばあちゃんたちも子育て仲間に

巻き込むことができます。「あの人怪しい

ね」じゃなくて、「地域の子どもたちを、

みんなで見守ろうね」という空気感を公園

から創ります。また企業との連携ですが、

そこで企画したのが「家族の絆レストラン」

です。企業にまず寄付を求めます。この営

業は大変です。その寄付金と参加費が原資

になって、レストランと託児室を借り上げ

「家族の絆レストラン」が実施できるので

す。 
 
松村 パパのクッキングですね、これ。 
 
丸山 5 組のパパが料理を作ります。その

後 2 人で食事をして夫婦の時間をつくり

ます。その間子どもは料理をしない 5 組の

家族と一緒に遊んでいます。スタッフと学

生ボランティアを入れて、みんなで遊び、

見守ります。 

 
松村 なるほど。 
 

丸山 ママから離れた子はほとんど泣い

ています。抱っこしても泣き止まない子、

中には諦めて遊ぶ子もいるんです。いろん

な子どもと過ごす貴重な体験です。 
 
松村 なるほど、面白いですね。 
 
丸山 いいでしょう。2 人の世界は、ラブ

ラブです。特に、よその子を見る機会がな

いパパにとって、よその子と遊ぶパパもい

ますし、自分の子を見ながらよその子ども

の成長とか、遊び方を見たり、夫婦で子ど

もと一緒に遊んでたり、相互子育て体験。

これをやっていったんです。 
 
松村 面白いですね。 
 
丸山 今みんなが笑顔になる企画を、みん

なで考える。そうすることによって、企業

が変わると社会が変わっていくんですよ

ね。一番は社会の労働力環境が変わらない

限り、子育て環境は変わらないんですよ。

また防災ですよね、ここにも力を入れて勉

強し、このネットワークの中でも防災も取

り組んでいます。特に港区とか南区は低い

所なので、実際に防災、震災にあった団体

を呼んで勉強会を開いたりしています。 
 
松村 すごいですね。狭い意味での子育て

支援に限定しないで、こういう家族の絆レ

ストランだとか、防災だとか、今のこの社

会、究極的には全部育児ともつながるかも

しれないけど、そういう社会課題を解決し

ていこうという NPO の思いというか、ミ

ッションを感じますね。 
 
丸山 肩を叩いてくれ、押してくれた。男
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性中心社会なので、女性たちが共感しても、

男性が動かないと世の中動かないんです

よね。 
 
松村 今のお話でいうと、男性の育児も私、

関心があって研究領域に入っているんで

すが、下線部、引いてらっしゃる、夫も巻

き込んだ方法だっていうのも、もしよけれ

ばお話しいただければ。 
 
松村 ここの最後の。 
 
丸山 これですか。 
 
松村 男性学とかって、最近でこそ注目さ

れていますけど、昔から貴団体やってるん

だなと思って。 
 
丸山 やってました。 
 
松村 これはどういう。 
 
丸山 女性がどんどん社会進出というか、

社会活動をすると、夫とのコミュニケーシ

ョンが取りにくくなって、夫は会社内のコ

ミュニケーションはあるけど、社会でのコ

ミュニケーションが少ない、男の人にも私

たちが学んでいることを、一緒に学び社会

課題を知ってほしいということからスタ

ートしました。勉強会をすると、人が集ま

って、北生涯学習センターを会場にスター

トさせたんです。大阪はその頃、男性学が

積極的で。 
 
松村 関西のほうが割とそうかもしれな

いですね。 
 

丸山 そう。関西の人たちに来てもらい、

講師になってもらって、私たちが活動して

いることを、男性社会にも分かってもらう

ために、生涯学習センターの予算取ってい

ただき、講座をしました。 
 
松村 今は時代が追い付いてきたという

か、パパ講座も盛況だって伺いますしね。 
 
丸山 そう。私は、5 年、10 年先が見えて

くるっていうか想像できるんですよね。だ

からこそ、走っちゃうこともあるので、理

解してもらえないこともあるんだけど。そ

ういう意味では、理解してくれる人が周り

にいっぱいいてくれてよかったなと思っ

ています。 
 
松村 最後のまとめの 3 行が素晴らしい

ので、この部分はせっかくなので、文章に

書いてくださってはいるんですが、インタ

ビューにも入れたいので。 
 
丸山 今、言いますか。 
 
松村 はい。 
 
丸山 自分の子育ての経験の中で、子育て

中にあったらいいなって感じたことを、仲

間と学びながら形にしてきました。まめっ

この活動の中から得た経験をもとに、人と

人をつなげる場を持って、子育てが楽しい

という街を目指してきました。自分自身の

生き方をたくさんの女性からも学びまし

た。私らしい人生を歩んでいます。 
 
松村 ありがとうございます。最初に名古

屋、全然知らない所に越してこられて、疎
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外観とか孤立感とかを抱えていた日々か

ら、今この、すごくファミリーヒストリー

じゃないけど、私としては、すごい物語だ

なと思って伺ってきました。 
 
丸山 次の世代の人たちには、今はいばら

の道かもしれないけど、それを花畑にする

ような、前向きな気持ちと夢を持ってやっ

てもらえると、「街は変わっていくよ」っ

て応援します。 
 
松村 丸山さんのこれまでの歩みが、本当

にそうなるっていうことを確信させるよ

うな内容でした。 
その点で言うと、ネットワーク。国レベ

ル、全国もそうだし、名古屋市もそうだし、

東海地方でも。同じ志を持つ様々な人たち

が、お互いを支え合い、情報を共有する場

が、本当に重要ですね。 
 
丸山 そうですね。だから、子育てひろば

全国連絡協議会が開く実践交流全国セミ

ナーは、14 年間熱量が変わらないのです

よ。 
 
松村 それもすごいですね。 
 
丸山 そこが私、すごいなって。世代間交

代してるんですよ。 
 
松村 衰えず。 
 
丸山 衰えず。 
 
松村 それ、すごいですね。 
 
丸山 あの熱量を変えないっていうとこ

ろが、すごいなって思ってます。それだけ

きっと、自分事でもあり、子どもや孫の未

来のためでもあり、街のためだから頑張れ

るんだよね。次の世代が生まれてくるから、

バトンタッチしていくからその熱量も手

渡しされているのかなって、思ってます。 
 
松村 すごく素晴らしいお話でした。 
 
丸山 いいえ、どういたしまして。こんな

お話でよかったんでしょうか。 
 
松村 大変貴重なお話でした。ありがとう

ございます。 
 

 

(了) 
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児童養護施設の子どもに寄り添って 
 

篭橋芳孝さん 

（元名古屋市児童養護連絡協議会会長、元名古屋市民間

児童入所施設連絡協議会会長） 
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 ＜プロフィール＞ 

篭橋芳孝さん 

昭和 30 年、岐阜県生まれ。大学卒業後、

昭和 47 年に社会福祉法人和進奉仕会和進

館児童ホームに就職、児童指導員として

働く。平成 7 年にホーム長に就任。平成

10 年に全国児童養護施設協議会協議員、 

平成 12 年に愛知県社会福祉協議会児童ホ

ーム部会副部会長、平成 13 年に名古屋市

児童養護連絡協議会副会長、名古屋市社

会福祉協議会評議員、平成 17 年に名古屋

市民間児童入所施設連絡協議会会長に就

任。平成 24 年に和進館児童ホームホーム

長を退任。和進館保育園園長に就任し、

現在に至る。社会的養護、児童養護分野

での大きな功績が評価され、これまでに

様々な表彰（愛知県知事、全国養護施設

協議会、名古屋市長、全国社会福祉協議

会、厚生労働大臣）を受けている。 

 

 

 

インタビュー日時：2024 年 12 月 11 日 

聞き手：松村智史（人間文化研究科/都市    

政策研究センター） 

 

 

松村 では、篭橋さん、どうぞよろしく

お願いします。 

 

篭橋 よろしくお願いします。 

 

松村 篭橋さん、非常に名古屋市の社会

的養護の分野でご活躍なさっておられま

したけれども、今回のインタビューの趣

旨がその公的文書には残っていないよう

な、篭橋さん個人のこれまでの思いだと

か、葛藤だとか、もしくは今後、後に続

く職員たちへのメッセージっていうとこ

ろで順番にお伺いしていきたいというふ

うに思っておりますので、よろしくお願

いいたします。 

 

篭橋 お願いします。 

 

松村 初めに、プロフィール的なところ

を教えていただけますか。 

 

篭橋 私は同朋大学という社会福祉学科

を卒業しました、47 年に。卒業するに当

たって、児童養護施設があるということ

を学習しまして、そこへ行ったんです。

ボランティアとして。そうしたところ、

子どもたちが、次はいつ来るのって。

又、施設長さんは、「職員が 2 年間勤め

て辞めていく人が多い」と嘆かれてい

た。 

 

松村 そんなんですか。 

 

篭橋 はい。というのはやはり、もう住

み込みが皆、条件です。それで 48 時間ど

ころか、何時間働いたでしょうか。休み
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はほとんどないというような状況でし

た。それでも私は養護施設のほうに住み

込みで、児童指導員として入ったわけで

す。 

 

松村 和進館児童ホームですかね。 

 

篭橋 児童養護施設は、児童福祉法第一

種事業で国から頂ける措置費で運営され

ていますが、非常に少なく、食べるもの

も充分に与えてもらえず、処遇に関して

も十分ではなかったのです。私たちの給

料も３万、４万という時代でした。職員

もなかなか仕事をできない状況でした。  

 子どもたちは親元から離れて生活して

いますが、現在のような虐待ではなく、

親の貧困、親のサラ金とか、養育放棄で

子どもたちもすさんでいた時代でした。

児童福祉というのは、1947 年（昭和 23

年）ぐらいから始まりますので建物も古

くなってきており、いろいろな箇所の修

繕が必要ですが、業者に依頼することも

できず、たえずトンカチとのこぎりを持

って修理していた日々を思い出します。 

 

松村 その当時、入っている子どもたち

っていうのは、今、おっしゃったように

貧困とか、親のサラ金とかで、養育困難

な子どもたちが入ってくるケースが多か

ったんですか。 

 

篭橋 そうです。養育という困難のよう

な、親がいないところもありましたし。 

 

松村 乳幼児から、もう預けられるとい

うか。 

 

篭橋 そうです。2 歳から 18 歳まで。で

したけど、大体、15 歳で巣立っていく。

いかざるを得ない状態でした。 

 

松村 多くの子どもたちは、もう高校に

は進学せずに中卒で働くっていうところ

ですか。 

 

篭橋 措置費というのは高校進学までは

見てくれなかったんです。公立ならばい

いが、私立はお金がかかりすぎるから、

駄目と。入所してくる子どもたちは学習

能力が十分ついていない子どもが多くい

ました。家庭にいる時、学習できる環境

が十分でなく、親の状況を窺いながら生

活していたようです。施設に入所して

も、生活の立て直しが優先で学習指導ま

で手が届かない状況で、学校へ行っても

お客さまですね。つらい時代だったと思

います。 

やはりその子どもたちには高校進学だ

けはさせたいと、私ども名古屋市の児童

養護連絡協議会では、アフターケアの問

題、子どもたちが施設から出てからどう

なるのか？ やはり学習の機会を設けな

ければ、進学もさせてあげなければいけ
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ないと話し合い、大学進学や高校進学の

話をしてきました。 

 

松村 どんなことを議論したんですか。 

 

篭橋 やはり中学生のことですね。特に

自立が難しいということで、子どもたち

が。やはり 15 歳で社会へ出ていっても無

理です。それも住み込みが条件になって

くるんです。 

 

松村 工事現場とか、そういう関係が多

い感じですか。 

 

篭橋 工場現場は、児童福祉法で禁止さ

れていますので、そういうところではな

い職種を選んでいました。住み込みです

から、子どもたちが希望する職種には就

くことが難しいのです。15 歳でアパート

借りるにしても保証人もない、お金もな

い、親もあてにできない子どもがアパー

トを借りることはできません。又、借り

たとしても子どもたちがそこに溜まっ

て、騒いだりするようなケースもあった

んです。そのようなことも含めて、15 の

春は、難しい時代でした。それから徐々

に、高校進学というのもできるようにな

ってきました。今ではもう、高校進学の

みならず、大学進学というものもできる

ようになってきました。児童福祉法も 18

歳から 22 歳までと変化してきています。 

 

松村 ここに至るまでは、本当に長い葛

藤があったってことですか。 

 

篭橋 長かったです。私が入ったのが昭

和 47 年ですけど。50 年から非常にこの児

童福祉というのが社会的に必要だという

ことで良くなってきたんです。 

 

松村 50 年というのは、児童福祉法です

か。 

 

篭橋 児童福祉法の改正があったりした

んです。そのときに措置費というのです

けど、それが非常に低くて、大体、3 年持

てばいいところで。3 年以上になると、賃

金が上乗せになるから、施設が持ち出し

になるんです。 

 

松村 職員さんの給料に措置費が充てら

れていたけど、それがすごく低かった

と。 

 

 

篭橋 そうです。みんな辞めていく時代

もありましたけど。だけどだんだんと良

くなってきて、それまで本当にボーナス

も、私、児童指導員 1 人、保育士が 8 人

でやってきたんですけど。 

 

松村 45 人を見るために。 

 

篭橋 そうです。24 時間です。365 日。 

 

松村 休みなく。 
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篭橋 ということでやってきました。措

置費の人件費は、公立施設では公務員、

民間施設は公務員とは違うとのことで、

差がありました。ボーナスも現場の保育

士さんには支給できても、私と施設長

は、1～2 カ月遅れて支給されました。措

置費の人件費単価が低いため、県の社会

福祉協議会からお金を借りて支給しても

らい、その借入れ金額は月々の措置費か

ら少しずつ返金していくと時代でした。 

 

松村 少しぶしつけな質問を許してほし

いんですが、そういう状況で篭橋さん自

身も周りから、持って 2 年って言われた

中で、すぐに辞めようとかっていうふう

に思われなかったのはなぜなんですか。 

 

篭橋 やはり子どもたちが、先生いてっ

ていうことで。やっぱり一緒に生活すれ

ば、かわいいもので。いうことで、一緒

にいろいろやっていたんです。これもそ

うですけど。 

 

 

 

 

松村 ホーム長の篭橋さんは時間を見つ

けては施設内の修繕に取り組んできた、

と記録に残っているんですね。建物自体

が老朽化して、修繕とかをしなければな

らないような所に集団生活をしていたと

いう。 

 

篭橋 そうです。それも 1 部屋に 10 人、

20 人寝るんです。 

 

松村 今でこそ小規模化とか言われてま

すけど、それぐらいの人数だったです

ね。 

 

篭橋 そうです。 

 

松村 1 部屋だと、分からないですけど、

あまりプライバシーとかって、もう全然

ないですね。 

 

篭橋 もう、そんなん、全然ないです。

仲が悪いとやっぱり、そこでは子どもは

またつらい思いして。施設へ来て良かっ
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たっていうより、つらい思いをした子も

中にはいたわけです。 

 

松村 そうですよね。今、おっしゃった

ような、そのお金も十分でない、職員も

いない中、大変なこと、たくさんあった

んじゃないでしょうか。 

 

篭橋 ありました。子どもたちもいろい

ろあるもんですから、夜、抜け出たり、

喫煙で補導されたりするような子も結

構、いて。それも夜中に警察から呼び出

しがあるんですから。それも取り下げに

行かなきゃいかんし。 

 

松村 昭和 40 年代、50 年代、いじめとか

校内暴力とかシンナーとか、そういうこ

ともあった時代ですか。 

 

篭橋 そうです。 

 

松村 そういうトラブルとかがあったと

きには、職員さんが深夜でも出て。 

 

篭橋 親ですから、親代わりですから。

措置権者というか。親ですから。当然、

行かなきゃいかん。 

 

松村 それは大変でしたよね。 

 

篭橋 ですけど、子どもですから、失敗

するのは仕方ないと。失敗を繰り返して

大人になっていくんだという信念でやっ

てましたから。そういう子どもと付き合

えば、いつか自立するだろうという思い

で付き合っていましたから、子どもたち

には。 

 そんな時代があって、私もこれ、いろ

んな所でいろいろ書いておるんですけれ

ど、養護施設だけが独自で一生懸命やっ

ても何ともならんもんですから。私はい

ろんな方に協力していただく。それは実

際に見ていただかないと、人は助けてく

れません。私ども、なるべくボランティ

アとしてたくさんの人を入れ込んでいま

す。ボランティアというか、僕はサポー

ターと呼んでおるんです。というのはサ

ッカーでもサポーターありますね。出て

おれば、それなりに応援してくれるんで

す。頑張っておるときは応援してくれる

んですけど、頑張らなければ、横向いて

しまうということで、そういう言葉自体

も加味しながら、施設の職員にはサポー

ターと。おまえたち、雑談したりなんか

しとると、みんな、ボランティアの人、

サポーターの人がもう横向いちゃうよ

と。だから一生懸命やって、それでもで

きんことはお願いすると。行政に対して

もお願いしていくんだという姿勢を持っ

ていました。 

 

松村 その地域の方たちがサポーターと

して来るってお話だと思うんですけど。

これもまた変な質問かもしれませんけ

ど、その当時、今以上に児童養護施設の

子どもたちに対する偏見だとか、そうい

う見方もあったかもしれないと思うんで

すけど。どう地域の方たちにその児童養

護施設に協力していただいたり、理解を

得る上で、何か工夫したこと、心掛けた

ことありますから、他に。 
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篭橋 地域の役員になったり、小学校の

PTA の会長をやったり、いろんなことはや

りました。 

 

松村 もう篭橋さん自身が。 

 

篭橋 はい。 

 

松村 施設員をしながら、自らの地域

で、そういう要職にも就いて。 

 

篭橋 そうです。何しろ、私は施設を理

解してもらう。それでできないことはい

ろんな方にお願いする。ある 1コマです

けど、55 年ぐらいかな、セラピストとい

う職種が付いたんです。だけどセラピス

トを受けるにしても、子どもたちがセラ

ピーを受ける部屋がないんです。大人数

の部屋しかない。食堂しかない。そんな

所で子どもが本当に自分の気持ちを打ち

明けられるかということで、やっぱり 1

部屋欲しい。子どもが本当にじっくり相

談をできるような雰囲気いうのは、ちゅ

うことで。実はここに書いてあるよう

に、私はアメリカのほうへ研修に行かせ

てもらったんです。その縁で、知り合っ

た人が、日本へ来たときに篭橋さん、日

本で名古屋でビジネスマンが何か社会貢

献できんかというようなことを言ってお

るけど、どうだということで、今の国際

学園、名古屋 NIS というんですけど、そ

この職員と仲良くなりまして。アメリカ

のほうの人たちも名古屋に来るビジネス

マンと親交を持ちまして。アメリカはあ

る従業員が寄付すると、企業が同等の額

を付けて寄付するというのが寄付のルー

ルなんです。飛行機のボーイングが、い

いよということで、金を集めてくれまし

て、ログハウスを造った。セラピー専用

の。 

 

松村 和進館のところに。 

 

篭橋 はい。造って、子どもが少しでも

心開けるように。そのセラピーの部屋を

造るにしても、ログハウスを造ったんで

す。木で。それも業者に頼めば簡単なん

ですけど。それもみんなでやろうという

ことで、大学生やら、ボーイングの職員

やら、アメリカのそのボランティアの人

たちが集まって、造り上げてくれたもの

です。いろんな人がそういう形で施設の

子どもたちを応援してくれる、いうよう

なことで、社会的なものを持ち込んでい

ったんです。 

 

松村 社会的ないろんな理解とか、協

力。 

 

篭橋 そうです。 

 

松村 寄付とかですね。 

 

篭橋 はい。その辺の協力と寄付がない

とやっていけない時代でしたから。特に

その辺を強調して動いていた時代でし

た。 

 

松村 話それるかもしれないんですけ

ど、児童養護施設によってはその運営方

針とかによっては、あまりそういう、当

時、積極的に外にその理解とか寄付とか

っていうのを働き掛けないところもあっ

たと思うんですけど。結構、篭橋さん自
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身の中では最初からそういう外部からの

その力というものを重視されていたとい

うことですね。 

 

篭橋 はい、そうです。 

 

松村 自分たちだけでは限界があるとい

う。 

 

篭橋 はい。私は何しろ、子どもたちの

プライバシーの問題はあれですけど、見

せるところはどんどん見せて、私たちは

こうしているというところを社会的にア

ピールしないと、やはり児童養護という

のは認めてもらえない。 

 これ、児童養護施設になったのは、昭

和 4０年代かな。それまでは養護施設だっ

たんです。 

 

松村 養護施設。児童が付いてなかっ

た。 

 

篭橋 はい。養護施設というと、障害を

持った子どもさんが、というようなこと

で大変ですねというようなこと。それで

児童を付けて、児童養護施設になったん

です。 

 

松村 それは名古屋市だけでなくて、も

う児童福祉法でそうなった。 

 

篭橋 そう。 

 

松村 地域に開かれたというか、篭橋さ

んおっしゃったように、その児童養護施

設は知らない人は一体、何してるんだろ

うみたいな、そういうところあります

ね。見せられるところは見せる、という

スタンスを重視されてこられたんです

ね。 

 

篭橋 そうです。はい。それでだんだん

と子どもたちが大部屋から小さな所へと

いうことで、ちょうど私が何年だったか

な、あれ。養護施設のほうも、これ、見

ていただくと古い建物なんです。ですの

で、ちょうど平成元年に小規模をつくり

ました。それも国としては地域に小規模

をつくってくれということでしたんです

けど。地域にはなかなかそれだけの子ど

もを収容する所がないもんですから。そ

の建物の中に、５つのブロック、6人ず

つ。あと、15 人が乳幼児のブロックで、

小規模を造りました。 

そのときに子どもだけが生活するっち

ゅうのはあれだから、うちは特養もやっ

てますので。年寄りと子どもと触れ合う

っちゅうのもできんか、ということで。

ここに 2階に特養、29 名の特養をつくっ

て。 

 

松村 同じ建物の中に。 

 

篭橋 そうです。平成元年に造りまし

た。今も地域のほうに小規模をつくろう

という発想で動いております、法人とし

て。 

 

松村 特養と一緒というのは、あまり私

は聞いたことがなかったんですけど。そ

こも狙いとしては、さっき、おっしゃっ

たようにいろんな人との触れ合いとかを

重視したということですか。 
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篭橋 そうです。 

 

松村 社会性だとか、コミュニケーショ

ンの機会とかっていうのを。 

 

篭橋 監査で怒られるんですけど、「篭

橋さん、看板は出さないで」って言われ

るんですけど。喫茶店。年寄りが上から

降りてきて、コーヒー飲んだりするよう

な、コーナーいうのを造ったんです。監

査で、篭橋さん、看板出してもらった

ら、ちょっといかんよ、税金引っ掛か

る。また措置費の中では困るからっちゅ

うことで。看板も出さないで、結局、地

域の方もお茶飲みに見えるんです。コー

ヒー1杯、200 円ですから。 

 

松村 でも、そこで地域の方がそこにや

って来られて、また児童養護施設のこと

も知るし、触れ合ったりとかする。 

 

篭橋 そうです。私たちの生活の中で動

きも見ていただけますから。できないこ

とは、そうじでも手伝おうかとか、いろ

んなコミュニティーが伸びていくんで

す。 

 

松村 そこは将来的にその子たちが育っ

てからも、その地域の中で暮らしていく

上ではすごく生きてくるところですか。 

 

篭橋 そうです。コミュニティーってい

うのは、大事で。子どもたちの帰る場所

で。うちでは毎年、1月 2日、けやきの会

という会をつくって、卒園した子どもが

帰ってきます。 

 

松村 今もずっとそれはされている。 

 

篭橋 今もやっています。 

 

松村 卒業生、たくさんいらっしゃるん

じゃないですか。 

 

篭橋 おります。ですけど、来れない子

は自立してやっているだろうし。来る子

は、それなりにと思ってます。この辺

も、それもやり始めたのが結局、子ども

が卒園して、就職する。帰る場所がな

い。私の自宅のほうへ来とったんです、

子どもが。先生、お茶漬けでもいいから

食べさせて。うちの女房が何か作って、

食べとったんです。それが 1人、2人、こ

れが 5人、10 人になってきて、もううち

では見れん。施設で見なきゃいかんとい

うことで、もう施設のほうで対応できる

ように変えていったんです。いろんなそ

ういう思いはあります。 

 

松村 また後で戻るかもですけど、先に

進まさせていただくと、その児童養護施

設を取り巻く環境って、本当にここ、篭

橋さんが就職されてからものすごく変わ

ってきたと思うんですけど。どういうふ

うに変わってきたっていう認識だとか、

その要因としてどんなことがあるのか教

えていただいてもよろしいですか。篭橋

さん個人が感じていらっしゃる思いで結

構ですので。 

 

篭橋 やっぱり国の施策というのは非常

に低かったということですね。社会福祉

法人ですから、もう民間なんです。個人

営業の施設なんです。国の費用がなけれ
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ば、なかなか運営は難しいということ

で。その辺も厳しい時代だったろうと思

います。それがだんだんとこの児童福

祉、特に虐待という問題が出てきてか

ら、国が手を付けていただくようになっ

てきておりますので。その辺が大きなあ

れかな。 

 子どもたちも人権を守らなきゃいかん

というようなことも変わってきておりま

すので。子どもたちも割と近代化された

建物の中で生活しているというのかな。 

 

松村 その子どもたちが入ってくる要因

としては、最初、おっしゃったように戦

後と、もちろん、戦災孤児からスタート

し。その後、一人親とかが多かったと思

う、養育できないとか。その後、虐待と

かっていうのはいつ頃から入ってくる、

背景として増えたような印象をお持ちで

すか。 

 

篭橋 虐待という言葉自体がなかったん

です、私たちの当初は。50 年代入ってか

ら、虐待という言葉が出てきたんです。 

 

松村 てことは、児童相談所の一時保護

だとか、里親児童養護施設の措置ってい

うこと自体が、以前、あまりなかったと

いうことですか。 

 

篭橋 いや、結構、ありました。ですけ

ど、やっぱり養護施設、教護院というの

があって。子どもたちも社会的にも厳し

い状況というのかな。親があっても、面

倒見てもらえん、ほったらかしである

し。嫌なことで子どもも結構、すさんで

いた子が多かったです。 

 

松村 そもそも入所する場合には、どう

いうプロセスというか、流れで和進館に

行き着く子が多いんですか。 

 

篭橋 まず児童相談所が保護して、児童

相談所からこれだけの施設がありますの

で、空いている施設へ割り振るんです。 

 

松村 また後で、戻るかもですけれど

も、今、一つ目と二つ目の質問を主に聞

いたんですが。活動を進める中での手応

え、やりがい、反対に苦労したところ、

思い付くまま、ざっくばらんに教えてい

ただけると。順不同で教えていただける

とありがたいです。印象的なエピソード

とかもあれば、ぜひ、それも教えてもら

えれば。 

 

篭橋 私がそういういろんな社会的な資

源というか、そういうのを取り入れよう

ということであると。私たちのしている

ことを見ていただかなければならないと

いうことで、やっていました。ですけ

ど、いろんな方々が支援してくださるよ

うになってきたんです。今も、名養連と

いう組織ですけど、若い職員がよその職

員に会うと、篭橋さん、金もうけが上手

だと。それといろいろ、子どもたちも行

事つくったり、つくってあげたり、ドラ

ゴンズのナゴヤドームで野球の大会をや

らしたり。それとフットサルでもマリー

ナのほうで毎年、やるようになってま

す。いろんな方が私のしていること、し

たいこと、協力してくださったというこ

とで非常にありがたいんです。この海の

家一つにしてもいろんな人が協力してく
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ださって。私も海の家やるだけになれ

ば、あれですけど。子どもたちに何かや

らしたりということで、地引き網をやろ

う。30 万かかるっちゅうんです。結局、

人数が多いですから、何回もやるんで、

30 万かかる。どうする。名古屋市は、そ

んな補助金出せんとなると、30 万どこか

から集めてこなきゃいけない。いうこと

で金もうけが上手だって、うわさなんで

す。 

 

松村 いや。寄付はどういう所からいた

だくことが多いんですか。 

 

篭橋 個人だったり、企業だったりで

す。 

 

松村 そういうところの働き掛けも篭橋

さんですか。 

 

篭橋 そうです。やって、人脈という

か、いろんな所で。ライオンズクラブと

かロータリークラブも行きまして、そこ

でもいろいろお話しして。なるべく施設

の子ども、施設にいたからできるんだ

と。家庭にいたらできんことも施設にい

たからできるんだという、そういうこと

を子どもたちにもさせてあげたいという

思いなんです。 

 

松村 最近でこそ、何かいろんな社会経

験の重要性、体験格差みたいなことを言

われてますけど、その当時からいろんな

社会経験を積ませたいという思いが、篭

橋さん、おありだったんですね。 

 

篭橋 あったですね。 

 

松村 それはなぜなんですか。 

 

篭橋 私たちの時代は、もうみんな、我

慢する時代でしたけど。それに伴い、施

設へ来て、親の愛情を注ぎ切れない子ど

もたちですから。何らかの形で施設にい

て、「ああ…」というより、「施設だけ

ど楽しい所だ」っていう、ちょっとした

優越感を持てるようにしたい。みんな劣

等感ばっかりで。ある年頃になると子ど

もたちは自転車を買ってもらって、いろ

いろ乗るんですけど。施設の子は、その

当初は自転車もそんな 1 人に一つずつな

いもんですから。どこかへ行くには施設

の子は後ろから走っていく。一般の子は

自転車でということ。 

 

松村 友達と遊びに行くにしても。 

 

篭橋 そんなギャップがあったわけです

から。少しでも何か楽しいことをさせて

あげたいというのが思いです。こうい

う、海の家も、そのひとつ。 
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松村 海の家。興味深いですね。 

 

篭橋 長年続けば、子どもたちは施設に

いたとき、ここ、連れてきてくれた、第

二のふるさと、そういうものにならんか

というような思いでやってきたんです。 

 

松村 本当、ユニークな取り組みという

か、あまり全国的に聞かないんですけ

ど。こういういろんな社会経験、確かに

普通の家庭では、あまり、むしろ、やら

ないかもしれないようないろんな経験も

積ませたいという。 

 

篭橋 そうです。 

 

松村 これは単独ではなくて、連合でや

っているんですよね。篭橋さん、この会

長でいらしたんですか。 

 

篭橋 はい、会長をやっておりました。 

 

松村 そうですね。 

 

篭橋 会長も、名古屋市児童養護連絡協

議会と名古屋市民間児童入所施設連絡協

議会というのがあって。会長が同じだっ

たんです。会長が 1 人で二つ、掛け持ち

やっとったんですけど。だけどそんな二

つもやっとるのおかしいということで、

どっちかにしろっちゅうことで。私のと

きから、そうやって 1 人、どちらかが会

長、2 人おるわけです。 

 

松村 すみません、この、名古屋市児童

養護連絡協議会と、名古屋市民間児童入

所施設連絡協議会の違いって何なんです

か。 

 

篭橋 名古屋市児童養護連絡協議会は、

名古屋市の全ての児童養護施設が加入し

ていますが、名古屋市民間児童入所施設

連絡協議会は名古屋市の公立施設は加入

していません。これは、予算要望の時だ

けの違いです。名古屋市の公立施設は措

置費が公務員待遇ですが、民間児童入所

施設は措置費が民間であるがゆえに格差

が生じてしまいます。児童福祉に携わる

職員としても同じ業務をしても差がある

ことに不満も生じており、双方の協議会

を通して、名古屋市の児童福祉の向上に

つながっていけば良いのです。 

 

松村 数としては民間のほうが多いんで

すね。 

 

篭橋 多いです。 

 

松村 それは名古屋市だけ？ 一般的に

そうなんですか。 
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篭橋 一般的にもそうです。全国的にも

そうです。児童福祉法の中で、結局、児

童養護というのは第一種事業なんです、

社会福祉の中で。本来は国がやらなきゃ

いかん事業なんですけど、国がこれだけ

の施設を作ってやっていけません。特に

民間に委ねるという形ですから。どこの

都道府県においても民間の施設が多いで

す。そこへ公費が一応、導入されてい

る。生活費、職員の賃金、事務費等。 

 

松村 分かりました、ありがとうござい

ます。そういうことなんですね。承知し

ました。続いて、本当に長年、取組を続

けてこられたなかで、手応えとか、やり

がいを教えていただけますか。 

 

篭橋 私がやってきた中で、子どもたち

が今も、卒業して、年に 1度、集まるん

ですけど。やっぱりつらい思いをした子

どもたちが自分のふるさとへ帰ってく

る。自分一人じゃなくして、彼氏を連れ

てくる。結婚するよ、子どもが生まれた

よっていうふうで、もう帰ってくるとき

がやっぱり一番、この子を支援できたん

だ、いうことですね。 

 

松村 その子たちが自分で家庭を持った

りだとか、パートナーを見つけたりした

っていうときですかね。 

 

篭橋 そのときでしょうね、一番、あれ

が。 

 

松村 そこに至るまでは、多分、いろん

な変遷があり、それをご覧になってきた

からこそ、そのとき何かほっとするって

いうか。あるわけですね。 

 

篭橋 そうです。親、木の上に立って見

ると、書くんですけど。そこまではなら

んにしても、それらしきところまで持っ

てこれたというのは、私ども、児童福祉

に携わった者については、一応、目的を

達せられたのかなっていうふうに思いま

す。 

 

松村 その自立とかの関係でいうと、最

近、いろんなその 18 歳で自立するのはち

ょっと無理っていうか。ちょっとずつ、

確かに昔と比べれば伸びてはいるけれど

も、やっぱり依然として、大学進学率も

そうですけど、ちょっと難しい状況にあ

るっていうご認識ですかね。 

 

篭橋 そうです。私がやっているところ

ではなるべく、大学に行かせると。もう

高校で就職するっちゅうのは全国的にも

まだ少ないんです。 

 

松村 3 割も行かないぐらいです、今。 

 

篭橋 せめて大学行かせて、学歴だけで

も付けさせることによって、何とか給料

ももらえるだろうし、いうことで。それ

とか自動車の免許証を取らせる。それに

よって子どもが落ち着くんです。免許証

を取ることによって。それまで本当にあ

ちこち飛び回っていた子が免許証を持っ

たが故に落ち着いたっちゅうケースも結

構、あります。 
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松村 それは免許証を取ることでどうな

ったんですか。 

 

篭橋 だから免許を取ることによって、

自分自身の責任感とかいうのも出てくる

んじゃないですか。 

 

松村 その一人前じゃないけど、なんか

一人立ち。 

 

篭橋 そうです。そういうものも資格と

して持ってもらうことによって、仕事が

なければ、運転手という仕事も出てくる

だろうし。 

 

松村 そうですよね。 

 

篭橋 正直に、子どもが何らかの資格で

食べていけるようなものになるといいな

と思って。あとは親もない、兄弟もな

い、ないない尽くしの子どもですから。 

 

松村 身寄りもない子どもたち。 

 

篭橋 だからせめてそんなものも持たせ

てあげたいというのもずっと思っていた

わけですから。 

 

松村 本当に篭橋さんとしては、自分の

子どものようなイメージだったんです

か。 

 

篭橋 そうです。私も、例えば、今度京

都へ行くっちゅうとなると、電話します

と、来てくれます。 

 

松村 各地に子どもたちというか、卒業

生がいるわけですね。 

 

篭橋 はい。そう。 

 

 

 

松村 今でも親交がある人も。 

 

篭橋 あります。 

 

松村 それは嬉しいですね。時代によっ

て、子どもたちもいろいろ変化すると思

うのですが、子どもたちとの関係づくり

の仕方とかが変わったりとかっていうの

は、ありますか？ 

 

篭橋 子どもというのは何かあったら喜

んで飛び込んでくるんですけど。女の

子、こんなんしたら、もうセクハラだの

って、何とかいうことで、かえって子ど

もとの関係っちゅうのが難しいっちゅう

こと言ってます。 

 

松村 今、確かに、その点、かなりそう

いう雰囲気になりつつありますね。 

 

篭橋 人間関係がこれからどうなってい

くのか、心配な点もありますけど。だけ

ど、あくまで子どもは失敗して大きくな
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るんだというところです。私たち職員も

そうですけど、入ったばかりで全てでき

んもんだから。職員にしても、失敗しな

がらプロになっていくんで。 

 うちも新人研修というのを法人でやる

んですけど、最初、入って、もう、金の

卵で来てもらっておるんで、ひよこなん

だから、最初からそんなもん、何もでき

っこないから、失敗を恐れずにやって。

失敗はこちらの責任で取るから、頑張っ

てやってよっていうことで。子どもにと

っても失敗することで、次へ成長してい

くと思いますので。そんな目で見てま

す。 

 それによって、あまり腹も立たんので

す。同じ給料もらっとるからっちゅう

て、相手も不満があるだろうし。だから

私、保育園へ行っとるんですけど、もう

定年になったんですけど、保育園に行っ

とって、「なんでできんの？」なんて言

っとるんですけど、「おまえさん、この

子がまだできんのは当たり前だし、これ

で明日できることになるかも分からん

し。私たちはだんだんできることが少な

くなってくるんだけど、子どもはできる

ことが増えていくんだから。見れば失敗

して、成長していくんだから、もうちょ

っとそれで見たら？ 腹立たんよ」っち

ゅうて言うんです。 

 

松村 分かりました。篭橋さんのお話を

伺ってると、和進館っていう、その一つ

の児童施設に対する思いだけじゃなく

て、業界っていったら変かもしれないで

すけど、その児童養護施設全体に対する

理解、社会からの理解だとか、寄付と

か、そういう全体を底上げというか、何

かそういうところにも意識がすごく向い

ていらっしゃるように感じるんですが。

そこは何かご自身で心掛けていらっしゃ

るとか、あるんですか。 

 

篭橋 私の時代はいろいろ助けていただ

く時代で、いろんな形で地域社会に対し

てアピールしました。ですけど、今で

は、措置費の単価も上がってきていま

す。職員も増えていますね。給料も上が

ってます。ですけど、やはり今までそれ

でいろいろな制度の中で措置費という国

からの支援金が少なかったわけで。私は

いろいろ皆さんに理解していただく、い

うのが多かったんですけど。いや、今度

は反対に社会施設であるから、地域に対

してできること、これをしていかなきゃ

いかん。 

 

松村 例えばどんなことですか。 

 

篭橋 子育て支援とかですね。それこ

そ、子どもが親から離れなきゃいかん。

その前に何か予防的なものができない

か。もう最悪の状態になっちゃってから

施設に来ますので。その前に施設が 1泊

させようかとか。ショート、短期でもい

いから利用してもらうとか。 

 

松村 ショートステイとかが増えたりっ

てことですかね、今の話でいうと。 

 

篭橋 いうのも増やしていく。それとか

子育て相談とか。セラピーとか。それと

か自立してできない子どもたちをどこか

で見るとか。いうような施設っちゅうの

は必要であると思う。 
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松村 児童養護施設が中心となって、地

域の中での子育てを支援していく、と。 

そこは大きな転換点のような気がするん

ですけど。いつ頃からそういう感じなん

ですか。 

 

篭橋 私ども、今、保育園なんですけ

ど。今、去年、一昨年からかな、セラピ

ーを入れました。これはまだ国が認めて

くれてません。だけど保育園でもどうで

すかね、なかなか子ども言うこと聞かん

とかいうことで、親はいっぱいなんで

す。生活もあるので、パートで働かなき

ゃ、時間で持ってかなきゃいかんとかい

うようなことで、親もいっぱいいっぱい

で。たまにはこういう子、どうしたらい

いかとか、困っとるけどどうなんだろう

とか、そういうことでちょっとアドバイ

スすることによってほっとされる家庭も

あるんです。そんなことをこれからはこ

の児童福祉の中では、今まで世話になっ

たんだから、これからの時代は社会に対

して恩返しするというか。社会貢献がで

きるようなスタンスも社会の中の 1コマ

というか、利用できるようなものにして

いく必要があると思います。 

 

松村 今、おっしゃったその狭い意味で

の児童養護施設、和進館だけではなく、

法人として保育園も含めて、その地域の

子育ての恩返しっていうことですか。 

 

篭橋 そうです。 

 

松村 分かりました。それは大切なこと

ですね。 

 

篭橋 もう、私どもも一応、うちの法人

としては理事で残っておるんですけど。

よその法人に対しても私も理事で行った

りして、いろいろチェックしたり、予防

的にこういうのをお願いするとか、この

辺はおかしいぞというような形でやって

ます。ある養護施設の理事やっておるん

ですけど、どうなんだろう、進学できる

子は少ない、どうなんだ、いうような形

でもうちょっと自立に向けて頑張っても

らわなきゃいかんっちゅうような形で

す。 

 

松村 分かりました。今、手応え、やり

がい。苦労って何か、今、おっしゃった

こと以外に何かありますか。印象的な苦

労とか。 

 

篭橋 今までですか。 

 

松村 はい。 

 

篭橋 やっぱり人の問題です。今と同

じ。 

 

松村 職員のマンパワーとかっていう意

味ですか。 

 

篭橋 そうです。それから今、うちでも

そうですけど小規模になると、保育士さ

んというか、ケアワーカーが家庭の主

婦、また主夫、夫で、料理も作らなきゃ

いかん、洗濯もやらなきゃいかんように

したんです。そうなってくると、なかな

か、難しい人もあります。 
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松村 今、本当に日本全体が人手不足と

かいわれている中で、そういう。 

 

篭橋 そういう人たちもやりがいのある

ようなものにしていかなきゃいかんのだ

けど、若い人たち、うちのほうでもいろ

いろそういう経験がない方も多いよう

で。 

 

松村 少し配慮とかが要る、虐待経験と

かがある子どもへの接し方だと、また普

通のただの子育てしてました、だけの主

婦だけだと、ちょっと違うようなところ

もあったりしますね。 

 

篭橋 違う。 

 

松村 一定の研修だとかをしてやる感じ

なんですか。 

 

篭橋 だけど研修といっても、机上論で

なかなか身に付かんです。現場に長いこ

と勤めてなんぼっちゅう事案と思いま

す。先ほど言ったように、もう経験がも

のをいいますから。本当にロボットじゃ

ないですから、なかなか思うようにいか

んし。そんないったら、かえって虐待が

心配されます。だけど子どもは失敗して

も大きくなっていくし。職員とて、失敗

して一人前、プロフェッショナルになっ

ていくんだというふうに私は思っていま

すので。 

 

松村 子どもだけじゃなくて、職員に対

してもその失敗を人は繰り返してどんど

ん大きくなっていくっていう。 

 

篭橋 そうです。 

 

松村 そういう大きな視点で見ていらっ

しゃるんですね。 

 

篭橋 そうしていかないと、なかなか。

先ほど、取り組んできた中で、私も修繕

なんかっちゅうて言うんですけど、若い

職員は見てますから。 

 

松村 その姿をまた見てて。そうか。 

 

篭橋 だからもったいない、子どもにあ

め玉をもっと食べさせて、あれだったら

自分でできることはやろうよって言え

ば、職員もその辺で。今、もう、私、辞

めて、他の後輩が本部長をやってますけ

ど。結局、それも今では、修理などをす

るようになったそうです。 

 

松村 話それるかもですけども、児童養

護施設って、その施設の維持とかも含め

て、本当にいい意味での手作り感ってい

うか、例えば病院とかだと別にお医者さ

んとか看護師がまさか修繕とかしないじ

ゃないですか。児童養護施設は自分たち

の家と、ホームなんですかね。 

 

篭橋 そうです。 

 

松村 そういうのも含めて。 

 

篭橋 やっぱり人間として生きていくた

めに必要なことですから。環境整備も自

分たちでやる。人がやってくれるわけじ

ゃないし。 
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松村 でもその中だからこそ、一体感じ

ゃないけど、なんかみんなで協力してや

っていこうっていうのは生まれたりとか

するんですかね。 

 

篭橋 そうですね。 

 

松村 お互いに信頼したりとか。 

 

篭橋 そういう中で、いろいろ覚えてい

くんじゃないですか。仮に電気のコンセ

ント、今、もうほとんどプラスチックで

なっているんですけど。そこの所がよく

壊れるんです、たまに。だけど私たちは

プラグを切って、プラグを買ってきてプ

ラスマイナス付けて、やり直すんです。 

 

松村 そこから。自分たちで本当に。 

 

篭橋 はい。 

 

松村 その様子をまた、子どもたちも見

ているわけですね。 

 

篭橋 見てるし、その辺、知恵付いて、

自分が家庭を持ったときに、篭橋さんや

っとったから、こうやったら直せると

か。 

 

松村 そういう、本当に生きるすべとい

うか。 

 

篭橋 そう、そういうのも私たちが先に

生まれた人間だったら、教えていくとこ

ろはある。もう私たちも最近、こういう

パソコンなんかは駄目ですけど。古いも

のは。保育園でもそうですけど、園長先

生、壊れましたって持ってくる。職員が

付いてきて、「謝りなさい」、言うけ

ど。子どもが遊んで壊れたんだから、こ

このあれだからっちゅうことで修理でき

る。1日預かる。次の日、直して、持って

きた子にどうぞ、大事に使ってね、いう

ようなことでやってます。 

 

松村 分かりました。続いて、抽象的で

恐縮なんですけど、行政や社会に要望、

期待したいことというところで。社会的

養護の文脈ですとか、今の法人からの視

点でも結構ですけれども。これまで、ぜ

ひ、篭橋さん自身の経験や思いを踏まえ

て、行政や社会に要望、期待したいこと

を教えていただけますか。行政との関係

は、結構、円滑だったんですか。名古屋

市とは。 

 

篭橋 名古屋市においては、割と児童養

護については努力していただいておりま

すので。賃金は上がってきておるし。た

だ、やっぱり職員の配置基準の見直しっ

ちゅうのは必要だろうと思います。それ

によって職員のほうも業務分担できる部

分も結構、ありますので。 

 

松村 余裕が出てきたりとか。 

 

篭橋 そうです。それになると、お互い

に児童の自立というか、支援に直接、充

てる時間が増えれば、それだけ良くなる

んじゃないかなと思ってます。 

 

松村 分かりました。最後の質問です。

名古屋市で現在、またはこれから子育て

支援、児童養護施設もそうですし、保育
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園とか幼稚園もそうなんですけど、そう

いう方、若い後進に向けて、メッセージ

やエールをいただけますでしょうか。 

 

篭橋 何しろ、有言実行というか。子ど

もたちがある程度、こういうふうにした

い、ああいうふうにしたいと言えば、必

ずそれはしてあげるっちゅう。職員配置

の問題もあるんですけど。私たちは常に

社会のニーズに応えて前進しなきゃいか

んと。それが私たちに与えられた職務で

あると思うんです。今日より明日、とい

うことで、1 歩でも 2 歩でも前に進んでい

かなきゃいかん。これが社会が求められ

とる姿だろうと。後戻りはしてはいかん

ということですね。でないと、社会で、

措置というか、税金をもらっている以

上、税金の使い方はどうなのかって問わ

れるようなことにもなりかねんので。あ

そこなら、あそこの養護施設というか、

名古屋の児童福祉は素晴らしいもんだと

いうためにも、みんなが 1 歩でも 2 歩で

も良くするように、力を合わせてやって

もらうというのが必要かと思うんです。 

 

松村 分かりました。本当に貴重なお

話、ありがとうございました。 

 

 

(了) 
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